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序文

香川県教育委員会では，四国横断自動車道や高松東道路の建設，高松空港跡地の整備など，

大規模開発に伴う埋蔵文化財の発掘調査と出土文化財の整理研究・報告書刊行の業務を，財団

法人香川県埋蔵文化財調査センターに委託して実施し、たしております。

このたび， I都市計画道路錦町国分寺綾南線改良事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書」と

して刊行いたしますのは，平成9・10年度に調査を実施しました高松市松並町ほかに所在する

松並・中所遺跡についてであります。

この遺跡の調査では，弥生時代の竪穴住居跡・溝，鎌倉時代の掘立柱建物跡・屋敷地を区画

する溝などを検出しております。なかでも，竪穴住居跡の床面に形や用途の異なる炉跡が確認

でき，本県での新しい知見となりました。

本報告書が本県の歴史研究の資料として広く活用されますとともに，埋蔵文化財に対する理

解と関心が一層深められる一助となれば幸いです。

最後になりましたが，発掘調査から出土文化財の整理・報告にいたるまでの間，香川県土木

部高松土木事務所及び関係諸機関並びに地元関係各位に多大の御協力と御指導をいただきまし

た。ここに深く感謝の意を表しますとともに，今後ともよろしく御支援賜りますようお願い申

し上げます。

平成12年12月

香川県教育委員会

教育長折原 守



例員

1.本報告書は，都市計画道錦町国分寺綾南線改良事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告で，香川県高松

市松並町・西ハゼ町に所在する松並・中所遺跡(まつなみ・なかしよいせき)の報告を収録した。

2.発掘調査は，香川県教育委員会から委託され，香川県教育委員会が調査主体，財団法人香川県埋蔵

文化財調査センターが調査担当者として実施した。

3.発掘調査は，平成9年10月1日~平成10年3月31日と平成10年8月1日~平成11年1月31日の 2カ

年に渡り実施した。発掘調査の担当は以下のとおりである O

平成9年度

期間平成9年10月1日~平成10年3月31日

担当佐々木正之松本和彦滝井理加

i 平成10年度

期間平成10年8月1日~平成11年 1月31日

担当長元茂樹松本和彦陶山仁美

4.調査にあたって，下記の関係諸機関の協力を得た。記して謝意を表したい。(順不同，敬称略)

香川県土木部都市計画課，香川県高松土木事務所都市整備課，高松市教育委員会，高松市都市開発

部都市計画課，各地元自治会，各地元水利組合

5.本書の作成は，財団法人香川県埋蔵文化財調査センターが実施した。

本報告書の執筆，編集は松本和彦が担当した。

6.報告書の作成にあたっては，下記の方々のご教示を得た。記して謝意を表したい。(順不同，敬称

略)

大久保徹也，大嶋和則，山崎敏昭，山下史郎

7.本報告書で用いる方位の北は，国土座標系第百系の北であり，標高はT.P.を基準としている O

また，遺構は下記の略号により表示している O

SA 柵列 SB 掘立柱建物跡

SH 竪穴住居跡 SK 土坑

SR 自然河川 SX 不明遺構

SD 溝状遺構

SP 柱穴

8.挿図の一部に建設省国土地理院作成の 1/25，000地形図「高松南部」・ 「高松北部j，1/5，000 

国土基本図「町一 FF -01・02・11・12j，高松都市計画図 1/2，500I峰山jI西春日」を用いた。



9.石器実測図中の網目は摩滅痕を，輪郭線の周りの点線は潰れ痕，実線は摩滅痕及び研磨痕，多数の

点による表現は自然面を，黒塗りは現代の破片をそれぞれ表す。

10.土器観察表の色調の表現は，農林水産省農林水産技術会議事務局監修・財団法人日本色彩研究所色

票監修『新版標準土色帖 1994年度版』に準拠した。
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図版33 m区B'CSDOl出土土器l(小皿) E区BS X04出土土器2(332) 

m区B. C S DOl出土土器2(小皿底部) 図版38 m区C第2面SX03出土土器 1(334・338)

図版34 m区B'CSDOl出土士器3(土師質土器椀) E区C第2面SX03出土土器2(342) 

E区B'CSDOl出土土器4(土師質土器・底部) E区ASP45出土土器(351)

図版35 m区B. C S D01出土土器5(257) E区B・CS DOl出土土器(230)

E区B. C S D01出土土器 6(259) E区BS P25出土土器(356)

E区B'CSDOl出土土器 7(261) E区BS P31出土土器(357)

E区B・CSDOl出土土器8(267) E区BS P 132出土土器(362)

E区B. C S DOl出土土器 9(268) 図版39 m区BS P14出土土器(364)

E区B. C S D01出土土器10(磁器類， 276~279) E区C第1面SP02出土土器(369)

図版36 m区B'CSDOl出土土器11 E区C第1面SP06出土土器(371)

(須恵器鉢，280・282・284) m区C第1面SP09出土土器 1(380) 

E区B・CS D01出土土器12(285) E区C第I面SP09出土土器2(382) 

E区B. C S DOl出土土器13(272) m区C第1面SP65出土土器(403)

E区B. C S DOl出土土器14(東播系担鉢，296・297) E区C第l面SP79出土土器(405)

E区B・CS D01l:l:l土土器15(295) 図版40 m区C第1面SP09出土土器(406)

E区B・CSDOl出土土器16(301) w区ASP45出土土器(417)

E区C第2面SD08出土土器(317) 遺構面上層包含層出土遺物(434・435・455)

図版37 N区BS D05出土土器 1(319) m区C第I面整地土出土遺物(480・496)

N区BS D05出土土器2(320) 図版41 m区C第1面整地土出土遺物(495・505)

E区BS X04出土土器 1(330) 遺構面精査中出土遺物(509・518・540・541)



第1章調査の経緯と経過

第1節調査に至る経緯

香川県土木部都市計画課は，国道11号から栗林トンネルを抜け，高松市内に向かう幹線道路である都

市計画道路錦町国分寺綾南線の渋滞藤和策として，同路線の改良工事を計画した。平成7年10月，都市

計画課よりその改良工事に係わる埋蔵文化財包蔵に関する事業照会があり，香川県教育委員会は，同年

11月に試掘調査，平成8年に同事業に伴う官民境界水路設置に伴う工事立会を行い，新たな遺跡の所在

を確認し，周辺の小字から「松並・中所遺跡」と命名した。遺跡の広がりにつては，試掘結果に加え，

高松市教育委員会が実施した市道木太鬼無線の試掘調査データを基にして，保護措置の必要な範囲を確

定した。

以上の結果に基づき，香川県教育委員会は財団法人香川県埋蔵文化財調査センターとの間で協議し，

平成9年4月1日付けで「埋蔵文化財委託契約」を締結し，平成9年10月より，財団法人香川県埋蔵文

化財調査センターが調査担当者として調査を実施した。さらにその翌年，残地部分に関して，平成10年

4月1日付けで「埋蔵文化財委託契約」を締結し，平成10年8月~平成11年1月まで，同センターが調

査担当として調査を実施した。

松並・中所遺跡関連既存報告

大嶋和則1999I西ハゼ土居遺跡Jr香川県埋蔵文化財調査年報 平成9年度J 香川県教育委員会
大嶋和則2000I西ハゼ土居遺跡Jr香川県埋蔵文化財調査年報 平成10年度J 香川県教育委員会
佐々木正之・松本和彦1998r都市計画道路建設に伴う埋蔵文化財発掘調査概報平成9年度松並

・中所遺跡』香川県教育委員会他

塩崎誠司1995I JII東高松線(都市計画道路錦町国分寺線)J r埋蔵文化財試掘調査報告医J
塩崎誠司1996I松並・中所遺跡Jr香川県埋蔵文化財調査年報 平成 7年度J香川県教育委員会
長元茂樹・松本和彦1999r都市計画道路建設に伴う埋蔵文化財発掘調査概報平成10年度松並・

中所遺跡』香川県教育委員会他

山元敏裕1997I西ハゼ土居遺跡Jr香川県埋蔵文化財調査年報 平成8年度』香川県教育委員会

第2節調査の経過

し調査の経過

発掘調査は，平成9・10年度の 2ヶ年に渡り実施し，総面積は4，050mを測る O

平成9年度はI区~町区Bまで、の調査を行った。

発掘調査は10月より着工し，全体を三工程に分け，第一工程でE区B.m区B.N区A，第二工程で

H区c.m区A.m区c，最終工程でI区 .II区A'N区Bの調査をそれぞれ実施し，平成10年3月に

終了した。調査面積は2 ， 300m を測る O 平成10年度も昨年度同様の調査方法を採り，町区c~四区 B ま

で，面積にして1，740mの調査を行った。調査は平成10年8月から開始し全体を三工程に分けて実施

した。第一工程ではV区.vn区B，第二工程では町区D・羽区，最終工程では町区c.vn区Aの調査を

それぞれ行い，平成11年1月に終了した。

整理調査は，平成12年4月1日に開始し 7月31日に終了した。

1 



2.発掘調査及び整理作業の体制

発掘調査および整理調査の体制は，第 1表のとおりである。

香川県教育委員会文化行政課

平成 9 年度 平成 10年度 平成 12年度

総 括 課長 菅原良弘 課長 小原克己 課長 小原克己

課長補佐北原和利 課長補佐北原和利 課長補佐 小国史郎

副主幹 渡部明夫 副主幹 渡部明夫 副主幹 贋瀬常雄

総 務 係長 山崎隆 係長 山崎隆(~5.31) 係長 中村禎伸

主査 星加宏明 (~5.31) 係長 中村禎伸(6.1~) 主査 二宅陽子

主査 松村崇史(6.1~) 主査 二宅陽子(6.1~) 主事 亀田幸一

，主事 打越和美 主査 松村崇史

主事 打越和美 (~5.31) 

埋蔵文化財 文化財専門員 木下晴一 係長 西村尋文 係長 西岡達哉

技師 塩崎誠司 文化財専門員森格也 文化財専門員 森格也

主任技師塩崎誠司 文化財専門員 宮崎哲治

財団法人香川県埋蔵文化財調査センター

総 括 所長 大森忠彦 所長 菅原良弘 所長 菅原良弘

次長 小野善範 次長 小野善範 次長 川原裕章

総 務 参事 別枝義昭 参事 別枝義昭 副主幹 六車正憲

副主幹 田中秀文(6.1~) 副主幹兼係長 田中秀文 副主幹 大西誠治

係長 前田和也 (~5.31) 係長 新一郎 係長 新一郎

主事 細川信哉 主事 細川信哉 主査 山本和代

主任主事 高木康晴

調 査 参事 近藤和史 参事 長尾重盛 主任文化財専門員 大山真充

主任文化財専門員 大山虞充 主任文化財専門員 贋瀬常雄 文化財専門員 木下晴ー

主任文化財専門員 藤好史郎 主任文化財専門員 長元茂樹 主任技師 松本和彦

文化財専門員 西村尋文 技師 松本和彦

主任技師佐々木正之 調査技術員 陶山仁美

技師 松本和彦

調査技術員 滝井理加
一一

第1表発掘調査および整理調査の体制

平成9年度調査に携わった方々は以下のとおりである O

現場整理作業員 小笠原千恵子

普通作業員松本康弘，景山弘，竹井康弘，杉山周二，長町志朗，柏原法雄

軽作業員 伊賀悦子，西村和代，町川充子，西崎文子，真鍋恵子，田中由美，大西トク子，

大林美和子，松本悦子，井下美佐子，井下ミチ子，中原トヨ子，岡シズエ，穴吹
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みどり

平成10年度調査に携わった方々は以下のとおりである。

現場整理作業員 山本明美

普通作業員黒田修，森津明義，川野清，川原武夫，上枝貞義

軽作業員櫛田英子，川野弘子，村川充子，遠藤トミ子，古川静子，鎌田敏子，酒井俊子，

村尾マサエ，中山美智子，川田安子，十河美枝子

整理調査(平成12年度)の調査に携わった方々は以下のとおりである。

整 理 員山地真理子

整理補助員長谷川部子，前田好美

整理作業員真鍋穂，溝測さや香，坂川弘実

-3-



第2章遺跡の立地と環境

第1節地理的環境

松並・中所遺跡は高松平野の北部に位置し，北方および西方には標高200m前後の室山・峰山・持願

寺山等からなる石清尾山塊が取り巻くように所在する。紫雲山北方ないし西方は標高3m前後を測る大

規模な人工改変地であり，弥生時代前後には三角州帯であったと思われる。南方には香東川を中心とし

た各河川の堆積作用により形成された高松平野が広く展開する。香東川は17世紀初頭(生駒期)に現流

路に固定される以前は，平野中央部では北流するが，海願寺山南方において北東方向へ湾曲し御坊川，

詰田川を中心とした流路と現香東川へ至る流路に分岐していた。前者がその主流路をなし，香東川の主

流路痕跡ないし氾濫原が，条里型地割の乱れとなり明瞭に識別できる。高橋学氏によると(第3図)， 

弥生時代中期前半以前には旧河道Aが香東川の主流路であったが，後期以降はその機能をほぼ停止して

おり， I日河道Bに主流路が変化したと想定されている(高橋1992)。一方，佐藤氏は香東川旧河道の主

流路の変化は大局的には支持されるが，周辺調査の成果からその変化は極めて漸移的であり，旧河道B

の機能停止，平準化を13世紀と想定している。加えて香東川旧河道として，現御坊川とほぼ一致する流

路(旧河道C) についても言及し，現御坊川と同じ流路と紫雲山山裾を取り巻くように流れる現摺鉢谷

川流路の 2者に大きく分かれ，上天神遺跡，当遺跡における旧河道Cの最東端流路，最西端流路の確認

例から，東の流路が次第に閏定化に向かったと推測している(佐藤2000)。

これらのデータに今回の調査成果を重ね合わすと，松並・中所遺跡は弥生時代には旧香東川(旧河道

C)のうち最も西側の流路に隣接し，この流路は弥生時代前期~中期にかけて埋積が進み，機能を停止

している。その後，古代末に生じた段正化による地下水位の低下等の影響で，旧河道Cは規模を縮小し，

古代~中世前半段階には安定した土地条件であったと考えられる。しかし，近世には再び流水を開始し，

現地表面に残る条里型地割の乱れ等の痕跡が示す大規模な氾濫原が広がっている。その開始時期は，西

ハゼ土居遺跡で旧河道Cの三角州帯上に営まれた16世紀末-17世紀初頭の屋敷地の確認例があり，少な

くとも17世紀初頭以降になる。当遺跡では最南端の調査区である I区がこの旧河道氾濫原に一部含ま

れ， 12世紀後半-13世紀前半の遺構検出面，包含層を削り取る状況でその痕跡を検出している。また，

北端の調査区であるM区の北方約50mには峰山山裾が迫っており，その山裾を，元来は切通峠に端を発

するであろう清水川という小規模な水路が走っている。

なお，現地表面の標高はE区Cでは約14.5mを測るが，近現代の顕著な造成土を除くと，その標高は

約13.7m前後である。

-4 
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遺跡位置図1第1図



第2図遺跡位置図2(8= 1/2.500) 
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第 3園 高松平野地形分類図(高橋1992より抜粋，一部加筆)
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第2節歴史的環境

1 .旧石器時代

中森遺跡において，原位置を留めた石器ブロックの存在が4箇所で確認されている (AT火山灰の純

層と一部アカホヤ火山灰を含む包含層)。ナイフ形石器，横長剥片石核，ハリ質安山岩素材の石核を含

む100点を越える石器が出土している。

2 .縄文時代

上天神遺跡，浴・長池遺跡，林・坊城遺跡等において晩期(突帯文段階)の遺物が確認されている。

林・坊城遺跡では，晩期後葉段階の流路から諸手鍬や手鋤が出土している O それを遡る遺跡はやや離れ

た居石遺跡や前田東・中村遺跡，正箱遺跡，西打遺跡が挙げられるに過ぎない。

3 .弥生時代

高松東道路建設等に伴い多数の遺跡が確認されている O

前期の遺跡としては，手鋤の出土や大規模な不定形小区画水田を検出した浴・長池E遺跡(前期初頭，

末)，林・坊城遺跡，凹原遺跡，空港跡地遺跡，多肥遺跡群等がある。環濠集落では，天満宮西遺跡(前

期中頃，径65mに復元可能)，汲仏遺跡(前期後半 2重環濠)，鬼無藤井遺跡(前期後半初頭)が確認

され，その開削時期は前期前半末と前期後半初頭の 2時期に分かれる O

中期の遺跡として，周溝を有する(平地式?)竪穴住居や掘立柱建物跡からなる多肥松林遺跡(中葉)， 18

棟の掘立柱建物跡から構成される日暮・松林遺跡，多肥宮尻遺跡，松林遺跡等が数条の流路により区切

られた微高地上にそれぞれ展開している。浴-長池遺跡でも竪穴住居，掘立柱建物跡が確認されている。

中期の集落は，多肥・日暮遺跡群や善通寺市旧練兵場遺跡群が示すように，区画施設やその内部への集

中的居住はみられず，広大な範囲を占有面積に，一定の間隔を保ちながら複数の単位が併存する状態が

その特徴といえる(森下1999a)o 

また，高所に存在する遺跡として摺鉢谷遺跡がある。当遺跡の背後に所在する峰山の頂部から緩斜面

地に位置し(~票高140~160m以上?，当遺跡から直線距離にして約 1km弱)，中期後半~末頃を中心と

した時期の土器，石鉱，石庖丁，磨製石斧等が出土している。讃岐地方において，中期後半~末段階に

は紫雲出山遺跡，青ノ山山頂，烏帽子山遺跡といった山頂，山腹に立地する集落が数多く認められる O

同様の高地性集落は瀬戸内海沿岸地域で、も確認でき，その背景には広域的な集落間の緊張関係が存在す

ると思われる。なお，浄願寺山東麓の緩斜面(標高25~45m) に位置する南山浦古墳群の盛土中からも，

中期後半に属する遺物が出土しており，集落が存在した可能性が高い。

後期には集落数は増加し高松東道路や空港跡地周辺では包含層や流路を含めるとほぼ全域で確認さ

れている o I日香東JII(旧河道C)を挟み当遺跡対岸約1.5kmに位置する上天神遺跡、は後期前半を中心と

した時期の集落で，流路ないし低地に区切られた微高地上に複数単位で集落が展開している。竪穴住居

より掘立柱建物跡の比率が高く，他地域土器の搬入が多く認められ，遠隔地(軟質韓式系土器も含まれ

る)との結びつきが強いなど，特異な集落である。上天神遺跡や隣接する太田下・須川遺跡では複数回

の改修を経て長期間機能していた瀧概用大形水路が検出されており，前期段階から個別集落単位を越え

た濯蹴単位(水系単位)での強固な紐帯が存在したものと理解される。また，各集落単位での水路網の

整備例としては，太田下・須川遺跡，居石遺跡(古墳時代初頭)において木樋が確認されている。

当遺跡(四区)から東に連結する都市計画道路木太鬼無線の建設に伴い，確認された西ハゼ土居遺跡
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では，前期~後期にかけての自然河道が検出され，その埋没過程の後期前半頃に小区画水田が営まれて

いる。竪穴住居は存在しないが，後期~終末期の土坑，掘立柱建物跡，柱穴等も確認されている。松並

・中所遺跡とは行政的な区分けにすぎず，濯概用水網や集落構成において，その関係は重要で、ある O

4.古墳時代

その前期段階における集落の確認例は極めて少ない。空港跡地遺跡や中間西井坪遺跡において，古墳

時代前期後半期に在地系土器とは異なる布留式土器が出土しており，在地色の払拭と畿内勢力の介入が

想定されている(蔵本1999A)。

中・後期の確認例も少ないが，太田下・須川遺跡では中期~後期にかけて営まれた集落で竪穴住居や

掘立柱建物跡が検出されている。この居住域の東を走る溝より，陶邑産の樽形麗が出土している O 前旧

東・中村遺跡、では流路から木製農具の他，木樋や擢等が出土している。六条・上所遺跡では中期(須恵

器が共伴しない段階)の竪穴住居が2棟検出され，韓式系土器が出土している。

また，居石遺跡では流路から分岐する水路の取水口で，前期の小型佑製鏡(珠文鏡・重圏鏡・素文鏡)

が出土しており，水辺祭記として、注目される。

集落確認例の稀少性に比して，古墳の築造は顕著なものである。前方後円墳出現期以降の築造か，そ

れに先行するかは不確定であるが，鶴尾神社4号墳が松並・中所遺跡の背後に存在する。高所立地，墳

E規模，積石による墳丘築造，竪穴式石榔，粘土床といった点で弥生時代の墓制からの飛躍が認められ

る。問題は多岐におよぶが，その築造法に着目すると，前方部くぴれ部の板石数段積列石が後円部に潜

り込み，後円部にも一部確認できる板石数段積列石が前者の上部に置かれている点を指摘し得る O その

石材は竪穴式石榔構築石材と酷似しており，板石積列石の設置段階と竪穴式石榔の構築段階が近い築造

工程にあったと考えられ，遺体埋葬に伴う通路を具現化した施設という理解が可能である。こうした在

り方は，徳島県萩原 1号墳や兵庫県養久山 1号墳とは異なる。こうした観点から分析すると，前方後円

墳という墳正形態を採用しているようにみえるが，最古の前方後円墳とされる箸墓古墳とは本質的に異

なる構築法であるといえる。ほほ同時期の所産とされる摺鉢谷9号墳は後円部基底部列石が先行し，前

方部列石がそれに取り付いており，鶴尾神社4号墳に比して後出的な要素を備えている。

これらに後続する前期段階の古墳として，石清尾山山塊(山頂)に築造された双方中円(方)墳 2基，

前方後円墳8基以上を含む著名な石清尾山古墳群がある。その築造時期や配置関係から，香東川下流域

を中心とした複数系列の首長層による築造を想定できるが，前期末の石船塚古墳をもってその築造を終

える。その後，中間西井坪遺跡と関連の強い被葬者像が想定される今岡古墳が中期初頭に築造される。

畿内勢力ないし地域内での緊張関係のなかで相対的独自性を誇示した石清尾山古墳群に代表される積石

墓が前期段階で築造を終了し，大和北部にみられる多様な形象埴輪の組成を有する今岡古墳の築造の背

景には，大和北部を中心とした畿内勢力による首長層の再編成が想定でき，確認例は少ないが集落の在

り方とパラレルな状況を示す。

今岡古墳に続く中期古墳は皆無に等しく，古墳(前方後円墳)築造階層に強い規制を窺わせる。香東

川下流域では，津田川周辺における富田茶臼山古墳やそれに後続する短甲を所有する川上古墳等の小古

墳群，綾川上流の古式群集墳や善通寺周辺首長層の安定した造墓活動，さらには中期後半の周溝を備え

た大形円墳(高野丸山古墳，青龍古墳)の在り方とは異なる状況を呈している。内容の判然としない浄

願寺山南西に位置する亀塚や御厩天神社古墳は存在するが，中期段階には，前方後円墳の築造を許容さ

れることはなかったと考えられる。中期の古墳のこうした在り方の背後には，河内(古市・百舌烏古墳

9 



第4図周辺の遺跡地図 (5=1/25，000) 
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番号 遺跡名 時 代 番号 遺 跡 名 時 代

松並・中所遺跡 弥生，中世 26 相作馬塚古墳 古墳後期

2 西ハゼ土居遺跡 弥生，中世，近世 27 中所地神社前塚古墳 古墳後期

3 中森遺跡 旧石器 28 あきやま塚古墳 古墳後期?

4 上天神遺跡 弥生 29 中森 l号墳 古墳中期

5 瓦塚遺跡 古墳，中世 30 中森2号墳 古墳中期

6 摺鉢谷遺跡 弥生 31 坂田廃寺 古代

7 南山浦遺跡 弥生 32 片山池 l号窯跡 中世

8 奥の池遺跡 弥生，古代，中・近世 33 南山浦 1号窯跡 中世

9 猫塚古墳 古墳前期 34 筑域城跡 中世，近世

10 小塚古墳 古墳前期 35 片山城跡 中世

11 姫塚古墳 古墳前期

12 鏡塚古墳 古墳前期 A 飯田古墳群 古墳後期

13 石船塚古墳 古墳前期 B 青木古墳群 古墳後期

14 北大塚東古墳 古墳前期 C 紙漉古墳群 古墳後期?

15 北大塚古墳 古墳前期 D 檀紙南部塚群 古墳後期?

16 北大塚西古墳 古墳前期 E 亀塚古墳群 古墳後期?

17 摺鉢谷9号墳 古墳前期 F 浄願寺山古墳群 古墳後期

18 摺鉢谷5号墳 古墳後期 G 野山古墳群 古墳後期

19 摺鉢谷2号墳 古墳後期 H 南山浦古墳群 古墳後期

20 鶴尾神社4号墳 弥生終末~古墳初頭 北山浦古墳群 古墳後期

(鶴尾神社古墳群) 摺鉢谷古墳群 古墳後期

21 稲荷山姫塚古墳 古墳前期 K 奥の池古墳群 古墳後期

22 稲荷山 1号墳 古墳前期 L 稲荷山古墳群 古墳前期

23 亀塚古墳 古墳後期初頭? M 稲荷山北古墳群 古墳前期

24 王墓古墳 古墳後期 N 片山池南古墳群 古墳後期

25 相作牛塚古墳 古墳後期 *時代は各遺跡の主たる時期を示す

第2表周辺の遺跡一覧表
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群)を中心とした畿内勢力による地方への強い介入が想定できる。そこには，石清尾山古墳群築造首長

層等の伝統的首長層の排除・解体と甲胃の分布が示すように畿内勢力と個別地域の個別首長とのダイレ

クトな政治的関係が読み取れる。

後期には，鶴市町に相作牛塚古墳が築造される。径14m以上の円墳で，東西主軸の竪穴式石榔を内部

主体にとると伝えられるが，既に消失している。馬具，控甲小札，太万といった副葬品に加え，円筒埴

輪，形象埴輪(人物形埴輪，家形埴輪)の存在は香東川下流域首長層に対する古墳造営の再許容の結果

と考えられる。周辺には円筒埴輪の出土が確認される塚が多く存在する(飯田古墳群，青木古墳群，紙

漉古墳群)。中森遺跡で確認された推定中森1号墳の周囲を巡る周溝状溝状遺構の存在が示すように，

これら塚群の半数近くは古墳である可能性が高い。 6世紀前半段階において平地への群集といった現象

には注意を要する。

また 6世紀後半以降，石清尾山山塊には多くの群集墳が確認されている。その分布状況が示すよう

に，限られた墓域に径10m以下の小円墳が高密度で、築造されており，広瀬和雄氏の提唱する墓域贈与論

との関連を訪梯させる配置状況である。これらの古墳群はすべて横穴式石室を埋葬施設にとり，墳正・

玄室規模，副葬品等の等質的内容が指摘されている。しかし，畿内系石室や畿内産土師器の存在から，

畿内政権との結びつきが想定されている南山浦古墳群はこの在り方とは異なる(高松市教育委員会1985，

蔵本1994)。南山浦11号墳は長軸12m，短軸 8mの楕円形の墳E規模で，両袖式横穴式石室を埋葬施設

にとる。玄室床面面積が約8.5Irlを測る大型石室である。袖部は羨道部から内側に突出せず，長大な羨

道部を有する点から，畿内型横穴式石室と考えられる。その副葬品を見ると，須恵器・土師器・銀環・

金銅製飾り金具・鉄鉱・鉄鎌・鉄製万子等に加え，馬具(二点一対の鐙や 2個体かそれ以上の轡)が出

土しており，当該期の横穴式石室墳の副葬品としては群を抜いている。出土須恵器の年代観・石室規模

や副葬品から，南山浦古墳群築造の契機になる古墳と考えられる。また，畿内産(系)土師器の存在も

興味深い。同様にミガキを施す土師器杯は，築造時期が11号墳より後出する 9・10・13号墳からも出土

しており，その副葬ないしこれを用いた埋葬行為は同古墳群の特徴といえる。仔細に見ると， 11号墳を

除く 3基の古墳から出土した土師器は胎士に砂粒を多く含む等畿内産土師器とは呼べず，近年川津ーノ

又遺跡で確認された畿内系土師器とも言い難いものである。おそらく在地において畿内産ないし畿内系

土師器を模倣して製作した可能性が高く，後期群集墳の被葬者像を知る上で興味深い事例であるけ)。

5.古代，中世

峰山，海願寺山の山塊と御坊川に挟まれた西春日町，松並町，峰山町，西ハゼ町を含む一帯は， r和
名抄』の香川郡坂田(佐加多)郷の郷名を継ぐ中世郷に比定されている。古代坂田郷は郡街関連遺跡の

確認もなく実体は不明で、あるが，奈良時代に遡る瓦が出土する坂田廃寺やそれに隣接するロストル式構

造の片山池1号窯はその存在を首肯するものであろう。坂田廃寺は浄願寺山と小山の谷部出口に位置し，

瓦の散布や堂床の地名，礎石の存在から古代寺院として古くから知られていた。昭和42年に発掘調査が

行われ，基壇や礎石が検出されている。出土瓦には白鳳期に遡るものも含まれる。その背後の片山池北

岸に位置する片山池瓦窯は6基以上の瓦窯が並列すると報告されている。平成6年度に調査された 1号

窯は平安時代中期の半地下式有床式平窯で 5条のロストルが作り付けられている。坂田廃寺への瓦の

供給が考えられるが，平安時代末には操業を停止している。片山池窯跡出土瓦には，開法寺跡や鴨廃寺

の出土瓦と同文である点に加え， I日本霊異記」の記載から，坂田廃寺の造営には綾氏が関係している

とも考えられている。
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一方，坂田荘は九条道家が立荘し，後堀河天皇中宮藻壁門院の法華堂に寄進されたものである。坂田

郷は平安時代末期から鎌倉前期に白河上皇の勅旨田が設けられ，その一部は立庄されて野原庄となり，

次いで坂田庄が成立したが，これ以外の部分は公領として存続したと考えられる(坂田勅旨)。なお，

室町時代に現れる坂田郷はその後身にあたる。文献資料等では中世坂田郷(荘)はこのような内容であ

るが，その実体は不明と言わざるを得ない。

なお，隣接する西ハゼ土居遺跡では，平安時代末~鎌倉時代には周辺の方格地割に合致した主軸方位

を呈する掘立柱建物跡が確認されている O 同遺跡では16世紀後半~17世紀初頭にかけて，一坪内に規模

を違えた 3基の区画溝が検出されている O 堀や塀を巡らした防御的機能や「土居」の地名から，太田氏

が城主とされる坂田城，室山城と関連した山城と平時の館との関係が注目されている。
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第3章調査の成果

第1節調査区

調査を実施した範囲は総延長約360m，総面積約4，050niを測る。現道路の拡幅工事であるため，幅は

g-10m前後で、ある。調査区は対象地

を東西に横断する道路を基準に南より

1-四区まで設定し，隣接家屋，工場

への進入路，作業ヤード等の関係から，

各工区をさらに区分した小分けした調

査区はそれぞれアルファベットで示し，

大調査区の可ーマ数字の後に繋げてい

る。調査の都合上V.VI区に関しては，

東西道路に関係なく工区を設定した。

なお，各調査区は総じて小規模であ

るが，遺構名の混乱を防ぐため，調査

時の地区名を踏襲した。
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第5図 松並・中所遺跡調査区割図及びグリット図(S =1/2，000) 
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第2節層序

旧香東川を中心とした河川の複雑な堆積作用による地形形成に起因して，基本層序は一様でなく，調

査時には遺構検出面の把握に多くの労力を費やした。ここでは各層位の連続関係を復元し，当遺跡の地

形形成過程について述べたい。

第6図に基本層序模式図を示した。 1m前後を測る造成土下に近代と考えられる耕作土・床土が堆積

し，中世後半~近世に属するであろう連続する水田層を経て，遺構検出面にいたる基本層序が復元でき

る。断面観察では水困層上面に畦畔等は確認できない。検出面直上には弥生時代と中世の2時期の包含

層を検出したが，後世の土地利用の相違や水田の低位化により，各調査区によりその検出状況は異なる。

前者に関しては，町区Dのみの確認である。

遺構検出面以下の堆積状況をみると，砂醸層，シルト質土層，砂質土層の複雑な相互堆積により地形

が形成されてい.る。以下，それぞれを細分してその内容を記す。

砂喋層 4箇所で確認でき，それぞれ砂喋層 I.II・m.lVとした。砂喋層IはE区Cで遺構検出面付

近まで隆起するが，南北にそれぞれ下降し，町区Cで再度上昇して検出面となる。その上面の凹凸には

シルト質土層Iが堆積し，町区C-y区では遺構検出面となる。砂疎層EはE区Bで確認した。その堆

積状況は不明確で、あるが，砂質土層 Iを明瞭に切り込み出現し，北へ下降する。シルト質土層m.lVと
の関係からE区Cのなかで消失すると考えられる。砂喋層EはE区A.Bにおいて遺構検出面となり，

砂質土層Iの上部に被るように堆積している。砂喋層 Iに比して，砂質土の混入度合いがやや高く，軟

弱である。砂喋層町は町区CS R01の立ち上がり付近に堆積したもので，確認した限りでは無遺物層で

あるo lV区Cにおいて砂醸層Iとの関係を捉えることはできなかったが，それに後出して堆積したもの

と考えられる。

シルト質土眉 堆積状況や層序関係から 4区分した。シルト質土層IはW区D.Y区において，砂喋層

Iの窪みに堆積したもので，上面が遺構検出面となる。シルト質土層Eは町区C. S R01肩部底面で検

出した。シルト質土層Eは砂喋層Eの上層に堆積しており，それを介在させることにより，シルト質土

層町と細分できる。

なお，シルト質士層lI.mと砂喋層EはE区C-町区Cで検出したSR01の下層になる可能性も払拭
できないが，調査の限りでは無遺物層であった。

砂質土層 E区B-mIRCと町区CのSR01底面の2箇所で確認した。砂質土層IはE区B-m区Cの

遺構検出面として確認した。シルト質土層町の上層に堆積し，砂喋層lI.mに対して先行する。砂喋層
皿と近似するが，喋はごく少量しか含まれない。砂質土層Eは無遺物層で，砂喋層町とシルト質土層I

に潜り込む層位関係を呈し， m区C-lV区CS R01の下層埋土とすることは困難であり，砂喋層Iの窪

みにSROHこ先行して堆積した土層と考えられる。

以上各層位の個別説明を行ったが，次にそれぞれの士層の解釈について検討する。高橋氏の高松平野

の地形環境に従えば(高橋1992)，砂喋層Iは(埋没)旧中洲，砂喋層11• m，シルト質土層 I. m . 
lV，砂質土層は旧中洲を被覆するように堆積した河川の溢流氾濫に起因した堆積土(自然堤防)に該当

すると思われる。また， S ROHま自然堤防のうち相対的低地な部分に位置し，ここに砂質土層Eと砂喋

層町が弥生時代前期以前に堆積したものである。

層序関係から見ると，砂喋層I→シルト質土層町→砂質土層I→砂疎層E→砂質土層E→シルト質土

F
同

υ
'
E
A
 



層n.m→砂喋層町という堆積順序が復元でき，シルト質土層Iは層序関係からその他の土層との前後
関係は詳らかではないが，シルト質土層n.mと近い関係にあると思われる。それぞれの堆積時期は，
シルト質土層Iを検出面として，弥生時代前期前半末の遺構が確認できる点から，少なくともシルト質

土層Iの堆積時期の下限は判明している。また，後述する SROHまE区C-N区C，四区Aにかけて検

出しており，出土遺物から弥生時代前期前半末に埋没が始まっており，層序関係に照らし合わすと，シ

ルト質土層E・m.N，砂喋層n，砂質土層Eの堆積下限時期もその頃であろう。また，砂喋層Eは12
世紀後半頃の遺構を上面で確認し，下限時期の根拠にはなるが，上限がどこまで遡るかは不明である。

なお，遺構の個別報告に用いた断面図のスクリーント}ンは，第6図の層序模式図のそれに対応した

ものである。但し，右上がり斜線のそれに関しては，その遺構の開削段階における地山を表現したもの

であり，層位に対応したものではない。
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21 : 1束黄褐色 (10YR5/2)粘質士‘ Fe・Mnを多く含む
22 :にぶい黄色 (2.5Y6/3)粘質土，床土に Fe.Mnを多く含む
23 :灰黄色 (10YR6/2)混砂シル卜質土
24 :灰黄褐色 (10YR5/2)混砂シル卜質土， 12~24; 近世耕作土
25 :褐灰色 (10YR 4/1 )粘質土司中世包含層
26 :にぶい灰色 (7.5YR5/3)混砂粘質土， Fe. Mnを多く含む
26A:明賞褐色 (7.5YR7/6)混砂粘質土司 26・27;m区C第 1画整地土
27 :灰黄褐色 (10YR4/2)粘質土
28 :明褐灰色(7.5YR7/1)砂質土
29 :黒褐色 (10YR3/2)混砂粘質土， Fe. Mnを多く含む
30 :黒褐色 (2.5Y3/1)粘質土， Fe. Mnを多く含む，炭化物をブロック状に含む
31 :賛灰色 (2.5Y5/1)混砂シル卜質土
32 :黒色 (2.5Y3/1)混砂粘質土苛 Feの沈着が多量に認められる
33 :灰賛褐色 (10YR6/2)シル卜質土
34 :明黄褐色 (10YR6/6)シル卜質土
35 :褐灰色 (10YR 5/1)混砂粘質土， 27~35; S R01埋土
36: ;褐灰色 (lOYR5/1)砂磯層，砂機層 I
37 :褐灰色 (10YR 5/1)砂穣層， 36より軟弱，砂穣層E
38 :灰黄褐色 (10YR 6/2)砂磯層司砂質土の劃合が高い句砂磯層E
39 :褐灰色 (10YR6/1)砂礁層司砂穣層W
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第3節遺構，遺物

1.弥生時代前期~中期

弥生時代の遺構は前期前半末と中期後葉の 2時期に大きく分かれ，中期中葉前半に位置付けられる可

能性がある遺構も確認している。その分布状況を見ると，当該期の遺構はすべて， m区c-町区Cにか

けて検出したSR01の北方に位置する。 SROHま前期前半末から埋没が進行し，中期後葉には埋没して

いたと想定でき，各時期の集落の南限に位置する。なお，四区SROH土調査段階では， m区c-町区C
S R01と連続する自然河川!と想定していた。しかし，西ハゼ土居遺跡の調査成果と対応させると，連続

するとは言い難く，そこから派生する小規模な自然河川であることが判明している。

前期前半末に属する主な遺構として， m区c-町区cS R01下層，lV区DS D02， V区SK07・10を

検出しているが，その遺構密度は散漫である。lV区DSD02はVないしU字形の断面形状やその埋没状

況，開削時期から環譲という性格を付与することができるかもしれない。

中期中葉前半はV区SH01の確認に留まる。櫛描波状文が描かれた壷胴部細々片による時期決定のた

め，多いに問題を残すが，平地式住居か削平により掘方が失われた竪穴住居である。その中央土坑の両

脇には柱穴を有し， i松菊里型住居」の可能性が指摘できる。

中期後葉には遺構数は大幅に増加し，町区SH01.SX01-03・05，V区SX01・02を検出しているo

N区DSHOHま径5.0mの円形平面プランで，貼尿・ベット状遺構を有する竪穴住居である。床面中央

には円形の深い土坑と細長い浅い土坑がセットになった中央土坑があり， i10型中央土坑」との関連が

指摘できる。一方，町区DS X01. V区SX01・02は長方形の平面プランで (2X2. 5m前後)，底面に

は主柱穴が確認できない遺構である。中央には土坑を検出したが，炭化物・焼土の包含は少ないか，ま

ったくなく，竪穴住居の中央土坑とは趣を異にする。こうした状況から竪穴住居とは一線を画するが，

居住施設かそれに類する施設と考えられる。

以下，各遺構について記す。

竪穴住居ないし居住施設に類する施設

U区oS HOl 
W区D中央部西側， E 4グリットで検出した竪穴住居である。一部調査区外に延びるため全容は不明

であるが，検出した限りでは，直径約5mの正円形を呈する。床面積は20.41討を測り，小型~中型の

規模になる。検出面から床面までの深度は約0.2mを測り，床面には貼床が施される。町区Dの遺構検

出面は厚き0.2m前後を7lUるシルト質土層Iで，その下層には砂喋層 Iが存在する。 SH01構築時にこ

のシルト質土層Iを開削し，砂喋層に至ったため貼床を施したと考えられる。同様に置土によるベット

状遺構を東側を中心に検出したが，その高さはO.lmにも満たない低いものである。周壁からの幅は約

0.8m前後を測る。

埋土は 3層に細別でき，ベット状遺構上端レベルから床面直上までを下層(土層注記番号3，以下番

号のみ記載)，黒褐色混砂粘質土(1)を上層とし，その聞を中層(2 )とした。床面ないしベット状遺構

は明黄褐色混砂粘質土の置土で，シルト質土層Iと近似することから， S H01掘削時に生じた土量を用

いたと考えられる。

床面で確認した12基のピットのうち，半径1.35mの円周上に並ぶピットが主柱穴にあたり 6本の柱

q
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第9図松並・中所遺跡弥生時代遺構分布図 (S= 1/500) 
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構造であったと考えられる。その中央部には隅丸方形の中央土坑 (SK01)がある。長軸長約 1m，短

中層に灰軸長約0.8m，深度約0.4mを測る。埋土は3層に細分でき，下層にオリーブ黒色砂質土(12)， 

上層にの上層に褐色混砂粘質土(9 )が堆積している。各層には炭化物を含み，黄褐色混砂粘質土(10)， 

S K01に隣接する不整形土坑 (SX01)は，長さ0.8m，幅0.2m前後を測り，深きみ焼土が含まれる O

は0.05mと極めて浅いが，炭化物を多量に包含する埋土を有する。
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2 :踏灰黄色 (2.5Y4/2)混砂粘質土.中層I里土
4 :褐灰色 (10YR4/1)混砂粘質土
6 :褐灰色 (7.5YR4/1)混砂粘質土. S P 07t里土
8 : 7と同じ，貼床置土

9-13SK01!里土
11 :黒褐色 (10YR 3/1 )混砂粕質土
13 :褐灰色 (7.5YR4/1)混砂粘質土
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第11図 U区oS H01床面遺物出土状況図 (S=1/40) 

遺物は細片であるが，各層から一定量出土し， 20Lコンテナで1箱弱を数える。取り上げ時には第10

図士層番号1を上層 2を中層 3を下層・床面直上とし，床面直上出土遺物のみ，個別に取り上げて

いる。出土遺物は層位別にレイアウトした。報文番号 1-10， 23-26が上・中層， 11-16， 27-33が下

層・床面直上， 17-20， 34・35が床面で検出した柱穴および土坑， 21・22，36は貼床中から出土した遺

物である。

1は壷口縁部から頚部片である。頚部は直椋的に外傾し，口縁部は大きく聞く。端部は上下に拡張し， 2 

条の凹線文を施す。 2. 3は壷口縁部片である。口縁端部は 2は上下に拡張し，端面に 3条の凹線文， 3 

は上方へ摘み上げ 1条の凹線文をそれぞれ施す。 4は聾口縁部片である。口縁部は「く」字形に外反

し，端部は丸く収める。 5は壷ないし聾底部片である。内面は指押さえ後，ケズリ調整が施される。外

面は二次焼成により，樺色に変色する。 6は壷ないし聾底部片である O 底径は 7cmを測る。

7は聾ないし鉢底部である。底径は4.8cmと小さく，平底である。底部外縁に強い指押さえを施し，

体部との境を明瞭にする。底部内面は円盤充填法を行う。 8はボール状を呈する鉢である。体部は内湾

気味に立ち上がり，端部手前2cmの位置でほぼ直立し，端部は丸く収める。体部外面には横方向のミガ

キ，口縁部外面にはヨコナデ調整ないし板ナデ調整が施される o 9は鉢ないし高杯である。坪部は内湾

気味に立ち上がり，端部は内外へ拡張する。端部上面には2条の沈線状の凹線文，口縁部外面には幅広

で起伏のある回線文が施される。 10は高杯脚部である。脚端部に突出度の高い凸帯を貼付し，外面下端

には刺突文，下位には平行沈線文，中位には斜格子文をヘラ状工具で施文する。少量の角閃石に加え，

黒色石粒を胎土中に含む。

co 
ヮ“



1条の凹線文11は壷口縁部片である。口縁部は大きく外反し，端部上方を摘み上げて端面を創出し，

下方を激しくを施している。 12は壷口縁部である。口縁部は大きく外反し，端部をわずかに摘み上げ，

口縁部内面には 2条平行沈線で斜格子

文を描く。 13・14は聾口縁部である。 13を口縁部は強く屈曲させ，端部を上方に摘み出す。 14は口縁部

を「く j字形に屈曲させ，直線的に延ぴ，端部は四角く収める。体部径は口径を大きく上回り，

垂下させ，広い端面を作り出す。端面には 3条の回線文を施し，

その最

大径が中位より上に位置する器形になる。体部外面には縦方向のヘラミガキが施される。口縁部形態に

特徴があり，松並・中所遺跡では同様の形態を有する器形は出土していない。 15は聾底部片である。底

径が9.7cmと比較的大きい。体部内面にはケズリ調整，底体部境には顕著な指押さえが施される。

16は聾底部片である。器壁厚が薄く，内面には丁寧なケズリ調整が施される。 17は聾口縁部片である。
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口縁部は「く」字形に外反し，端部を上方に摘み出す。端面には 1条の凹線文が施される。 18・20は聾

底部片である。底部はわずかに上底を呈し，体部外面に入念なヘラミガキ調整，内面にケズ1)調整を施

す。内面底体部境には顕著な指押さえがケズリ調整前に施されている。 19は鉢ないし高杯片である。均:

施し，

部は口縁部手前で短く強く屈曲し，端部を内外方に拡張する。端部上面には沈線状の細い凹線文を 2条

口縁部外面にも起伏のある凹線文がみられる o 21は聾体部片である。外面はヘラミガキ，内面は

ケズリ調整が施され，胴部最大径やや上方に右上がりの列点文がみられる。 22は壷ないし嚢底部片であ

る。底部厚が1.3cm前後と分厚い。
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第13図 U区DS H01出土遺物2 (S=1/2) 

23~25はサヌカイト製石鉱である。 23 ・ 24は凸基式， 25は平基式ないし凹基式製作途上の未製品であ

る。 26は石錐である。 27~31はサヌカイト製石鍛である。 27 ・ 28は鎌身長が 4cm強と細長い凹基式石鎌

である。重量はそれぞれ3.29 g， 2. 92 gを測る。 32はスクレイパーである o 33は石錐先端部である。 34

られる。

は凸基式打製石蟻である。 35は打製石鎌先端部である。 36は形状は有肩扇状石器に似るが，石匙と考え

出土遺物から，弥生時代中期後葉を中心とした時期に位置付けられる。

その中央土坑の構造は，円形の深い士坑と葉巻形の細長い土坑がセットになっており，播磨周辺で確

これに関しては後述したい。また，当該期に認できる 110型中央土坑」との関連が指摘できる O なお，

ベット状遺構を有する竪穴住居は稀薄で，弘田川西岸遺跡SH27のみである。 しかし， 出土遺物より，

後期後半にまで下る可能性を残している。

。。
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U区CS X05 

S DOlとそれぞれ重複関係にあり，S ROl， 町区C北寄り E5グリットで検出した不明遺構である O

両者に先行する切り合い関係にある。全容を窺い知ることはできないが，平面形は検出した限りでは隅

丸方形プランを呈する c 1. 3 x 1. 7m以上の規模を有し，検出面から底面までの深度はO.05mと極めて浅

(S XOl) を検出した。く，埋土は黄灰色混砂シルト質土の単層である O 底面にはピット 3，不明士坑1

中央土坑，壁溝といった居住施設をピットの配置に計画性は認められず，深度も極めて浅い。主柱穴，

構成する要素を持たない点から，竪穴住居と断定するには困難な状況であるが，居住施設かそれに類す

る遺構と考えられる O

と思われる細々片を確認したが，図化可能な遺物はない。遺構の出土遺物は弥生土器(中期後葉?) 

S ROLt面でその埋土を見落とし重複関係では SROlに先行するが，検出面からの深度が極めて浅く，

S ROl埋没過程との関連や出土遺物の所属時期から，弥生時代中期後葉前後の所産とた可能性が高く，

考えたい。
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U区CS X06 

百区CS X05と重複する位置関係で検出した不明遺構である。平面形は不明であるが，検出した限り

では隅丸方形を呈すると思われ，長軸ないし短軸長は約2.8m前後を測る。埋土は暗灰黄色混砂シルト

質土の単層で，検出面から底面までの深度はO.06mで、ある。底面には3基のピットを検出したが，規則

的な配置ではなく，深度もO.lmと浅いため，柱穴と判断できるものではない。

出土遺物は皆無に等しく，弥生土器と思われる細々片が出土しているに過ぎない。

U区DS X01 

N区DE4グリットで検出した不明遺構である。撹乱坑により西側 1/4程度が失われているため，

正確な平面形は不明であるが，隅丸長方形プランと考えられる。長軸長約2.4m，短軸長約2.0mを測り，

W叫
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L =13. 7∞m 

1 暗灰黄色 (2.5Y4/2)混砂粘質土
2 :褐灰色(10YR4/1)混砂粘質士
3 灰黄褐色(10YR4/2)混砂粘質土
黒褐色 (7.5Y円3/1)混砂粘質土
地山(シルト賀土I)ブロ 17を企量含む
5目黒褐色(10YR3/2)混砂シルト質土，炭化物を含む
6 :黒褐色(10YR3/l)混砂粘賀土.炭化物を多く含む
7 :黒褐色 (10YR3/2)混砂粘賀土， S K01!.里土
8 :灰黄褐色 (10YR4/2)混砂粘質土. S P02埋土
9 :黒褐色 (10YR 3/1) 混砂粘質土，炭化物を~く含む
10 :褐灰色(10YR4/1)混砂シルト質土
11 :黒褐色 (10YR 3/2)混砂シルト質土.炭化物を含む
6・9-10;S K02J里士. 5・11;SXOll望土
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U区DS X01平・断面図 (S= 1 /40) 
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検出面から底面までの深度は0.15m前後で、ある。埋土は 2層に大別でき，下層に褐灰色混砂粘質士，上

層に暗灰黄色混砂粘質土が堆積している。

底面にはピット 5基，士坑2基，不明士坑l基を検出した。ピット深度はいずれも浅く，検出した範

囲で見る限り配置状況に計画性は認められない。底面中央東寄りで検出したSK02は0.8XO.25m以上

の長方形プランの土坑で， O.lmの深度をもっ。埋土は炭化物を含む黒褐色混砂シルト質土である O 同

様に炭化物はSK02埋没後に開削されたSXOlからも確認できる。

S K02 . S XOlか規模やピットの規則的な配置関係から，居住施設として首肯することは難しいが，

らの炭化物の検出を重視すると，小型の居住施設かそれに類する遺構と考えられる。

2袋出土しているO

37は壷口縁部から頭部片である。口縁部は直線気味に外反し，端部は上下，特に上方に強く拡張する。

端面には 4条の凹線文が施され，さらに棒状浮文を貼付し刻目を加えている。頚部は幅広で‘薄い粘土帯

を貼付し，長めの刻目を施した後，中央に横ナデ調整を加えている o N区DS X05出土の63と接合関係

はないが同一個体と

出土遺物は床面直上を中心に小袋で，

三J考えられ，埋没状況

一~主三

の同時性が認められ

るo 38は壷底部片で

ある。体部外面には
m
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ヘラミガキが入念に

施される。 39は壷口

縁部片である。口縁

部は上下に拡張し，

端面に 2条の凹線文

部は大きく聞き，端

を施す。 40は拳大よ

り一回り小さい砂岩

円喋を利用した叩石
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である。両側縁にあ

ばた状の敵打痕が認

められ，表面に線状

1/2) U区DS X01出土遺物 (S=1/4，

出土遺物から弥生時代中期後葉の年代が与えられる。

第16図痕が確認できる。

U区DS X02 

町区D北端部グリット E4で検出した竪穴住居の可能性が高い不明遺構である O 町区DS X03と重複

それに先行する。対象地外へ延長するのに加え，調査区内に残る障害物により全容は不明関係をもち，

であるが，径5m前後を測る円形を呈するであろう。検出面から床面までの深度は0.2m前後を測る O

下層に暗褐色混砂粘質土，上層に黒褐色混砂粘質土が堆積している。床面には埋土は 2層に細別でき，

9基のピットを確認したが，主柱穴の認定は困難である。
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遺物は下層ないし床面直上から小袋で2袋程度出土し，南側にやや集中する傾向がある。

口縁部は「く」字形に折れ，外反するO 体部は最大径が中位より上に位置し，底部に41は斐である O

かけてスマートにすぼまる器形である。内外面ともに激しい二次焼成を受け，赤色に変色している。調

整は不明瞭で、あるが，体部内面にはケズリ調整が施される。 42は壷の口縁部から頚部である O 頚部はほ

口縁部は大きく外反する O 端部は上下に拡張し，端面に 1条の凹綜文を施す。口縁部内面にぼ直立し，

は2条沈線で斜格子文を描き，頭部下半にはアサリと思われる貝の腹縁を利用した刻目文がみられる。

出土遺物から弥生時代中期後葉を中心とした時期に位置付けられる。
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U区DS X03 

W区D北端部グリットE4で検出した不明遺構である。重複関係から，町区DS X02に後出する。調

査区外へ延長するため全容は不明で、あるが，平面形は方形を呈する O 検出面から底面までの深度は0.2

m前後を測り，下層に灰黄褐色混砂粘質士，上層に黒褐色混砂粘質士が堆積している。底面においてピ

ット 5基，士坑1基を検出した。隅角付近のピットは検出した限りにおいてシンメトリーな状況を呈す

るため，竪穴住居の柱穴となる可能性も考えられるが，壁に近すぎる等問題が残る。土坑 (SKOl)は

//O 

~ 

ミぎ

ミぎ

ミ三 L 

O O の。O 

B' 

。 1m 

ゆ毘粘砂質粘士質 S X02埋士
士. S P埋土

8 の佑
J云三企二五一 く二〉

O 10cm 。 5 cm 

第18図 U区DS X03平・断面図 (S=1/40)，出土遺物 (S=1/4，1/2)
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埋土に炭化物を包含しないため，中央土坑と判断できる材料に乏しい。

遺物の出土は数点に留まる

43は嚢底部片である。外面にはヘラミガキ，内面にはケズリ調整が施される。 44は壷口縁端部片であ

る。端部は上方へ拡張され 2条の凹純文を施す。 45はサヌカイト製の石鍛である。基部は不明瞭なが

ら，凸基式である。 46は上下縁に翫打による潰れが認められ，模形石器と考えられる。

出土遺物や周辺遺構との関係から，弥生時代中期後葉を中心とした時期に位置付けられる。

v区SHOl 

V区南端部グリット E3で検出した竪穴住居で

ある。調査段階では確認できなかったため全容は

不明であるが， V区SK06を中心に半径2.2m， 1. 8 

m前後の周縁上に柱穴が並び，径1.8m前後の柱

穴群が主柱穴と考えられ 7主柱穴による多角形

配置の構造に復元できる。

S K06は長軸長O.7m，短軸長O.58mのやや歪

な隅丸方形を呈する。深度はO.3mを測り，断面

形状は逆台形状を呈する。埋土は 3層に大別でき，

下層に灰黄褐色系混砂シルト質土(第四国土層注

記番号3・4)，上・中層に炭化物を包含する黒

褐色粘質土(1・ 2)が堆積している O

また， S K06の両脇O.3mの位置に 2基のピッ

トを検出している。深度はO.lm前後と浅いが，

S K06を挟みシンメトリーな配置をとる。

出土遺物は極めて少なく，図化可能なものはS

K06から出土した 1点のみである。 47は弥生土器

壷体部細々片である O 外面には櫛描波状文が施さ

れる。

1点のみの細々片ではあるが，出土遺物から弥

生時代中期中葉前後の時期が与えられる O しかし

町区D~V区にかけて弥生時代前期前半末の遺構

も少数ながら確認でき，土坑の両端で検出した二

柱穴の存在もあり，詳細な時期決定には問題が残
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V区SXOl 

V区中央部グリット E3で検出した不明遺構である。後述するV区SX02と南北にほぼ並列しており，

セット関係で，同時併存していた可能性が想定できる O 平面形は長方形を呈し，長軸長2.5m，短軸長
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2.0mを測る。検出面から底面までの深度はO.lm前後と浅く，削平が著しい。埋土は2層に細別でき，

下層に褐灰色粘質土，上層に黒褐色混砂粘質土が堆積している。底面に貼床の設置は認められず，砂喋

層Iとシルト質土層Iが底面となる。そこにはシミ状のものも含め12基のピットを検出したが， その配

置に計画性は窺えない。シルト質土層Iを掘り抜き，砂喋層Iに到達するものもあり，柱穴として機能

したピットも含まれるが，竪穴住居と仮定すれば無柱穴構造であったと考えられる。平・断面図では，

ピット深度は安定せず，その配置も中心に位置しない。四柱穴構造で復元しているが，

なお，底面中央北西寄りにおいて，拳大~それ以下の砂岩喋が充填された不整形の土坑を確認したが，

断割調査の結果，隆起した砂喋層Iの上面が底面に露出していることが判明している。

主柱穴や壁溝，中央土坑といった要素を欠き，竪穴住居の条件を満たすものではないが，居住施設か

それに類する遺構と思われる。
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出土遺物は稀薄で，弥生土器が小袋に 2袋出土している。

48~53は棄である。 48は口縁部から体部片である。口縁部は「く」字形に短く折れ，端部を上方に摘

み出し，下方をわずかに挽き出す。端部の摩滅が激しいが 3条の回線文が施される。体部内面はケズ

リ調整後，ヘラミガキが施され，口縁部との境に明瞭な稜を持つ。 49は口縁部片である。破片からの口

径復元による差異はあるが， 50と同一個体である。 50は口縁部である。口縁部は「く」字形に外反し，

端部は上方へ強く挽き出す。端面には 3条の凹線文，体部内面はケズリ調整が施される。口縁部と体部

内面境には明瞭な稜をもっo 51は口縁端部片である O 端部は上方へ強く挽き出し，広くシャープな端面

には 3条の凹線文が施される。 52は口縁部片である。口縁部は「く」字形に外反し，端部は上方へ摘み

出す。全体に器壁が薄い。 53 〆一一 l 一一一一一一一一

は斐口縁部小片である。端部

は上方へ弱く摘み出す。 54は

台付き鉢底部とした。底部は

明瞭に上げ底を呈し，脚端部

を挽き出す。松並・中所遺跡

では唯一の出土である。 55は

円形を呈する土器片のほぼ中

央を穿孔したものである。

出土遺物や周辺遺構との関

係から，弥生時代中期後葉を

中心とした時期に位置付けら

れる O

一三空三三

冶主主ご
~Q-
、Dヱユヲ 55 

01Ocm  

第21図 V区SX01出土遺物 (S=1/4)

V区SX02 

V区中央部グリット E3で検出した不明遺構であ

る。 V区SX01とは重複関係を持たずに，ほぼ並列

した位置関係にある o S DOHこより東半が失われて

いるため正確な平面形を把握することはできないが

方形プランを呈する可能性が高い。規模は長軸長2.1

m，短軸長は北東の隅角がやや丸味を有しており，

復元すると1.7m前後になり， V区SX01に比して

やや小型である。埋土は褐灰色混砂粘質士の単層で，

検出面から底面までの深度が0.05mと浅い。底面に

は不規則な配置をとる10基のピットと土坑，溝状遺

構を検出した。短軸側の立ち上がりに沿って幅0.06

m前後，深さ0.05m以下の溝状遺構を検出しており

居住施設であれば，壁溝ないし側板を立てた貫溝の

可能性が考えられる O 底面中央部に位置する土坑は

深度が浅く，比熱痕，炭化物の包含が認められるも
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第22図 V区SX02平・断面図 (S= 1 /40) 



のではなく，中央士坑と冠することは困難である。

居住遺構の可能性は想定しづらいが，それに類する施設と思われる。また，出土遺物は極めて稀薄で、，

数点出土しているに過ぎない。 V区SX01との位置関係や平面形等から，同時併存していた可能性が高

く，弥生時代中期後葉を中心とした時期に位置付けられる。

土坑

V区SK07 

V区中央やや南寄りグリット E3で検出した士坑であるO 平面形は径0.8m前後の円形を呈する。断

面形状は浅い皿形を呈し，検出面から底面までの深度は0.03mと極めて浅い。埋土は黒褐色混砂粘質土

の単層で，シルト質土層 Iをブロック状に包含する。出土遺物は弥生土器細片が数点出土している。

56は壷ないし蓋底部片である O 外面はヘラミガキが施される O 底部はかすかな上げ底を呈する。

出土遺物や周辺遺構の状況から，弥生時代前期前半末を中心とした時期に位置付けられる。

V区SKl0 

V区中央グリット E3で検出した土坑である。平面形は長軸長0.6m，短軸長0.45mの楕円形で，浅

いU字形の断面形状を呈する。上面埋土は黒褐色混砂粘質土である。

出土遺物は弥生土器が数点出土している o 57は壷もしくは聾底部片である。

出土遺物や周辺遺構の状況から，弥生時代前期前半末を中心とした時期に位置付けられる。
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第23図 V区SK07平・断面図(S=1/40)，出土遺物(S=1/4) 第24図 V区SK10平・断面図(S=1/40)，出土遺物(S=1/4)

ピット出土遺物

58-62は柱穴出土遺物である。当該期に属する柱穴の埋土・所属時期の個別説明は，表13-17の一覧

表で取り上げている O

58は町区DS P50出土の出土遺物である。角のとれた砂岩を利用した台石である。側縁の一部に敵打

痕がみられ，広面にわずかな窪みがある o 59は町区DS P49出土遺物である O 拳大より一回り小さい砂

岩円喋を利用した叩石であるO 側縁にかすかな蔽打痕が認められる o 60はN区DS P 16， 61はN区DS

P26出土遺物である。弥生土器室口縁部小片で，如意状口縁の端部には刻目が施される。 62は町区DS

P44から出土した弥生土器棄底部である。底部外縁には指押さえ，内面底体部境には粘土補填後，指押

さえが施されている O
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第25図柱穴出土遺物 (8=1/3.1/2.1/4)

U区08X05 

N区D中央部グリット E4で検出した不明遺構である o S DOlとの重複関係により，東半が失われて

おり全容は不明であるが，平面形は長軸長1.5m以上，短軸長1.3m前後を測る不整形を呈する。検出面

から底面までの深度はO.15m前後を測り，断面形状は浅い皿形を呈する。埋土は 2層に大別でき，下層
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に褐灰色混砂粘質土，上層に炭化物を多く含む黒褐色混砂粘質土が堆積している。底面ほぽ中央には，

楕円形を呈するであろう土坑が確認できる。埋土はオリープ黒色粘質土の単層で，逆台形ないし皿形の

断面形状である。

遺物は上層を中心に弥生土器が小袋で 1袋出土している。

63は壷口縁部から頚部である。短く直立気味の頭部から大きく外反する口縁部が連続する。端部は上

下，特に上方に強く拡張し，端面に 4条の凹線文を施す。頭部は薄い粘土板貼付後，幅広の刻目を付け

た後，横ナデ調整を加えている。lV区DSXOl出土37と同一個体である。 64は聾口縁部片である。口縁

部は「く」字形に外反し，端部は上方に強く摘み上げる。 65は高坪ないし台付鉢の脚部片であろう。外

面は丁寧なヘラミガキ，内面は指押さえが施される。

出土遺物や周辺遺構との関係から，弥生時代中期後葉を中心とした時期の所産と考えられる。

一一一， 

¥63 
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2:;黒薫褐色(付10YR 3/1刊)混砂粘質土
炭化物を多く含む
3 :褐灰色(10YR4/1)混砂粘質土
4 :オリーブ黒色 (5Y 3/1)粘質土
Feが多量に沈着
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U区08X05平・断面図 (8= 1/40)，出土遺物 (8=1/4)第26図

溝状遺構

U区08002

lV区D北寄りグリット E4で検出した溝状遺構である。調査区に直交し，両端ともに調査区外へ延長

する。主軸方位は東西を指向し，検出した限りでは直線状を呈する。検出長約9.9m，検出最大幅1.6m，

平均幅1.2mを測る。断面形状はVないしU字形で，平均深度はO.58mを測る。調査区内において溝底

の勾配差は認められない。埋土は4層に細別でき，最下層に黄灰色砂質土，下層に褐色混砂粘質土，中

層に灰黄褐色混砂粘質土，上層に暗黄灰色混砂粘質土がそれぞれ堆積している。第27図に上層の遺物出

土状況を提示した。少量の土器細片に混じり，多量の礁が包含されている。磯種は花両岩・安山岩がご

く少量含まれるが，圧倒的多数を砂醸層 Iを構成する砂岩で占めている。同様に中層にも比較的多量の

砂岩を中心とした礁の包含が認められる。下層には礁の顕著な包含はなく，上・中層に比してやや砂質

の割合が高い。

溝内より，弥生土器，石器が出土しており，小袋で3袋を数える。 66-82，86は上層(一部，中層遺

物の混入が考えられる)， 83-85が最下層遺物である。

66-71は壷である。 66は口縁部がやや間延び、気味に緩やかに外反し，頚部に 1条の沈線を有する。 67は

Q
d
 

n
J
 



頭部に櫛描直線文が施される O 櫛原体は 6条1単位である o 68は口頭部境に 1条以上の沈線を施し，頚

部を 2条の縦区画線で区切り，有軸の木葉文が描かれている o 69は胴径部境に 2条の沈線を施し，頭部

2条の沈線が施される o 72は壷胴部ないし肩部と考えられ，に斜格子文が描かれる。 70・71は頭部片で，

内面にナデ調整が施される。 73~78は壷ないし聾底部片である。 73 ・ 77は外面に横方向のヘラミガキ，

内面底体部境付近に粘土が補充され，顕著な指押さえが施される。 76は内面にケズリ調整がみられる O

79~82は歪である o 79・80は如意状口縁で.79は端部に刻目が施される o 81はやや器壁が厚く，屈曲部

上向

に沈線を有する。 82は逆L字形口縁の童で，当遺跡では唯一の出土である O

83は壷である O 頚胴部境に 1条以上の沈線を施し，頚部に 3条1単位の極めて細い沈線により，

きの重弧文が描かれる。

それより上部には縦方向のヘラミガ84は童底部である。底部外縁やや上方に細い 1条沈線が施され，

キが認められる o 85は聾口縁部片である。如意状口縁で，端部に刻日が施される。 86は平基式の打製石

鉱である。全長1.95cmと小型である O

出土遺物の年代観から， 上層(中層含の埋没が考えられ，下層は弥生時代前期前半末(森下 1C期)

しかし.67・72. 76・82は明ら(森下英1998)0む)の出土遺物の大半もおおむねこの時期に該当する

かにその時期より後出した時期の遺物である o 67・82は櫛描文の施文，逆L字形蓋という点から前期末

~中期初頭の年代が与えられる o 76は内面ケズリ調整から中期中葉後半以降の所産である。 72は不明で、

この 4点の出土遺物に周辺遺構の状況を踏まえると，おおむね76と同時期の所産と考えたい。あるが，

中・上層の埋没が弥生時代前期末~中期初頭にか

上層の最終埋没は弥生時代中期後葉であったと考えられるC

最下層の埋没は弥生時代前期前半末に位置付けられ，

けて進行し，
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U区oS 002断面図 (S=1/20)，遺物出土状況 (S=1 /30) 
上層出土石材工レベーション図 (S=1 /20) 
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自然河川

松並・中所遺跡では 3条の自然河川を検出し，その想定復元図を第29図に示した。調査段階ではE

区C~町区C S ROl (河川A)は四区AS ROl (河川IB)に連続すると考えていた。しかし，西ハゼ土

居遺跡との遺構の連続関係では対応せず，河川Bは河JIIAから派生し，再度合流する小規模な河川であ

る可能性が高いと考えられる。しかし，その堆積状況や埋没時期はほぼ合致しており，機能・埋没段階

に共通性が認められる。弥生時代前期前半末に埋没が開始され，最終埋没は弥生時代中期後葉であり，

遺構の在り方とおおむねパラレルな状況を示す。また，土壌分析の結果，町区CS ROl最上層から高密

度のイネのプラント・オパールを検出しており，稲作が行われていたことが証明されている。

一方，四区BS R03 (河川C)は，河川A'Bの最終埋没に前後する時期になって機能している。当

遺跡では弥生時代中期末を中心とした時期の遺物を検出したが，西ハゼ土居遺跡では弥生時代終末~古

墳時代初頭の遺物が出土しており，最終埋没はその段階まで下る可能性が高い。

E区C~N区 CS ROl 

町区を中心に検出した自然流路である。 E区C，N区A，N区Cでの川岸検出状況に加え，周辺地形，

西ハゼ土居遺跡との連続関係を考慮すると， m区Cをかすめ， N区A・Cを両川岸とし北北東への走行

する。埋土観察では，流水を示す砂質土の存在が確認できず，粘性の高い粘質土を埋土にもつ点から，

湿地化したよどんだ流路であったと考えられ，その検出位置は遺構検出面下位の堆積状況から見ると，

自然堤防の形成後における相対的低地部分であったと考えられる。

遺物は弥生時代前期前半末，弥生時代中期後葉の土器が出土しているが，出土点数は少なく 20リット

ルコンテナで3箱程度出土している。

以下，各調査区ごとに層序関係や遺物(出土状況)を報告する。

U区CS ROl 

町区C北部グリット E5で北西側の川岸を検出している。立ち上がりは緩やかで，流水による扶れは

確認できない。埋士はおおむね 3層に大別でき，下層に黄灰色混砂シルト質土(第30図土層注記番号9，

以下番号のみ記載)，中層に黒褐色粘質土(8)，上層に黒褐色粘質土(6 )，最上層に灰黄褐色混砂粘

質土(5 )がそれぞれ堆積している。下層，中層の最深部付近は底面に沿ったレンズ状堆積を呈するが，

全体的には上層，最上層と同様に水平堆積層といえる。溝底に流水を示す砂質土層やラミナーは認めら

れず，後背湿地化した穏やかな環境下にあった状況が復元できる。なお，各埋土の花粉分析を実施した

が，花粉はほとんど検出きれないか，まったく検出できず，有機質遺体の分解される乾燥あるいは乾湿

を繰り返す堆積環境であると推測されている。

また，埋土の断面観察では畦畔は確認できないが，土壌分析では最上層・上層・中層からイネのプラ

ント・オパールを検出し，その密度から最上層に関してのみ稲作が行われていたことが判明している。

最上層埋土上面は削平により失われており，畦畔は検出できなかったと考えられる。

一方，下層下位の地山堆積状況であるが，第2節で示したように砂喋層Iを除き明瞭な基盤層は存在

しない。埋土観察では，シルト質土層n.mが，弥生時代の遺構検出面であるシルト質土層 Iや砂喋層
Iの上層に堆積しているが，確認した限りでは同層位からの遺物の出土はなく， S ROl出土遺物の最も

古い段階である弥生時代前期前半末以前に，相対的低地に堆積したものといえる。
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第29図松並・中所遺跡周辺河川想定図(S = 1 /2，500) 
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花商岩造成土
2 :褐灰色 (10YR5/1)混砂粘質土司耕作土
3 :にぶい黄褐色 (10YR5/4)粘質士司床士司褐灰色 (10YR 5/1)混砂粘質土ブロックを含む
4 にぷい黄褐色 (10YR5/4)粘質土.床土. (土嬢分析VI層)
5 :灰黄褐色 (10YR5/2)混砂粘質土司最上層(土漆分析 I層)
6 :黒褐色 (10YR3/2)混砂粘質土ー Feの沈着が多量に認められる司上層(土壌分析E層)
7 :黒色 (2.5Y3/1)混砂粘質土. F eの沈着が多量に認められる.中層(土壌分析E層)
8 :黒褐色 (2.5Y3/1)粘質士. Feの沈着が多量に認められる噌炭化物を多く含む，中層(土壌分析N層)
9 :黄灰色 (2.5Y5/1)混砂シルト質土，粘性が極めて高L¥下層(土壊分析V層)
10 :灰黄褐色 (10YR 6/2) シルト質土
11 :黄灰色 (2.5Y5/1)混砂シルト質土. F eを多く含む明黄褐色 (10YR 6/6) シルト質土がブロック状に混じる
12 :灰色 (5Y 511 )砂層ー(土壌分析VI層)
13 :灰色 (5Y 611 )砂層
14 :にぶい黄褐色 (10YR5/4)砂層， 12~14; 砂質土層 E
15 :灰色 (10Y5/1)砂磯層，砂磯層 I
16 :灰色 (5Y 511 )混砂シル卜質士，シルト質士層E
17 :灰色 (?5Y4/1) シルト質土司土層注記番号12をブロック状に含む
18 :暗灰黄色 (2.5Y5/2)砂磯層司砂質土の割合が高い.砂礁層W
19 :砂質土層E
20 :にぷい黄褐色 (10YR5/4)混砂シルト質土司シルト質土層 I
21 :暗褐色 (10YR313)混砂粘質土噌土層注記番号6と同質であるが. F eの沈着が少ない
22 :黄灰色 (2.5Y5/1)砂質土，土層注記番号26層が変色.砂質土層E
23 :黄灰色 (2.5Y5/1)砂質土，土層注記番号12層が変色.砂質土層E
24: :褐灰色 (10Y円511)混砂シル卜質土
25 :黄灰色 (2.5Y4/1)砂質土
26 :灰黄色 (5Y5/1)砂層司砂質土層E
27 :黒褐色 (2.5Y3/1)粘質土司撹乱ピット埋土

-45~46-

U区c酉壁面図 (S= 1 /40) U区CSR01断面図，第30図



遺物は下層・中層の川岸近くのグリットE5付近で比較的多く出土している。上層の遺物出土状況は

散漫な分布を示し，出土位置における偏在性は認められない。最上層には灰黄褐色混砂粘質土が堆積し

ているが，上層と一括して出土遺物の取り上げは行っているO 各層の出土遺物は， 87-99は上層， 100 

-115は中層， 116-127は下層出土遺物である。 128-135は出土層位不明遺物である。

87-90は査である。 87は口縁部片で，端部を上下に拡張し 2条の凹線文を施す。口縁部内面にはヘ

ラ状工具により斜線文が描かれる。 88は口縁部片である。端面上端は摘み出し，下端は口縁部外面と一

連のナデ調整により，拡張している。摩滅により，凹線文の有無は確認できない。口縁部には径2皿の

孔穴がみられる。 89の頭部はやや外反しながら外上方に延び，頚胴部境に2条のヘラ描き沈線を有する。

口縁端部は内上方に僅かに拡張させ，口唇部内上端に刻目を施す。同様の器形は中期中葉前半に確認で

きるが，刻目は口唇部外面に施され，胴頚部境には押捺凸帯を貼付する個体が讃岐地方では一般的であ

る。ヘラ描き沈線や胎土，色調から前期に遡る可能性も否定できず，刻目や沈線はみられないが，器形

的には鴨部・川田遺跡、Iの第1分冊報文番号59の壷に類例が求められる(森1997)090は頚胴部片であ

る。頭部はやや内傾し，胴部上半に多条化した櫛描直線文が描かれる。91-94は聾である。91-93は「く」

字形に屈曲する口縁部を有し，端部を上方に摘み出す。 91の端面には1条の回線文を施すが，その他は

不明である。 91は口縁部内面， 93は胴部上半内面にヘラミガキが施される。 94は葺口縁部片である。知

意状の口縁部で，端部下端に刻目を持つ。 95は壷ないし聾底部片である。内面は指押さえ後，ケズリ調

整が施される。 96は蔓底部片である。外面はヘラミガキ，内面は底体部境に指押さえが施されるが，体

部のケズリ調整の有無は不明である。底部はわずかに上げ底を呈する。 97は高坪もしくは鉢の口縁部片

である。口縁端部は内外へ拡張し，上端面に3条の回線文を施す。口縁部外面にも回線文がみられる。

98は高坪もしくは鉢である。杯部は内湾気味に立ち上がり，端部手前で大きく折れる。口縁部外面には

凹線文が施される。

99は上下縁に敵打による潰れが認められ，模形石器と考えられるが，先端部に細部調整が施され，三

角形状を呈する点から，模形石器を利用した石鎌未製品の可能性もある。

上層出土遺物は弥生時代中期後葉を中心とした時期の所産であるが， 90は弥生時代中期初頭， 94は弥

生時代前期に位置付けられる。

100・1011ま壷である。 100は頚部片で，下半が2条，上半が1条以上の平行沈線に区切られた頭部文

様帯に3条単位の複線山形文が描かれる。 1011ま口縁部である。「く」字形の短い口縁部をもち，端部は

上下に拡張し広い端面を創出し 3条の凹線文を施す。頭部には刻目凸帯を巡らす。 102-106は蓋であ

る。 102・103は「く」字形に屈曲する口縁部を有し，端部は102が上方， 103が上下に拡張し，端面に2

条の凹線文を施す。 104は「く」字形に外反する口縁部を有し，端部は丸く収める。外面頭部には強い

横ナデ調整が加えられる。 105は口縁部片である。知意状口縁で，緩やかに外反する。 106は凸帯文系の

聾口縁部片である。端部は丸く収め，断面三角形の凸帯を端部下1咽の位置に貼付している。摩滅によ

り刻目凸帯になるか否かは不明で、ある。当遺跡では唯一の出土である。 107-109は高杯ないし鉢の口縁

部である。杯部は口縁部手前で大きく内湾し，口縁端部を内外に拡張し，口縁部外面には比較的幅の広

い回線文C種が施される。 110・111は高坪脚部片である。 110は直線的に内傾するが，脚端部に断面三

角形状の粘土帯を貼付しているため，裾が広がり，明瞭な段を有する。外面には下から刺突文，山形文，

平行線文，斜格子文がヘラ状工具で描かれ，内面は横方位のケズリ調整が施される。 111はスカート状

に広がり，脚端部に段をもっ。外面脚端部に刺突文を有し，下位には横方位のミガキ，軸部には縦方位

月

i4
・



のミガキが施され，内面にはケズリ調整がみられる o 112は底部の可能性も残るが，蓋と判断した。天

井部は窪み，端部は外上方に突出し，沈線を 1条施す。 113は蓋である。天井部は窪み，外面に指押さ

え調整を施すことにより端部を突出させる O

114は打製石鎌とした。有茎式と凸基式の中間形態の基部を持ち，鉱身は長い。先端を欠くが，重量

は4.18gを測る o 115は上下縁に離打による潰れが認められ，模形石器と考えられる。

以上，中層出土遺物は弥生時代前期前半末と中期後葉の時期の遺物が混在している。

116~118は壷口縁部から頭部である O 器形，調整(施文)，胎土，色調において共通し，接合関係は

ないが，同一個体であり， 116に関しては図上で、の復元を行った。口径15.4cmを測る小形壷で，体部は

算盤玉状を呈し，口縁部は外面に指押さえを施すことにより比較的強く外反させ，口頭部境に段を有す

るO 頚部は強く内傾し，頚胴部境に沈線を 1条施している。頭部には浅く細い 4条沈線で縦区画線を施

している。森下編年における位置付けを見ると，段系壷②(r段の中程で強いナデあるいは指押さえで
器形が屈曲し段下端が内傾面を留めながら口縁部の外反が大きくなり， ・・・ J)に該当し，基準資料

として提示する「龍川五条遺跡Iの854Jと酷似する(森下1998)0 119~121 は聾である。 119は口縁部

片で，口縁部は強く屈曲し，端部を上方に挽き出す。端面には凹娘文はみられず，口縁部内外面には横

ナデ調整が施される。体部外面にはミガキ状の縦ハケ，内面にはケズリ調整が施される o 120と121は器

形，色調，焼成等から同一個体と考えたが，図上で、の復元は行っていない。口縁部は加意状に離やかに

外反し，端部に刻日を施す。頭部外面には半裁竹管文，体部にはヘラミガキ，底部外面には丁寧なヘラ

ミガキ，内面底体部境には顕著な指押さえがそれぞれ施される O 底面は平底である o 122は壷もしくは

霊底部片である。底部は粘土板を充填させることにより成形され，底部外面には，その接合痕および接

合時の指押さえが顕著に施される。 123は聾底部片である。

124はサヌカイト製石錐である。 125はスクレイパーである。 126は上下縁に蔵打による潰れが認めら

れ，模形石器と考えられる。 127は素材剥片である O 形状はスクレイパーと似るが，刃部調整は確認で

きない。

下層出土遺物は119が弥生時代中期後葉の所産であるが，その他は弥生時代前期前半末に属するもの

である。石器も後者の時期に属すると考えられる。

128は壷口縁部小片である。端部は上に軽く，下方に大きく拡張し，刻目文を施す。 129は壷ないし聾

口縁部片である。口縁部は直立し，水平な端面を持つ。頚部には突帯を 1条巡らす。同様の器形は松並

・中所遺跡、では出土していない。 130は聾口縁部片である。口縁部は内湾気味に外反し端部を上方に

強く拡張し 2条の回線文を施す。 131は蓋口縁部片である。口縁部は如意状に外反し，端部に刻日を

施す。鉢になる可能性も否定しきれない。 132・133は嚢底部片である。 133は聾底部片である。底部は

わずかに上げ底を呈し，内面底体部境に指押さえが施される。 134は鉢ないし高杯口縁部片である。体

(坪)部は内湾気味に立ち上がり，端部に水平面を有する。口唇部外面には刻目が施される O

135は太形蛤刃石斧の側縁と思われる。結晶片岩製で，外面には顕著な研磨痕が認められる。

以上町区CS R01出土遺物からその埋没時期を想定すると，下層が弥生時代前期前半末，中層が弥生

時代前期前半末と弥生時代中期後葉，上層が弥生時代中期後葉と考えられ，稲作が立証された最上層は

中期後葉~末に位置付けられる。
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第31図 U区CS R01出土遺物1(上・中層， S=1/4， 1/2) 
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第33図 U区CS R01出土遺物3(層位不明， S=1/4， 1/2) 

U区A・BS R01 

百区A南東部グ1)ット D8で緩やかに立ち上がる南東側の川岸を検出している。町区A.Bは最深部

で0.5mと極めて浅く，埋土は町区Cの上層，最上層に対応する層位が確認できる O 遺物は弥生土器細々

片が小袋で1袋を数える程度である。

E区CS R01 

W区Aで検出した川岸の延長部に位置するが，削平や遺構の重複関係により明瞭な川岸は検出できな

い。埋土は町区A.Bと同様である。

四区AS R01 

調査区をSR01が南西から北東方向に横断し，両岸を検出している O 流路幅は8mを測り，浅い舟底

状の断面形状を呈する。深度は最深部で0.5mを測り，埋土は3層に細別できる。下層に暗灰黄色砂質

士(第35図士層注記番号3).中層ににぶい黄桂色混砂シルト質土(2 ).上層に暗黄褐色混砂粘質土(1)

がそれぞれ堆積している。

遺物はすべて上層から出土し，小袋に 2袋を数える。出土位置に偏在性は認められず，町区A.B同

様散漫な出土状況である。

136~139は斐ないし壷底部片である。 136 ・ 138は円盤充填により底部が成形され，それを覆うように

粘土板が貼付される。 140・141は壷口縁部片である。端部は上方に強く突出し，不明瞭ながら凹線文が

施される。 142は高杯もしくは鉢である O 杯部は内i脅し端部は内傾する面を有する Q 外面にはヘラミ

ガキが施される。 143は高杯脚部片である。脚部下方外面に粘土帯を貼付し，裾広がりの器形を創出し，

脚端部にアクセントを加えている O 外面脚端付近には刺突丈，下~中位には縦方向の直線文を施してい

る。内面には横方向のケズリ調整がみられる。

144は上下縁に敵打による潰れが認められ，模形石器と考えられる o 145は打製石庖丁片である。扶り

を有し，刃部は両刃である O 扶りは中央部を中心に摩滅が認められる o 146はスクレイパーである O 刃

に
d
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部は直線的で，片面調整加工を施す。背部には自然喋面を残す。

出土遺物は弥生時代前期と弥生時代中期後葉の2時期を中心とした位置付けが可能で，前者はN区C

出土土器の対比から，前期前半末と考えられる。
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第36図唖区A8 R01出土遺物 (8=1/4，1/2)

百区B8 R03 ..A... 
L=13.100m 

四区Bで検出した自然流路である。南東から北西

方向へ流下する。両端は調査区外へ延長するが，東

はその延長部分が西ハゼ土居遺跡でも確認されてい

る。検出最大幅は2.5m，深度はO.25m前後を測る

が一部の検出に留まり全容は不明である。埋土は黒

褐色粘質土で，流水を確認できる堆積状況ではない。

周辺地形とやや直交する流路方向をとるため，滞水

した状況が推測でき，現摺鉢谷川へ流れ込む小規模

な自然流路であったと考えられる。

遺物の出土は極めて少なく，小袋で2袋出土した

のみである。各層単位での遺物取り上げを行ってい

ないが，大多数は第37図土層注記番号1からの出土

である。
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第37図羽区B8 R03断面図 (8= 1/40) 

147は葺ないし査底部片である。外面は顕著な二次焼成を受け，明赤褐色に変色している。 148は聾底

部片である。 149は鉢である。口縁部は内湾し，端部付近への強い横ナデ調整により端部を拡張している。
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150は高杯ないし鉢口縁部片である。端部は内外に拡

張し，端面は水平面を有する。

出土遺物より，弥生時代中期末の埋没が想定できる。

西ハゼ土居遺跡で検出したSR03に連続する流路から

はは弥生時代終末~古墳時代初頭の土器が出土してお

り，当遺跡とは姐輔が生じるが，削平により上層埋土

が消失していることに起因すると考えられる。

口占

いiヨ48
---Yl-;-
o 10cm 

第38図咽区BS R03出土遺物 (S=1/4)



包含層・精査中他

151 ~153はN区D においてのみ確認した遺構面直上包含層出土遺物である。 151 は童口縁部である。

口縁部は「く」字形に外反し，端部は四角く収める。胎土中に角閃石を少量ながら含む。 152は壷底部

である O 底部は上げ底を呈し，体部下半は大きく外傾する O 外面はヘラミガキ，内面は丁寧なケズリ調

整が施される o 153は上下縁に敵打による潰れが認められ，模形石器と考えられるC

154はグリット E3のV区SX01東の遺構面直上から出土した結晶片岩製の太形蛤刃石斧である。長

さ13.3cm，最大幅6.2cm，重量573gを測る。基端は平基で，刃部側が広くなる長台形状の平面形をとる

が，側縁はやや丸味を帯びる O 断面は厚みがあり，楕円形状の形状である。基端には蔽打痕，後側縁に

は柄に装着して使用した際に生じた使用痕が顕著に認められる。また右主面中央から刃部にかけての範

囲に使用時の剥離痕があり，再度研ぎ直しが行われている。出土遺物の形態や周辺遺構の状況を考慮す

ると，弥生時代前期前半末段階に位置付けられる可能性が高い。

155はE区C第1遺構面精査中に検出したサヌカイト製の打製石鹸である。先端を欠くが，基部は平

基式である O

両面白面
:i 151 

E3 

第39図包含層他出土遺物 (S=1/4，1/2)
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2 .中世前半

当該期に属する遺構はE区A-V区，四区において確認した。その遺構密度は各調査区によってばら

つきが認められ，土地利用の在り方が異なると考えられる。以下，調査区別にその概要を記す。

I区 旧香東川氾濫原により，遺構面や遺構面直上包含層は消失している。

E区A・B 松並・中所遺跡では最も遺構密度が高く，居住空間であったことが如実に窺え II区Bに

おいて13世紀中葉に位置付けられる 2棟の掘立柱建物を復元している。士坑では土師質土器小皿におい

て，回転ヘラ切りと糸切りの底部が共伴する E区SK01が特筆される。松並・中所遺跡出土士師質土器

小皿の底部切り離しはこれを除きすべて回転ヘラ切りであり，その共伴関係は極めて特異な例といえる。

また II区BS X01は一辺3.0mを測る溝状遺構が「コ」字形ないし「口」字形に巡り，その南東隅

よりハケメ調整を一切用いない土師質土器鍋が出土している。

E区C 遺構密度が極端に低く，隣接する H区Bとは対照的である。検出したピットからの遺物の出土

もなく，耕作域であった可能性が高い。水田を想定することは困難であり，畑として利用された空間で

あったと考えたい。但し，その証左は得られていない。

E区A 南側において，単独で庇を伴う掘立柱建物(3間x1間以上)を復元している。出土遺物より.12 

世紀末-13世紀初頭に位置付けられる。一方，北側は素掘り小溝群が確認でき，当該箇所は耕作域であ

った可能性が高く .ill区B南端部も同様の状況を呈する。こうした場合，北側で検出した掘立柱建物は

単独で、存在することになる O

E区B.C 屋敷地を区画する溝 (SDOl)を検出し.12世紀末-13世紀前葉の土器が20リットルコン

テナに 1箱程度出土している O 溝幅1.2m.一辺35mを測り，周辺方格地割に合致した主軸方位を呈す

る。この区画溝内においてのみ遺構面が2面存在し，第1面は12世紀末-13世紀中葉，第2面は12世紀

後半~末の遺構を確認している。また，区画溝北には段状遺構 (ill区)を検出し，区画の北端を区切っ

ている。

なお，区画溝北側では. S R01埋土上面において，区画溝内とは異なる埋土である明黄褐色系粘質土

を中心とした柱穴群を確認している。

U区A""'C 当該期の遺構は束壁沿いに幅0.3m前後を測る 2条の溝状遺構を確認している O 町区BS

D05では13世紀第1四半期の西村型須恵器椀が2点伏せた状態で出土している。

U区D 遺構面直上に弥生包含層が厚く堆積しており，上面精査を実施したが遺構は確認できなかった。

しかし弥生包含層下の遺構面では.13世紀中葉前後に位置付けられるピットを3基確認しており，遺

構密度は極めて低いものの，当該期の遺構のわずかな広がりが認められる。

V区 当該期に属する遺物は数点の出土に留まり.N区D同様遺構の広がりは稀薄である。

理区A 13世紀前葉を中心とした時期の掘立柱建物跡を 2棟検出している。その主軸方位は周辺地割に

合致し，それぞれの主軸方位を直交させた位置関係を呈する。 V区とは坪を違えて隣接するが，遺構密

度は大きく異なり，削平を考慮しでもその空間利用の在り方に差異が見出せる。

VJI区B 当該期の遺物は数点出土しているが，その密度は低い。

以下，各遺構の説明を記す。
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E区CS ZOl 

グリットD9で検出した段状遺構である。第40図じその断面区画溝であるE区B. C S D01の北端，

これを削り出し，図を提示した。土層注記番号1は弥生時代中期後葉に最終埋没したSR01埋土である。

第2遺構面 (4の下端)が形成され， 12世紀後半~末の遺構が展開している。その後， 12世紀末-13世

4層は区画溝内に限り確認してその上面が第1遺構面となる。紀初頭の土器を多量に含む4が堆積し，

おり，遺構面を創出するための整地士と考えられる。さらに，その上面にはE区で確認した遺構面直上

中世包含層(5 )が堆積している。

S R01埋土上面にも遺構は展開しており， 12世紀末-13世紀前葉と13世紀中葉のピットを検出なお，

している。後者の割合が高く，区画溝内とは異なる時期の遺構が認められる。
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E区CS ZOl断面図 (S= 1 /60) 第40図

掘立柱建物跡

E区AS B01 

E区Aグリット B18で検出した掘立柱建物跡である。桁行2間，梁間 l間(2.8m x 1. 5m，床面積4.2

彩後後後物

を測る側柱建物である。主軸方位は

N130 Eである。柱穴間隔がやや不揃い

ぱ)

。sP 76 @s 

斗平〉

SJ@而79S問

で，異なる組み合わせも考えられるが，

埋土の比較から第41図のような側柱建物

上面埋に復元したO 柱穴は円形を呈し，

土は褐灰色混砂粘質土で，後述する埋土

I類に該当する。

出土遺物は土師質土器小皿・杯・鍋，

須恵器椀，瓦器椀が出土している。

156は土師質土器杯である。口径12.6

cmを測り，内湾気味に開く口縁部を有す

る出土遺物が稀薄で時期決定に問題を残

2m 
同副画面

すが，図示し得なかった須恵器椀・瓦器

椀の外面にヘラミガキが確認でき，周辺

遺構との関連を考慮すると， 12世紀末~
m
 

仰
L
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E区ASB01平・断面図(S=1/80)，出土遺物(S=1/4)
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第41図

13世紀初頭を中心とした時期に位置付け

ることが可能である。



E区8S 801 

E区Bグリット C16で検出

した掘立柱建物跡である。桁

行 2間以上 (4.4m以上)梁

間1間 (4.6m)の側柱建物

で，床面積は20.2mを測る。

主軸方位をN740Wにとり，

周辺方格地割に合致した方位

を呈する O 上面埋士は灰黄褐

色混砂粘質土で，埋土llA類

に該当する O 梁間が4.6mと

長いが，元来の梁間は 2問で，

削平による消失を想定したい。

出土遺物は土師質土器小皿

.鍋が数点出土しているが，

時期比定は困難で、ある。周辺

遺構との関連や埋士類型か

ら， 13世紀中葉を中心とした

時期に位置付けられる可能性

が高いO

E区8S 802 

E区Bグリット C16で検出

した掘立柱建物跡である。桁

行 2間以上 (4.6m以上)，梁

間1間 (4.3m)の側柱建物

で，床面積は19.8mを測る。

埋士は灰黄褐色混砂粘質士で，

埋土llA類に該当する。梁間

は長いが II区BS B01同様

に2間であったと考えられるO

底面深度は一様に揃っている

が，根石や礎板等は確認でき

ない。なお II区BS B01と

は検出位置が重なり，主軸方

位・梁間間隔もほぼ等しい点

から，同一位置において，同

規模の掘立柱建物跡の立て替
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えが行われたと考えられる。

出土遺物は土師質土器小皿・鍋が数点出土しているのみで，時期決定に問題が残る。埋土類型や周辺

遺構との関係から， 13世紀中葉を中心とした時期に位置付けたい。

E区AS 801 

E区Aグリット C14で検出した掘立柱建物跡である。東側は調査区外へ延長するため全容は不明であ

るが，検出した限りでは桁行3間，梁間1間以上 (4.8m x 3. 2m以上，床面積15.4nUで，西辺と南辺

には庇が付く。主軸方位はN150 Eで，周辺地割に合致する。柱穴掘方は径O.2-0.4mの円形ないし楕
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S POB 

1 褐灰色 (10YR 4/1 )砂置土

2 灰黄褐色 (10YR 5/2)砂質土

S P 12 
褐灰色 (10YRι'1)砂置土

2 :灰黄褐色(10YR5f2)砂置土

0 
面面』ーー

2m 

SP四 SP 15 S P 16 S P 17 

1・褐灰色 (10YR 4/1)砂置土 1 縄灰色(10YR4/1)砂質土 掲灰色(10YR4/1)砂質土 褐灰色(10YR4/1)砂質士

2 :にぷい貰褐色 (10YR5/3)混砂粘質士 2 :灰黄褐色(10YR5/2)砂質土 2 :明貰褐色(10YR6/6)砂質士 2 :灰貰褐色(lOYR5/2)砂質土

3 : Iこぷい貰檀色 (10YR 6/4)砂質土 3 :褐灰色(10YR5/1)混砂粕質土 3 :にぷい貰褐色(10YR5/3)iJI.砂粘賀直

SPll 埋め土

1 褐灰色 (10YR 4/1 )砂質土

2 : Iこぶぃ黄褐色(10YR5/3)混砂粘質士
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第44図 E区AS 801平・断面図 (S=1/80)，出土遺物 (S=1/4)
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円形で，庇掘方は径0.2mの円形で、ある。埋土観察では， S P15において抜き取り痕が確認でき，その

幅は0.16mを測る O 他の柱穴には柱痕は確認できず，廃絶時に抜き取られたと考えられる。

出土遺物は土師質土器小皿・鍋，黒色土器 (A類)椀，瓦器椀がある。

157は土師質土器杯である o 158は黒色土器 (A類)椀である。内面には回転ヘラミガキが施される。

159は土師質土器聾である。器厚が1cmを越える厚手のものである。

出土遺物から， 12世紀末-13世紀初頭を中心とした時期に位置付けられる。

w区A8 801・02
田区AグリットG2で検出した掘立柱建物跡であるoVll区ASBOHま検出した限りでは，桁行2間(4.8

m，桁行聞は2.4m)，梁間 l間以上 (3.8m以上)，床面積18.2mを測り，主軸方位はN150Eにとる。

ここでは南北主軸として復元したが，西側は調査区外に延長する。柱穴平面形は円形で，掘方断面形状

はU字形を呈する。埋土は下層に灰黄褐色シルト質土，上層ににぶい黄櫨色混砂シルト質土が堆積して

いる。

桁行の中心に位置するSP27・30の両脇に柱穴が確認でき (SP26・28・29・31)，それぞれシンメ

トリーな配置をとる。第45図に示したSP26の遺物出土状況図によると，根石設置後，柱を立てて，須

恵器片による根固めが行われたことが窺えるC 配置プランの類似性から他の柱穴にも柱を立てた可能性

が高いと考えられる o S P26を含めた主柱穴とは異なるこれら柱穴群は，桁行を1.5m前後で、梁方向に

3分割した間取りに伴う柱穴である可能性が高いと思われる。

百I区AS B02はSB01主軸方位にほぼ直交した主軸方位をとり (N1050E)，桁行2間 (3.3m)，梁

間1間(1.6-1. 78m)，床面積5.6mを測る O

S B01からは土師質土器小皿・鍋，黒色土器 (A類)椀，須恵器聾， S B02からは須恵器椀がそれぞ

れ出土している。 160・161はSP26で根固めに用いられた須恵器聾を接合したものである O 焼成・色調

・調整等から同一個体と考えられ，建築時に意図的に須恵器聾を現地で破壊し，根固めに利用したと考

えられる。十瓶山窯産ど考えられ，外面には左上がりの格子叩きが施される。 162はE区AS P36から

出土した土師器坪である。口径14.4cmを測り，口縁部は外反して聞き，顕著な回転ナデ調整が施される。

S B01・02はその配置状況から同時併存していた可能性が高く，出土遺物や周辺遺構との関連によ

り， 13世紀前葉を中心とした時期に位置付けられる O

t 
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第46圏直区A8 801出土遺物 (8=1/4)
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土坑

y々E区A8 K04 

ムQ)~
E区Aグリット B17で検出した士坑である。平

ミ斗E43面形は歪な楕円形を呈し，長軸長0.75m，短軸長

0.45mを測る。断面形状は逆台形で，深度は0.42

[千三之戸
に

A' A 
L =14.300m 

mと深い。埋士は上面観察では褐灰色混砂粘質土

である。

遺物は土師質土器小皿・杯が数点出土している。

m
 

F
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n
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4

・

1
 

ー

163は土師質土器小皿である。底径は 5cmと小

口縁部は大きく外反する。底部は回転ヘラさく，

m
 

E区A8 K04平・断面図 (8= 1 /40)， 
出土遺物 (8=1/4)

ーーーーー
第47図

で，内面底体部境には強い回転ナデ調

整が施される。 164は土師質土器杯である。口径

14cmを測り，口縁部の外反度は弱いが，底部から

、1
ノR
 

切り

1 cm程上部で、強い屈曲点がある。

出土遺物から， 13世紀前葉を中心とした時期に位置付けたい。

E区A8 K07 

E区Aグリット B18で検出した土坑である O 平面形は直径0.5mの円形を呈し，断面形状は半円形で，

深度は0.2mを測る。埋土は黒褐色混砂粘質土が主体を占め，底面付近に掘方形状に沿って灰黄褐色混

砂粘質士が堆積し，開削から土層番号 1の埋没までの時間差を想定できる。

遺物は土師質土器小皿・杯・椀・鍋，黒色土器 (A類)椀，瓦器椀が小袋で1袋出土しているO

である。内外面ともに二165は土師質土器小皿である。口径8cmを測り，底部は回転ヘラ切り (L)

である。見込みにはヘにぶい黄樺色に変色している。 166は黒色土器椀 (A類)次焼成を受けており，

ラミガキが施され，外方へ踏ん

言ヲア言F込壬イ5

張る高台が付く。 167・168は土

師質土器鍋である o 167は口縁

部内面にハケ日調整が施さ

ボれ， 168は口径26cmを測り，
10cm 

届白』】ール状の体部から短く折れる口

、L二主主ヨニ二

A' 
縁部を持つ。体部外面下半には

上半には板ナデ

調整，体部内面下半にはヨコハ

格子目叩きが，
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上半には板ナデ調整がケ調整，

口縁部は内それぞれ施される O

外面ともに横ナデ調整である。
1m 

E区A8 K07平・断面図(8= 1 /40)，出土遺物(8=1/4)
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第48図

出土遺物より， 13世紀前葉に

位置付けられる。
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E区Aグリット B18で検出した土坑である。平面

形は長楕円形で，長軸長1.1m，短軸長0.5mを測る。

A 
断面形状は浅い皿形を呈し，深度は0.08mと浅い。

埋土は褐灰色混砂粘質士の単一層である。

遺物は土師質土器小皿・聾・鍋，須恵器椀・聾，

瓦器椀が数点出土している。

褐灰色 (10YR4/1)混砂粘質土
拳大以下の礁を多〈含む

A' A 
L =14.3∞m 

169は瓦器椀である O 外面には顕著な指押さえが

施され，潰れた四角形の高台が付く。 1701ま土師質

口縁端部は丸く収め，端部上端を上土器聾である。

m
 

E区AS K08平・断面図 (S= 1/40)， 
出土遺物 (S=1/4)

凪ーー
第49図

13世紀前葉を

方に軽く摘み上げる。

出土遺物や周辺遺構との関係から，

中心とした時期に比定できる。

A' 

ミ昌雪3i

〈二十トE区AS K09 

E区Aグリット B18で検出した土坑である。
A 

西側が調査区外へ延長するため全容は不明で、あ

るが，検出した限りでは，直径約1.1mの円形

を呈する。断面形状は逆台形を呈し，埋士は下

中層に灰黄層に灰オリーブ色混砂シルト質土，

A' 上層ににぶい黄色混砂粘質色混砂シルト質士，
L= 

土がそれぞれ堆積している。
にぷい黄色 (2.5Y6/3)混砂粘質土
2 :灰黄色 (2.5Y6/3)混砂シルト質土

Fe を~<含む
3 :黄灰色 (2.5Y6/1)混砂シルト質土
1とほぼ同質， Feの沈着立し
4 : I頁オリ プ色 (7.5Y6/2)混砂シルト質土
2・3に比して，シルト質土の粒子が粗い

遺物は土師質土器小皿・椀，須恵器椀，瓦器

1m 0 
同日司晶画

椀が数点出土している。 171は須恵器椀である。

体部内面には板ナデ，体部外面にはヘラミガキ

n Id:A S K09平・断面図 (S=1/40)， 
出土遺物 (S=1/4)

第50図
が施される。

で予fF::-F-dそ勺L十

13世紀前葉を中心とした時期

に位置付けられる O

出土遺物より，

ー目白山川一
ω

E区AS K11 

E区Aグリット B18で検出した士坑である。

平面形は不整形で，長軸長0.8m，短軸長0.5m
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A' 
を測る。断面形状は半円形を呈し，埋土は炭化

物・焼士を含む黒褐色混砂シルト質土ににぶい

黄糧色粘質土ブロックを含む。但し，底面に被

。 1m熱痕は確認できない。

E区SK 11平・断面図 (S= 1 /40)， 
出土遺物 (S=1/4)

第引図
遺物は須恵器椀・瓦器椀が数点出土している。

つd
n
h
u
 

172は和泉型瓦器椀である。外面には顕著な



指押さえ，内面には回転ヘラミガキが施される O 尾上編年Ill-3期の所産と考えられる(尾上1983，以

下瓦器椀の分類はこれに依拠する)。

出土遺物は稀薄で詳細な時期決定に問題を残すが，出土遺物の年代観や周辺遺構との関連から， 13世

紀前葉を中心とした時期に位置付けられる O

E区AS K12 

E区Aグリット B18で検出した土坑である。西端が調査区外へ延長するため全容は不明で、あるが，検

出した限りでは，平面形は多角形を呈し，南北長0.7m，東西長0.4m以上を測る。断面形状は逆台形状

を呈する O

遺物は土師質土器杯，須恵器椀，瓦器椀，十瓶山窯産須恵器鉢が数点出土している。

173は須恵器椀である O 内面には回転ヘラミガキが施される。 174は和泉型瓦器椀である。口縁部は内

湾して立ち上がり，器高は4.8cmと高い。

体部内面には回転ヘラミガキ，見込みには

平行線状ヘラミガキが施され，外面にはみ

られない。器形はやや古い要素を残すが，

外面ヘラミガキの消失，最小化した高台か

ら，尾上編年Ill-2期の所産と考えられる。

175は須恵器鉢である。口縁端部は下方に

やや垂れ下がり，端面は微妙に窪む。内外

工巳ヨ工
?7E三三

A A' 
Lニ 14.

面ともに板ナデ調整が施されるO 十瓶山窯 h 十十十十一一→ f---r--r-r---， 

産と思われる O 第52図 E区AS K12平・断面図 (S=1/40)，
出土遺物 (S=1/4)

出土遺物より， 13世紀前葉の年代が与えられる。

E区BS K01 

E区B南西隅グリッ

トB17で検出した土坑

である。南・西側とも

に調査区外へ延長し，

全体の 1/4程度を検

出したに過ぎない。埋

土は 2層に細分でき，

下層ににぶい黄灰色砂

質土，上層に褐灰色砂

~ 
てご三[与dミ乙I=46

ミ己云~7
ミーー孟主三乙1

A A' 

つ王子手三

二?f
A 

L ~14.100m 
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01Ocm  

o 1 m 

質土が堆積している O 第53図 z区BS K01平・断面図 (S= 1 /40)，出土遺物 (S=1/4)
遺物は土師質土器小皿・杯・鍋・聾，瓦器椀・皿が小袋で1袋出土している c

176~179は土師質土器小皿である o 176~178は直線的に聞く口縁部を有し，底部切り離しは回転ヘラ

切り (R)である。口径は 8~ 9cmとややぱらつきがある o 177は底部外縁には回転ヘラ切り痕がみら

れる。 179は内湾気味に聞き，口径9cmを測る O 底部切り離しは回転糸切りである。 180は土師質土器杯
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である。口縁部は中位で強く開き，端部は丸く収める O 底部は回転へラ切りである。 181は瓦器皿であ

るO 見込みにヘラミガキは施きれない。 182は土師質土器室である。端部は四角く収める。 183は土師質

土器鍋である。口縁端部は外方へ摘み出し，外面には指押さえ後，タテハケを施す。角閃石を多く含む

特徴的な胎土である。

出土遺物より， 12世紀末~13世紀初頭の年代が与えられる。

E区BS K03 

E区Bグリット C16で検出した士坑である。隅丸長方

形の平面形を呈し，長軸長O.8m，短軸長O.7mを測る。

断面形状は浅い舟底状を呈し，中層に薄い炭化物層を挟

み，下層に灰色粘質土，上層に褐灰色粘質士がそれぞれ

堆積している。

遺物は土師質土器小皿・杯が小袋に 1袋出土している。

二次焼成を受けた土器の割合が高く，被熱痕は確認でき

ないが，埋土中層の炭化物包含と呼応している O
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184は土師質土器小皿である。口縁部は短くて太いo 第54図 E区BS K03平・断面図(S=1/40)， 

底部は回転ヘラ切り (L?)である。 出土遺物(S=1/4) 

出土遺物や周辺遺構との関係から， 12世紀末~13世紀前葉を中心とした時期に位置付けられる。

E区BS K05 

E区Bグリット C16で検出した土坑である。平面形は

不整形を呈し，長軸長O.9m，短軸長O.6mを測る。断面

形状は舟底状を呈し，埋土は下層に褐灰色混砂粘質土，

上層に灰黄褐色砂質士が堆積している O

遺物は土師質土器小皿・鍋，瓦器椀，須恵器鉢が数点

出土している。 185は須恵器鉢である O 口縁端部は四角

く収められ，端部外面に強い横ナデ調整が加わる。

出土遺物や周辺遺構との関係から， 13世紀前葉を中心

とした時期に位置付けられる。

/ 
A 

同日直】

帥ハU

A' 

f
 A A' 

L ~14.100m 

ミヨア 灰黄褐色 (10YR2/5)砂質土
2 :褐灰色 (10YR 1/5)混砂粘質土

ーーーー】
第55図 ll&B S K05平・断面図(S=1/40).出土遺物(S=1/4) 

E区BS K06 

E区Bグリット C16で検出した士坑である。楕円形の平面形で，長軸長O.8m，短軸長O.4mを測る。

断面形状は東側に最深部が寄る逆三角形を呈し，埋土は下層に褐灰色混砂粘質土，中層に灰黄褐色砂質

土，上層に褐灰色砂質土がそれぞれ堆積している。

遺物は土師質土器小皿・椀，瓦器椀，青磁碗が数点出土している O

186・187は土師質土器小皿である。 186は短く外反する口縁部を有し，底部は回転ヘラ切り (L)で

ある o 187は平高台状の底部で，口縁部は大きく開く。 188は和泉型瓦器椀である。口縁部内面には回転

ヘラミガキ，見込みには平行線状ヘラミガキ，外面には顕著な指押さえが施されるO 高台は極めて嬢小
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見d二三~二

mυ 
化した断面三角形を呈する。尾上編年ill-

3期の所産と考えられる。 189は青磁碗で

ある。口縁端部外面に 1条，内面に 3条の

A' 

沈線，見込みに沈線状の段をそれぞれ有す

るO 体部内面には飛雲文を片彫りしているO

内面を区画する 2条の沈線はこの個体では

一口土
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確認できないが，横田・森田分類龍泉系青

(横田・森田磁碗1-4 b類に該当する

以下輸入陶磁器の分類はこれに依拠1978， 

1m 

E区B5 K06平・断面図 (5= 1 /40)， 

出土遺物 (5=1/4)

届日ー画面

第56図

出土遺物より， 13世紀前葉を中

心とした時期に位置付けられる。

する)。

E区C5 K01 

て写警警
ムο「E区Cグリット C15で検出した土坑であ

る。平面形は径0.8m前後の円形で，浅い

皿形の断面形態を呈する。遺物は土師質土

m
 

nu 
同日ー器鍋，瓦器椀が数点出土している。 190は

和泉型瓦器椀である。内外面ともに回転へ A' A 
L =14.0∞m 

ラミガキが認められる。

出土遺物より， 12世紀後半を中心とした

ーー
E区C5 K01平・断面図 (5= 1 /40)， 
出土遺物 (5=1/4)

ーーーー
第57図

時期が与えられる O

E区C第 1酉5K01 

E区Cグリット D10，第1面で検出

_":.cク二一 191
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A' 

した土坑である。平面形は不整形で，

長軸長1.4m，短軸長1.0mを測る。断

面形状は皿形を呈し，深度は0.2mを
A 

測る。

遺物は土師質土器小皿・鍋，須恵、器

椀，瓦器椀，須恵、器聾が数点出土して

A' 
いる。

届司直面
191は須恵器小皿底体部片で，底部

は回転ヘラ切りである。 192は十瓶山

E区C第 1菌5K01平・断面図 (5= 1 /40)， 
出土遺物 (5=1/4)

届副司ー

第58図

窯産費底部である O 外面は長格子叩き

が施され，底部外縁のみケズリ状の強

いナデが加えられる。内面は凹凸の激

ナデ調整が施される Oしい指押さえ後，

出土遺物や周辺遺構との関係から， 12世紀末-13世紀前葉を中心とした時期に位置付けられる。
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E区c第 1面SK02・04
S K02はE区Cグリット D10，第 1面で検出した

土坑である。平面形は中央がやや扶れる長楕円形を

呈し，長軸長1.7m，中央扶れ部分長O.7mを測る。

断面形状は浅い皿形を呈し，埋士は拳大から 3cm前

後の小磯を比較的多く含む灰黄褐色砂質土の単一層

である。

遺物は土師質土器小皿・杯・鍋・蓋，須恵器椀・

聾，黒色土器 (A類)椀，瓦器椀，平瓦が小袋に 1

袋出土している o 193は土師質土器小皿であるO 口

縁部は長く延び，外反する。底部は回転ヘラ切りで

ある。 194・195は黒色土器 (A類)椀である O

S K04はE区C第1面グリット D10で検出した土

坑である。 SK02と重複関係を有し，それに先行す

る。平面形は隅丸方形を呈し，皿形の断面形状を呈

する。遺物は土師質土器小皿，黒色土器 (A類)椀

三弓

与一正三弐山

S K 02出土遺物

ぞ三1二一~6
s K 04出土遺物

一一一斗

伽務務~
1 灰黄褐色 (10YRS/2)砂質士
拳大から 3cm前後を喋を含む

1m 
ト寸ーァ γ r-. t 一一一一一一寸

第59図 E区C第1面SK02・04平・断面図(S=1/40)， 
出土遺物(S=1/4) 

が数点出土している。 196は土師質土器小皿である。口縁部は内湾気味に立ち上がる。

出土遺物や周辺遺構との関係から， S K02は12世紀末-13世紀前葉に位置付けられ， S K04は13世紀

前葉を中心とした時期に位置付けられるであろう。

E区C第 1画SK05 

E区Cグリット D10，第 1面で検出した士坑で

ある。平面形は楕円形で，長軸長O.75m，短軸長

O.6mを測る。断面形状は浅い皿形で，下層に灰

黄褐色粘質土，上層に炭化物充填層が疎らに堆積

している。遺物の出土は稀薄で，土師質土器小皿

・椀・鍋，黒色土器 (A類)椀が数点出土してい

るo 197は土師質土器椀である。高台は長く，シ

ャープであるが，胎土がやや粗い。

出土遺物や周辺遺構との関連から， 12世紀末~

13世紀前葉を中心とした時期に位置付けられる O
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第60図 E区C第1面SK05平・断面図(S=1/40)， 
出土遺物(S=1/4)

E区C第1面SK08 

E区Cグリット D10，第 1面で検出した土坑である。平面形は隅丸長方形を呈し，長辺長2m，短辺

長 1m前後を測る。断面形状は舟底状を呈し，埋士は 2層に細別したが，灰黄褐色~にぶい黄櫨色粘質

土の単層と考えられるO 埋土中に 3cm前後の小礁を多く含み，土層注記番号2は検出面である整地士と

酷似している。開削後，短期間に人為的な埋め戻しを行った可能性が高いと考えられる O 平面形状・埋

士等から土壌墓という性格を付与することができるが，出土遺物からそれを肯定することはできない。
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可三主三〈ゴ斗ー

」ヨ三三=

三三A' 

izz 

遺物は小袋で2袋出土しており，

土師質土器小皿・杯・鍋・輩，須恵

器椀・鉢，黒色土器 (A類)椀が出

口

縁部は外反気味に聞く。 199は土師

土している。

198は土師質土器小皿である。

A 

質土器椀である。高台は高く，灰白

色の色調を呈し，胎土も精良であり，

吉備系土師椀と考えられる O 内面見

込みには二次焼成痕がみられる。200
10cm 

卜7一「寸-，寸一一一一一一斗

1 :I!!i黄褐色 (10YR5/2)混砂粘質土
3an以下の穫を多量に吉む
2 :にぷい貰栂色 (10YR6/4)砂質土
3 :褐灰色 (10YR5/1)粘質土協揚多多

口縁部は直線的

に延びるが，端部手前で内側へ軽く

摘み上げる。外面は強い板ナデ後，

は須恵器鉢である。

横ナデ調整が施される o 201は土師

ー司直司ー質土器聾である。内面口縁部と体部

E区C第 1面SK08平・断面図 (S= 1 /40)， 
出土遺物 (S=1/4)

第61図

境は不明瞭で、あるO

出土遺物や周辺遺構との関連か

ら， 13世紀前葉を中心とした時期に

位置付けられる。

E区C第 1面SK09 

丈一斗で?に三Z

士二イC二(コ
E区Cグリット D10，第 1面で検

出した土坑である。平面形は径1.5

m前後の正円形で，断面形状は舟底
A 

状を呈し，途中にテラス面を有する O

10cm 
トァー"〆

下層に灰色埋士は 3層に細別でき，

混砂粘質土，中層に明黄褐色花崩土，
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A' A 
L~13.5∞m 

上層に褐灰色粘質土がそれぞれ堆積

遺物は土師質土器小皿・椀・鍋・

聾，須恵器椀，黒色土器 (A類)椀，

している O 上層下面ラインはテラス

面とほぼ一致する。

m
 ー】 】

第62図 E区C第1面SK09平・断面図(S=1/40)，出土遺物(S=1/4) 

それに比して器高は1.2cmと極めて低い特徴的な器形である O 口縁部は外反し，底

瓦器椀が小袋で 2袋出土している。

口202は土師質土器小皿である O

径は9.6cmと大きく，

体部に段を有する。底部は回転ヘラ切りであろう。 203は和泉型瓦器椀である。摩滅により調整は不明

である O

13世紀前葉を中心とした時期の所産と考えられる。

68 

出土遺物より，



E区C第 1面SKll

E区Cグリット D10，第 l面で検出した士坑

である。平面形は多角形を指向しており，断面

形状は浅い皿形を呈する O 埋土は 2層に大別で

き， f層に褐灰色混砂粘質土，上層に灰黄褐色

混砂粘質土が堆積している。上層埋土には地山
A 

ブロックを多く包含し，人為的な埋め戻しが想

定できる O

遺物は土師質土器小皿・鍋・輩，須恵器椀，

黒色土器 (A類)椀，瓦器椀が小袋で 1袋出土しよ12bm 2 1 3 L 

ロいる。 勿揚揚~
204は黒色土器 (A類)椀である O 強く踏ん

張る高台が付く。 205は和泉型瓦器椀である。 嗣副司』
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内面にはヘラミガキ，外面には指押さえ後，口
第63図 E区C第 1面SK 11平・断面図(S=1/40)， 

縁部にヨコナデ調整が施される。 出土遺物(S=1/4) 

出土遺物より， 13世紀前葉を中心とした時期

に位置付けられる。

四区AS K02 

四区Aグリット G2で検出した土坑である O 平面形は歪な方形を呈し，上面埋土は灰黄褐色混砂粘質

土である。

遺物は土師質土器小皿・椀・鍋が小袋で 1袋出土している

206・207は土師質土器小皿である o 206は口径8.8cmを測り，

外反して聞く口縁部を有する O 底部は回転ヘラ切りである O

208は土師質土器椀である。断面三角形の高台が貼付される O

出土遺物や周辺遺構との関連から， 13世紀前葉を中心とし

た時期に位置付けられる O

百区AS K08 

U区Aグリット F2で検出した土坑であ

るO 平面形は西側が不規則に延びる不整形

を呈し上面埋土は灰黄褐色混砂粘質土で

ある O

遺物は土師質土器小皿，須恵器椀が数点

出土している。 209は須恵器椀である。口

径15.6cmを測り，口縁部は直線的に開く O

EL406 

一一二工クニ-
207 

にこと:巧8

ー

1 m 10cm 
ト---'---1-，一「寸一一一一一一斗

第64図 羽[区AS K02平・断面図(S=1/40)，
出土遺物(S=1/4) 

己三斗ミヨ三
回目占占

m
 

第65図百区AS K08平・断面図 (S=1 /40)， 
出土遺物 (S=1/4)

出土遺物や周辺遺構との関連から， 13世

紀前葉~中葉を中心とした時期に位置付けられる。
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:去二4m 
A' 

S K 02 

A 

Lニ 14.200m SD01 
溝状遺構

E区A5 001 

E区Aグリット C17で検出した溝状遺構

10cm 

同日ー

日'B 

L二 14.2∞mE区AS D01との重複関係から，であるO

それに先行する。主軸方位はN800Wにと

土
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り，周辺方格地割にほぼ合致した方位で走

E区A5001断面図(5=1/40)，出土遺物(5=1/4)

状はU字形を呈し，深度は0.15m前後を測り，底面における顕著な勾配は確認できない。埋土は褐灰色

扇面

第66図

行している O 検出長5.6m，平均溝幅O.4m

を測る。断面形前後(検出最大幅0.5m)

混砂粘質土で，流水を肯定する埋土は確認できない。

遺物は土師質土器小皿，杯・鍋・蓋，須恵器小皿・鉢，瓦器碗が小袋で1袋出土している O

口縁部内外面は回転ナデ調整，底部外面は回転へラ切りである。 211は東播210は須恵器小皿である。

系担鉢である。端面が直立気味で， (山仲1986，以上方に摘み上げる点から山仲編年のC2類にあたる

下東播系須恵器に関してはこれに依拠する)。

出土遺物より， 13世紀初頭を中心とした時期に位置付けられる。

E区A5 002 

E区Aグリット C17で検出した溝状遺構である。主軸方位は周辺方格地割に合致したN100Eにとる。

を測る O 断面形状は浅い皿形を呈し，埋士は灰黄褐

ーヌ三
色砂質土の単一層である。

遺物は土師質土器杯・椀・鍋，須恵器鉢，瓦器椀が小袋

検出長8.8m，平均溝幅0.8m(検出最大幅1.1m) 

A' A 
Lニ 14.2∞m

で1袋出土している。 212は表面に吸着した炭素は既に消
m
 

n
u
!
{
J
I
 

届画面白函口縁部外面に横ナデ調整，体部外面に顕著失しているが，
s' 

L~14.2∞m 

な指押さえ，内面に回転ヘラミガキ調整が施される点から，
1目灰黄褐色 (2.5Y7/2)砂賀土

和泉型瓦器椀と判断した。体部外面のヘラミガキが認めら

第67図 E区A5002断面図(5=1/40)，
出土遺物(5=1/4)

れない点から，尾上編年ill-2期の所産と思われる。

以上の出土遺物から， 12世紀末~13世紀初頭の年代が与

えられる。

:ζ二二二2715ミ二二号E区A5 003 A' A 
L~14.3∞m 

E区Aグリット B18で検出した溝

ヲ?三r状遺構である。主軸方位は周辺方格

褐灰色(lOYR4/1)現砂粘質士
Mn' 2叩以下の礁を吉むE区AS D01と17m地割に合致し，

グり216
o 10cm 
ト丁一「寸←「十一一 一一一→

o 1 m 
ト7ーァー「寸ー十一一一一一→

の間隔で平行した位置関係にあり，

その途切れる箇所も等しい。検出長

E区A5 003断面図(5= 1 /40)，出土遺物(5=1/4)第68図
(検出最大幅5m，平均溝幅0.55m

O.7m)を測る。断面形状は浅い舟底状を呈し，埋土は褐灰色混砂粘質士である。位置関係や埋土にお

E区AS D01と類似点が多く，同時併存し関連し合ったものと考えたい。

70 

いて，



遺物は土師質土器小皿・杯・椀，須恵器椀・鉢，瓦器椀，青磁碗が小袋で 1袋出土している。

213は土師質土器小皿である。口径8cmを測り，底部は回転ヘラ切り (L)である o 214は士師質土器

杯である。口径は10.3咽を測る。 215は底部外面には回転糸切りが認められる点から東播系担鉢と考え

られる。 216は青磁椀である。外面には鏑のない蓮弁文が施され，横田・森田分類1-5 a類である。

出土遺物に加え， n区AS D01との関連から， 13世紀初頭を中心とした時期を想定したい。

E区AS 005 

E区Aグリット B18で検出した溝状遺構としたが，土坑とした方

が適切であろう。平面形は長楕円形を呈し，長軸長0.8m，短軸長

0.4mを測る O 断面形状は深い皿形を呈する O

遺物は土師質土器小皿，須恵器聾が数点出土している o 217は須

恵器椀である。体部内面に板ナデ，外面に指押さえ後，回転ナデ調

整が施されており，西村型須恵器椀と思われる(贋瀬1982，片桐1994，

佐藤2000)。高台は断面三角形を呈し，径5.1cmを測る。

出土遺物から， 13世紀前葉を中心とした時期に位置付けられる。

A 

L =14.3∞m 
A' 

o 1 m 

、、¥三宇d'
副司画面

10cm -
第69図 n区AS 004断面図(S=1/40)，

出土遺物(S=1/4) 

E区BS 001 

E区Bグリット C16で検出した溝状遺構である。主軸方位はN1030Wで，ほぽ東西を指向する。検出

長1.6m，平均溝幅0.25mを測る。断面形状はU字形を呈し，埋土は炭化物・鉄分が少量含む灰黄褐色

混砂粘質土の単一層である。

遺物は土師質土器小皿・坪・鍋，須恵

器鉢，瓦器椀が数点出土している。 218

は十瓶山窯産須恵器鉢の片口部である。

口縁端部は内側にやや弱く，外方へ強く

A A' 

文京

1 灰黄褐色(10YR5/2)混砂粘質土
炭化物・ Feを多く吉む

三コダモ三7こ
01Ocm  

挽き出し，端面には軽い凹面を持つ。

出土遺物より， 13世紀を中心とした時 第70図 E区BS 001断面図(S=1/40)，出土遺物(S=1/4)

期に位置付けられる。

E区CS 003 

E区C東端部，グリット C15で検出した溝状遺構で

ある。主軸方位は周辺地割にほぼ合致し， N lO~20o 

EにとるO 検出長は9.5m，平均溝幅0.3mを測り，北

端は調査区外へ延長する。断面形状は浅い舟底状を呈

し， 0.05m前後と極めて浅い。

遺物は土師質土器鍋，瓦器椀，白磁皿が数点出土し

A A' 
L=14.000m 1 
~ 

s s' 
L =14.000m 

ー-=三五Fー-

灰賞褐色(10YR6/2)砂質土
2冊以下の小穫を含む

10cm 

ている。 ー画面

219は和泉型瓦器椀である。外面には顕著な指押さ 第71図 E区CS 003断面図 (S= 1 /40)， 

えが施され，ヘラミガキが識別できない点から尾上編 出土遺物 (S=1/4)

'
i
A
 

門

i



年m-2~3 期の所産と思われる。 220は白磁皿である。見込みに段を有し，底部は上げ底を呈する O

粕調は灰白色を呈し，外面体部下半には施軸きれない。横田・森田分類白磁皿町一 1b類に該当する。

出土遺物より， 13世紀前葉を中心とした時期に位置付けられる。

E区BS D02 

E区Bグリット Dllで検出した溝状遺構である。主軸方位をN850Wにとり，周辺方格地割に合致す

それに先行する。検出長6.3m，平均溝幅0.4mを測る。後述するE区B. C S D01と重複関係を有し，

り，両端とも調査区外へ延長する。断面形状は舟底状を呈し，埋土は下層に炭化物をごく少量含む黄灰

上層に褐灰色粘質士が堆積している。

遺物は土師質土器小皿・杯・椀・鍋・聾，須恵器椀・壷・聾，瓦器椀，亀山産須恵、器聾が小袋で2袋

色粘質土，

出土している O

221は土師質土器小皿である O 口縁部は外反気味に聞き，底部は回転ヘラ切り (R) である。 222~224

は和泉型瓦器椀である。 222は破片からの復元であるためか， 元来は開やや深椀気味の形態であるが，

き気味の器形であったと類推できる。外面のヘラミガキがない点等から，尾上編年m-2 期~m-3 期

の所産と考えられる。 223は器表面の炭素が消失している。内面のヘラミガキは不明で、あるが，外面に

は確認できない。 224は震小化した断面三角形の高台が付き，見込みに平行線状ヘラミガキが施される。

225は須恵器壷と考えられる O 外面は左上がりの平行叩き→板ナデないし横ナデ調整→2条の沈線，内

面は当て具痕→そのナデ消し→横ナデ調整の順序でそれぞれ施される。 226は十瓶山窯産須恵器蓋と思

われる。底部~胴部にかけての部位で，大型品であるためか，底部と胴部下半の叩き方向が変化してい

る。 227は須恵器蓋ないし壷である。内面には粗い同心円丈当て具痕，外面には細かい正格子叩きが施

される。断面の色調が青灰色を呈し，特般的である。内面当て具痕の残存から十瓶山窯産とは考えられ

E区BS P31で1例確認(岡田ほか1988)。亀山産須恵器は当遺跡では，ず，亀山産須恵器と思われる

その出土数は極めて少ない。

出土遺物による限り， 13世紀前葉を中心とした時期に位置付けられる。

したのみで，

。、母定ヨ '~~21A A' 

Lニ 1洞与六忌ι-

ym 

士一一一

Fしご乃

〈二十/ノ1・縄灰色(10Y円5/1)粕質土
Fe' Mnを多く含む
2 :黄灰色 (2.5Y4/1)粘質土
炭化物をやや密に吉む

J :Ji 」こ=i~イ24

10cm 

匝白白“

o 1m 
f 一一寸

出土遺物 (S=1/4)E区BS D02断面図 (S=1/40). 

-72-

第72図



E区B・C第1面S001 

E区Bにおいて直角に屈曲し，東E区B.C第1面グリット D10を中心に検出した溝状遺構である。

西主軸がN740W，南北主軸がN140 Eにとり，周辺方格地割にほぼ合致した主軸方位を有する。南北主

軸を呈する溝の東端，東西主軸西端は共に調査区外へ延長するため全容は不明であるが，検出した限り

では，東西検出長7.5m，南北検出長35m，東西平均溝幅1.2m(検出最大幅1.5m)，南北検出最大幅1.2

mを測る。断面形状は浅い皿形を呈し，埋土はおおむね褐灰色混砂粘質土の単一層である。南北主軸溝

E区CS 201とセットに前述したE区CS 201 (段状遺構)に接する位置で収束しており，の北端は，

と考えられる。仮に南北主軸の溝長で正方形の区画を想定すると，なって機能する区画溝(区画施設)

一辺35mとなり，区画した占有面積は 1，225mを測る。東西溝は坪界線に相当するE区Cと町区間を走

その計画性が窺一辺109mの坪内のほぼ中央に開削されており，る現道路の南端から約50mに位置し，

この区画された範囲において，掘立える。なお，対象地の幅が8m前後と狭いことに起因するためか，

柱建物跡を復元することはできなかった。

この区画溝の範聞において，遺構面を 2面確認している。第2面ではSD01に先行する区画施また，

シルト質土層Eの上面において，柱穴を中心としたやや散漫な遺構を検出してい設は確認できないが，

る。第 l 面は12世紀末~13世紀初頭の土器を比較的多く包含するにぶい灰色混砂粘質土の上面で検出し

E区CS 201も整地後，再度

E区B. C S D01と共に区画施設を構成している。

遺物の出土量は当該期の遺構のなかでは最も多く， 20リットル入りコンテナ l箱程度出土している。

この層を整地層と評価することが可能で‘ある。ており，確証に乏しいが，

削り出しており，

吉備系遺物は土師質土器小皿・杯・椀・鍋・蓋，

A' A 

L ~13.600m 土師器椀，須恵器椀・鉢・聾・壷，黒色土器 (A

物放蕩~
白磁碗，青磁碗・合子，東類)椀，瓦器椀・皿，

播系担鉢，平瓦，火打ち石が出土している O

日'B 

L =13.6∞m 228~244は土師質土器小皿である。口縁部の立

ち上がりの形態差による分類が可能である。 228

務揚物核物放I~233は長細く外反する口縁部を有する。口径は

8cm前後で、まとまる。底部は回転ヘラ切り (R)

のが大半であるが， 231のみ回転ヘラ切り (L)

揚揚多多
可能性が残る o 229・230は底部が相対的に盛り上

上げ底を呈する o 232は内外面に顕著な三がり，

次焼成を受ける。 234~237は短く肉厚で，直線的

D' に聞く口縁部を持つ。底部は回転ヘラ切りで，方

向が確認できた235は右回転であった。口径は7.6

褐灰色 (10YR 5/1)混砂粘質土
華大から 3cm前後の礁を少量含む.炭化物・ Feをごく少量含む
2 :灰色 (7.5Y4/1)混砂シルト質土
3 :灰黄褐色 (10YR5/2)混{砂粘質士
E区BS X 011里土， 3間前後の小礁をごく少量含む

cm前後とやや小さい。 235は内外面ともに顕著な

にぶい赤褐色に変色しているO二次焼成を受け，

口縁部は内湾238~241は底体部境に丸味を有し，

気味に立ち上がる。口径は8.5cm前後とやや大き
o 1 m 
トァ--，--，-，寸 一一斗

い。底部は回転ヘラ切りであるが，方向は不明で、

E区s.c第1面S001断面図(S=1/40) 第73図
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ある。 239は縁部および見込みに煤が付着してい



る。 242は内湾気味に立ち上がる肉厚の口縁部を有し，器厚・器形がやや異質である。底部は回転ヘラ

切り (L)で，底体部境に回転ヘラ切りに連続する沈線が認められるO 内外面ともに二次焼成が認めら

れる。 243は底部から直線的に立ち上がり，強い回転ナデ調整により，先細りの断面を呈する口縁部を

持つ。底部は回転ヘラ切り後，静止糸切り状の板状圧痕が施される。このような器形は松並・中所遺跡

では他に確認できない。 244は須恵器小皿で，表面の摩耗が著しい。 245-247は土師質土器杯である。

245の底部は回転ヘラ切りで，底部外縁に強い回転ナデ調整が加えられる。 246は口径12cmを測り，口縁

部は直線的に聞く O 底部は回転ヘラ切り (L)で，全体的に極めて薄作りである o 249は西村型須恵器

椀である。高台は細く外方へ幾分踏ん張る O 内外面ともに顕著な二次焼成を受けているため，ヘラミガ

キの有無は確認できない。 251は須恵器椀である。底体部境が明瞭に屈曲し，杯の器形を想起させる。

底部厚が0.9cmと極めて厚く，外面には板状圧痕が認められる。須恵器椀と判断したが，土師質土器椀

になる可能性も払拭できない。 256は須恵器椀である。高台は潰れた方形を呈する。 248・250・252・253

は土師質土器椀である。 248は口径15.3cm，器高4.5cm，高台径5.8cmを測る。口縁部が端部手前から内

湾する特徴を有し，底体部境がやや肉厚になる。高台は比較的丁寧に貼付され，底部は押し出しにより

接地面に近づいている。内外面には煤が付着しているが，二次焼成によるものか否かは不明で、ある。 250

は焼成不良の須恵器椀の可能性を想定したが，同時期の須恵器椀の高台径が6.4cmを測るものはなく，

ややシャープな高台断面等から，土師質土器椀と判断した。高台は断面三角形を呈し，体部外面には指

押さえ→回転ナデ調整が施されている。内外面ともに二次焼成による変色が認められる。 252・253は底

体部の屈曲が明瞭で、，底部は回転ヘラ切り，体部は回転ナデ調整が施される。高台は断面三角形を呈す

る。西村型須恵器椀とは形態的に異なり，片桐氏が指摘する杯D+高台=椀Aという製作技法を採用し

ていることが窺える(片桐1992)。しかし，破片であるため同時期の坪との法量比較は困難で‘ある。 254

・255・257・258は吉備系土師椀である。いずれも高台は細長く，胎土がきめ細かい。 255は内外面とも

に二次焼成を受け，にぶい黄櫨色に変色してる。 259-266は黒色土器 (A類)椀である。 259は口径16

cm，器高5.5cm，高台径5.8cmを測る。口縁部は直線的に聞き，高台は外方に軽く踏ん張る。全体的に肉

厚で，底体部境が最も肥厚する。口縁部内面には回転ヘラミガキ，見込みには螺旋状ヘラミガキが施さ

れ，外面にも回転ナデ調整により生じた稜を消すように，ヘラミガキが認められる。外面上部に炭素の

吸着がみられる。 260の体部内面には分割ヘラミガキ，見込みには平行線状ヘラミガキがそれぞれ施さ

れ，外面のミガキの有無は確認できないが，古い様相を持つ。 261は見込みには入念なヘラミガキが施

され，体部には分割と思われるヘラミガキが一部確認できる。 260同様古い様相を呈する。 262は体部内

面に回転ヘラミガキ，見込みには平行線状ヘラミガキが施される。底体部境が肉厚で，やや粗雑な作り

である。外面には二次焼成によると思われる変色が認められる o 263は見込みに平行線状ヘラミガキが

施され，底部高台内には板状圧痕が認められる。 267-271は和泉型瓦器椀である。 267-270は内外面に

ヘラミガキが施され，尾上編年ill-2期の所産と考えられる。 271-275は体部外面にヘラミガキは確認

できず，高台は媛小化した断面三角形を呈する。尾上編年ill-2-3期の所産である o 276・277は白磁

碗である。 276は玉縁状の口縁部を有し，胎土中に黒色細粒を含む。横田・森田分類白磁碗町一 2類で

ある。 277は幅広で，削り出しが極めて浅い高台を持つ。横田・森田分類白磁碗町一 1a類である。 278

は白磁皿である。横田・森田分類白磁皿日-1 b類に該当するであろう。

279は青磁合子である。

280-284は須恵器鉢である o 280は十瓶UJ窯産須恵器鉢である。口縁部は内湾気味に立ち上がり，端
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部手前で外方へ屈曲する。端部は四角く収め，端面にわずかな凹面を持つC 内外面ともに板ナデ調整が

施される O 器形，胎土，色調，出土位置から282と同一個体の可能性が高い。佐藤分類鉢E-1に近い

特徴を示す(佐藤2000)0281は須恵器鉢である O 口縁部内外面は横ナデ，体部内外面は板ナデがそれぞ

れ施される O 端部は外方に引き出し，端面は平坦である。 282-284・288は十瓶山窯産須恵器鉢底部で
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ある o 282の外面には平行叩き後，横ナデないし板ナデ調整が施され，底部縁部のみ強いナデ調整が加

わる。 283の底部外面には平行叩き→板ナデ調整後に，底部外縁に強いナデ調整が施され，明瞭な段が

生じている o 285は十瓶UJ窯産須恵器輩である。焼き歪みにより計測値に問題が残るが， 口径は20cm前

後を測る。口縁部は緩やかに外反し端部は丸く収める O 口縁部外面は右上がりの叩き成形後，横ナデ

調整を施す。 286は須恵器室である。肩部外面は平行から左上がりの長格子叩き後，横ナデ調整が施さ

れる o 287は十瓶UJ窯産須恵器の大型壷頚部である o 1. 5cmの間隔を保ち， 2条の沈線が施される。沈線

聞にはヨコナデ調整に消され残った右上がりの叩き痕が確認できる。 289は須恵器小壷である。底径7.8

cmを?sIJり，内外面に二次焼成の痕跡が認められる。 290・291は須恵器童体部片である。外面は正格子叩

き，内面は指押さえ後，横ナデ調整が施される。 292・293は須恵器霊底体部境付近である。 293は外面

に施される長格子叩きの方向が変わり，切り合い関係の観察では底部→体部へと叩き成形が行われてい

る。 294は土師質土器室である。 口径36cmを測り， 口縁端部に面を持つ。 295は土師質土器鍋である。口

縁部は「く」字形を呈し，端部は下方に強く引き出す。内面は丁寧なヨコハケ調整が施される。外面調

整は煤の付着により判然としないが，顕著な指押さえ後，板ナデか横ナデ調整が施されている。胎土中

に多量の角閃石を含む特徴的な胎土である。 296~298は東播系担鉢である o 296は端部が肥厚し，端面

は垂直であり，山仲編年C1類に該当するであろう。 298は底部に回転糸切り痕がみられる。

299は平瓦である O 凹面に布目がみられ，凸面には縄目叩きが施されていると思われる。 E区B.C

S D01からの瓦の出土は数点に留まり，瓦葺き建物の存否を議論できる出土量ではない。 300は須恵器

壷である。内外面ともに入念な回転ナデ調整が施され，外へ踏ん張る高台がつく。混入と思われる。 301

は須恵器聴であろう。平行沈繰により区画された文様帝に刻日文を連続的に施す。混入品であるが， 同

じく E区Cの出土である541の璃瑞製勾玉の存在もあり，削平された古墳が隣接している可能性を示唆

し得る資料である。 302はチャート製火打ち石である。火打ちが石英製からチャート製へと転換するの

は， 17世紀前後と想定されており， 出土遺構の年代観と醐離をきたす(北野1999)0 m区B. C S D01 

埋没段階に用いられていた可能性を否定することはできないが，現時点では混入と考えたい。

以上の出土遺物から， 12世紀末~13世紀前葉を中心とした時期への位置付けが可能である。

E区C第 1面SD04 

E区Cグリット D10，第 1面で検出した溝状遺構である。主軸方位はN

660Wにとり，周辺地割とは異なる。 E区B. C S D01との重複関係から

それに後出する。検出長4.5m，平均溝幅0.5mを測り，東端は調査区外へ

延長する。断面形状は浅い皿形を呈し，埋土は炭化物を含む褐灰色粘質土

の単層である。

A' 

務 物
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E区C第1面S004 
断面図(S=1/40) 

遺物は土師質土器小皿・坪・椀・鍋・壷，須恵器聾，黒色土器 (A類)椀，瓦器椀が小袋で 1袋出土

している。

303は土師質土器小皿である。口縁部は短く，内湾気味に立ち上がり，外面口縁部下半に段を持つ。

304は土師質土器杯である。外面底体部境に段を持つ。 305は土師質土器椀である。 306は土師質土器杯

ないし椀である。小片であるが，径復元では12.4cmと小型で，外反気味に立ち上がる口縁部を有する特

徴的な器形である。口縁部内外面には幅の狭い回転ナデ調整が加えられる o 307は黒色土器 (A類)椀

である。高台は断面三角形を呈する。 308~310は和泉型瓦器椀である。 309は内面に回転ヘラミガキ，

-77 



口縁部に横ナデ調整がそれぞれ施され，尾上編年ill-3期の所産である。体部外面に顕著な指押さえ，

310は内外面にヘラミガキが施され，尾上編年ill-2期の所産と考えられる。 311は十瓶山窯産聾である O

外面は長格子叩き，内面は当て具痕→ナデ→ヨコナデ→タテナデの順序で施きれる O

出土遺物や周辺遺構との関係から， 13世紀前葉を中心とした時期に位置付けたい。
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E区C第1面8004出土遺物 (8=1/4)第77図

E区C第2面8008

E区Cグリット D10で検出した溝状遺構である。主軸方位は周辺方格地割に合致したN700Wにとる。

検出長4.5m，平均溝幅1m (検出最大幅1.2m)を測り，西端は調査区外へ延長し，東端はE区C第2

面SX03との重複関係を有する。断面形状は浅い舟底状を呈し 埋土は炭化物を包含する灰黄褐色混砂

粘質土の単一層である。

白磁碗が小袋で1袋遺物は土師質土器小皿・椀・鍋，須恵器鉢・葺，黒色土器 (A類)椀，瓦器椀，

出土している。

312は土師質土器小皿である。口径7.8cmを測り，器高は1.1cmと著しく低い。口縁部は明瞭な立ち上

である。 313は土師質土器椀である。(R) がりを持たず，大きく聞く形態である。底部は回転ヘラ切り

高台高はO.7cmと高く，断面四角形を呈する。高台径は6.6cmを測る。 314・315は和泉型瓦器椀である。

口縁部外面にヨコ314は口縁部内面に回転ヘラミガキ，見込みから口縁部下半に連結輪状ヘラミガキ，

ヘラミガキがそれぞれ施される。尾上編年ill-2期の所産であろう o 315の高台は断面四角

形を呈する。 316は須恵器鉢である。口縁部は端部付近で殺やかな rsJ字状を呈する。 317は十瓶山窯

産棄ないし壷である。残存部位で見る限り，器厚が非常に厚い。体部外面は左上がりの正格子叩き，底

ナデ調整，

部外縁にのみ強いナデ調整が施される。

出土遺物より， 12世紀後半ないし末を中心とした時期に位置付けられる。
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U区B8 005 

N区BグリットE7で検出した溝状遺構であるO 検出位置から.N区AS D03と連続する可能性が高

く，同様に連続する溝状遺構である町区BS D04. 町区CS D02・03と0.4mの間隔で、平行に走行する。

主軸方位はN130 Eを呈し，周辺方格地割とは合致しない。断面形状は浅い舟底状を呈し，埋士は灰色

粘質士の単一層である。

遺物の出土は数点に留まるが，完形に近い須恵器椀(319・320)が出土している。その出土状況は.0.3 

mの間隔で，溝中央部から出土し，その検出レベルもほぼ同一で、あった。椀内の土に関しては，フロー

リングを行ったが，何も検出することはできなかった。また，須恵器椀はいずれも口縁部の一部が欠損

しており，溝内から残りの部位は出土していない。使用段階での破損を想定すべきであろうが，溝内に

廃棄(ないし埋納)する際に，意図的に口縁部の一部を打ち欠いた可能性も考慮する必要がある O

318は土師質土器小皿である O 口径7.8cmを測り，口縁部は直線的に短く聞く。 319・320は西村型須恵

器椀である。口縁部は内湾気味に立ち上がるが.320は聞きが強く，器高が低い。高台は外方へ踏ん張

り，断面四角形を呈する。調整は指押さえ・板ナデ調整→回転横ナデ調整後，内外面に回転ヘラミガキ

が比較的入念に施される。外面の回転ヘラミガキはヨコナデ凸部と重なる位置に施される。佐藤分類椀

AII-6に該当するであろう(佐藤2000)0321は瓦器椀底部である。高台は潰れた四角形を呈し，内面

見込みには平行線状ヘラミガキが施される。 322は土師質土器輩である。端面には稜がみられ，端面上

部は丸味を有し，下部は凹む。

出土遺物から. 13世紀第 1四半期を中心とした時期に位置付けられる。
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第79図 U区B8 005平・断面図 (8=1/100， 1/40)，出土遺物 (8=1/4)
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不明遺構

E区AS X01 

E区Aグリット B18で検出した不明遺

構である。立区AS D03と重複関係を有

し，それに先行するO 平面形は不整形で，

長軸長2.4m，短軸長1.7mを測る O 断面

形状は浅い皿形を呈し埋土は灰色混砂

粘質士の単一層である。

遺物は土師質土器小皿・坪・鍋・蓋，

吉備系土師器椀，須恵器椀，瓦器椀が小

袋で2袋出土している。 323は土師質土

器小皿である。

324は土師質土器杯である。底部は回

転ヘラ切り (L?)後に板状圧痕が施さ

れる。底径7.4cmを測る。 325は土師質土

器椀であるが，反転復元による口径計測

では10.8cmという値を示し，小型の椀に

なる。 326は比較的高い高台部と白色系

の色調から吉備系土師器椀と思われる。

327は土師質土器室である。口縁部は

「く」字形に屈曲し，端部は横ナデ調整

により横方向に引き延ばしている O 外面
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第80図 E区AS X01平・断面図 (S=1/40)， 

出土遺物 (S=1/4)

にのみ煤が付着しているO

出土遺物や周辺遺構との関係から， 13世紀初頭を中心とした時期に位置付けられる O

E区BS X01 

E区Bグリット C16で検出した不明遺構である。平面形は不整形を呈し，西側へ溝状に延び，調査区

外へ至る。溝状を呈する部分を除くと，東西長3.8m，南北長1.2mを測る O 断面形状は浅い皿形を呈し，

埋土は褐灰色混砂粘質土の単一層である O

遺物は土師質土器小皿・杯・鍋・聾，須恵、器鉢・斐，瓦器椀，青磁碗が小袋で 2袋弱出土している。

328は表面のカーボンは消失しているが，口縁部外面に幅広の横ナデ調整，体部外面の指押さえが施

されており，和泉型瓦器椀と判断した。 329は須恵器鉢である O 瓦質焼成を呈し，表面の摩滅が著しい。

出土遺物や周辺遺構との関連から， 13世紀前葉を中心とした時期に位置付けられる。

E区BS X04 

E区Bグリット C16で検出した不明遺構である。平面形は溝状遺構が「コ」字状に巡り，その両西端

は調査区外へ延長するため， I口」字形に囲緯するか否かは不明である。南東隅と北東隅が直角に屈曲

し，南北長は3.1m前後を測る。溝平均幅はO.6m(検出最大幅1.0m，最小幅O.3m)を測り，断面形状
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は浅い舟底状を呈する。埋土は炭化物が

少量含まれる灰黄褐色砂質土の単一層で

ある。

遺物は土師質土器小皿・坪・鍋・聾・

足釜，須恵、器聾，瓦器椀が小袋で4袋程

度出土している。その出土状況は，南東

隅に330~332が集中して出土し，他から

の出土は極めて少ない。 330は底部片は

一切確認できず，口縁部と体部片で全体

の1/3程度まで接合可能で，それ以外

に同一個体と考えられる破片が数点あり，

全体の 1/2程度まで復元できる出土量

がある。

方形に巡る溝状遺構という性質から，

方形周溝墓を想定できるが，区画内に埋

葬施設と考えられる遺構は存在しない。

前述したE区BS K05は不整形な平面プ

ランや断面形状，埋土からは埋葬施設と

評価できるものではない。

330は土師質土器鍋である。丸味のあ

る底部からやや直線的に立ち上がる体部

に内湾して立ち上がる口縁部が鈍角に取

り付く。端部は口縁部に対し，浅い凹面

を有する O 体部調整には内外面を問わず，

叩き調整やハケメは一切確認できず，体

部外面と内面下半は指押さえ後横ナデ調

整，内面上半は板ナデ調整が施されてい

る。 331は足釜であろう。外面は正格子

叩き後，板ナデ調整，内面は板ナデ調整

を施し，最終工程で脚部を取り付け時の

指押さえが内外面に認められる。外面に
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ト~

は煤が激しく付着している。 332は土師

質土器聾である。口縁部は体部に対し直

第81図 E区BS X01平・断面図(S=1/40)，出土遺物(S=1/4)
交して屈曲し，外反する。端部は丸く収

め，わずかに端面を有する。口縁部外面には顕著な指押さえが確認でき，それにより口縁端部はやや歪

になる O 体部は丸味を有する C 口禄部内面には数次に渡るヨコハケが施され，体部内外面は板ナデ調整

で仕上げられる O

出土遺物や周辺遺構との関係から， 13世紀前葉を中心とした時期に位置付けられる。
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灰黄褐色(10YR5/2)砂質土
褐灰色(10YR5/1)混砂粘質土をブロッヲ状に含む
炭化物・ Mnを比較的多く宮む
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E区C第2薗8X03 

E区Cグリット Dll，第2面で検出した不明遺構である。 E区C第2面SD08と重複関係を有し，そ

れに後出する。平面形は不整形を呈し，南北長1.6m，東西長2.6m以上を測る O 断面形状は浅い皿形を

呈し，埋士は炭化物を比較的多く含む黄灰色粘質土の単層である。

遺物は土師質土器小皿・杯・椀・鍋・聾，吉備系土師器椀，須恵、器椀・鉢・聾，黒色土器 (A類)椀，

瓦器椀・皿，白磁碗が小袋で3袋弱出土している。

333は土師質土器小皿であるO 底部外面は回転ヘラ切り (L?)であるO 端部に煤が付着しており，

灯明皿に用いられている。 334は瓦器皿である。口径9.0cm，器高2.0cmを測る。日縁部内面には回転ヘ

ラミガキ，見込みには平行線状ヘラミガキが施される o 335は土師質土器杯である。 336は土師質土器椀

である。高台は断面三角形を呈し，外方にやや踏ん張る。 337は吉備系土師椀であるC 高台は細長くシ

ャープで，胎士は精良である o 338~341は瓦器椀である o 338は和泉型瓦器椀で，内外面にヘラミガキ

が施される。尾上編年ill-2期の所産と考えられる c 339は内面見込みに平行線状ヘラミガキ，体部内

面に回転ヘラミガキが施される。 340・341には断面三角形の高台を有する。 342は白磁碗である。高台

は厚く，内面の削り出しはわずかである O 見込み底体部境には沈線を持つO 外面体部下半には施糊され

ない。横田・森田分類白磁碗町一 1a類である。 343は須恵器鉢である O 底体部境は明瞭であるが，底

部外縁のナデ調整の有無は確認できない。 344・345は土師質土器聾である。口縁部は「くJ字形にやや

弱く屈曲し，内面体部境に明瞭な稜を有する。

出土遺物や周辺遺構との関係から， 12世紀末-13世紀初頭を中心とした時期に位置付けられる。
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第83図 E区C第2面8X03平・断面図 (8= 1 /40)，出土遺物 (8=1/4)
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348はE区AS P08出土遺物である O 瓦器椀底部である。見込みには平行線状のヘラミガキが施され

る。高台は平行四辺形の断面で，外方へやや踏ん張る。和泉型であれば，尾上編年ill-2期の所産であ

ろう。 349はE区AS P42出土遺物である。土師質土器小皿である。口径8cm前後を測り，口縁部は太

く短く，底部は回転ヘラ切り (R)である。 350はE区AS P43出土遺物である O 須恵器椀である O 高

台断面は押し潰されたような丸味を持ち，径は5.6cmを測るO 体部内面には3阻前後を測るやや太めの

回転ヘラミガキが施される O 西村型須恵器椀の可能性が高い。 351はE区AS P45出土遺物である O 土

師質土器小皿である O 口縁部外面は横ナデ調整，底部外面は顕著な指押さえを施し，瓦器皿と似た器形

であるが，胎土中の角閃石，赤色粒の存在から瓦器皿を模倣した土師質土器小皿と考えた。 352はE区

A S P55出土遺物である。土師質土器杯である。口径12.4cm，器高3.2cmを測り，口縁部は直線的に聞

く。 353はE区AS P99出土遺物である。和泉型瓦器椀である。内面には回転ヘラミガキが施され，体

部外面の指押さえが顕著で、ある。外面にヘラミガキを持たない点から，尾上編年ill-2~3 期の所産と

考えられる o 354はE区BS P13出土遺物で、ある。土師質竃であるO 内面には板ナデ調整が施される。

鍔部前面には接合時の指押さえ，ナデ調整による窪みが生じる。 355はE区BS P20出土遺物である。

土師質土器小皿である O 口径8.4cmを測り，口縁部は短く外反する。底部は回転ヘラ切り (R)で，上

げ底を呈する。内外面ともに煤が付着し，内面のそれは火棒状を呈する。 356はE区BS P25出土遺物

である。十瓶山窯産須恵器聾である。体部外面は左上がりの格子目叩き後に底部外縁部，体部内面に横

ナデ調整，底部外面に仕上げ段階の不定方向のナデ調整が認められる。 357はE区BS P31出土遺物で

ある。亀山産須恵器聾である。体部の平行叩き整形の前段階に頭部の叩きが施され，横ナデ調整が行わ

れいる O 体部内面には当て具痕がわずかに認められる。 358はE区BS P43出土遺物である。須恵器椀

である。高台は丸味を有し，厚手である O 内外面ともに二次焼成を受けている。 359はH区BS P79出

土遺物であるO 十瓶山窯産須恵器鉢であるO 端部は四角くおさまるO 内外面には板ナデ調整が施される。

360はE区BS P 104・106出土遺物である。土師質土器鍋である。口縁部は「く」字形に屈曲し，内湾

気味に立ち上がる。 361はE区BS P 129出土遺物である。土師質竃とした。内面には煤が付着する。胎

土中に多量の雲母を含む。 362はE区BS P 132出土遺物である O 口径が11.6cmを測る小型の土師質土器

坪である。底部は回転ヘラ切り (L)で，口縁部との境は明瞭に屈曲する。口縁端部に煤が付着してい

る。 363はE区BS P 193出土遺物である。西村型須恵器椀である。内面は板ナデ調整，外面は指押さえ

後，回転ナデ調整が施される。高台は丸味を有し，粗雑に貼付されている O 口縁部外面には重ね焼きに

より生じた煤が帯状に付着している O

364・365はE区BS P14出土遺物である。 364は土師質土器小皿である O 口径が9.6cmと松並・中所遺

跡出土小皿のなかでは大型に属する。口縁部は直線的に聞き，底部は回転ヘラ切り (R)である。内外

面に顕著な二次焼成が認められる o 365は土師質土器小皿である。口縁部は短く，強く外反する。 366は

E区BS P40出土遺物である。黒色土器 (A類)椀である。高台は比較的細く，体部内外面に回転ヘラ

ミガキが施される O 口縁部外面には炭素の吸着が波状に認められる。 367はE区BS P41出土遺物であ

るO 瓦器椀である O 高台は接小化し，潰れた方形から三角形を呈する。体部外面には顕著な指押さえ，

見込みには螺旋状ヘラミガキが施される。外面のミガキの有無は確認できない。 368はE区BS P42出

土遺物である O 土師質土器鍋である。口縁部は緩やかな「く」字形に屈曲し，端部は下方に挽き出す。

内面はヨコハケないしタテハケ，外面はタテハケが施され，口縁部のみ横ナデ調整を加え，端部を整形

している O 角閃石を比較的多く含む特徴的な胎土である。 369はE区C第l面SP02出土遺物である。
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土師質土器椀であるC 底体部境に明瞭な屈曲点を有し，外面底部に高台貼付時の横ナデ調整にナデ残さ

れて，管状のスタンプが確認できる。高台はややシャープな断面三角形を呈する O 内外面に煤が付着す

るo 370はE区C第 1面SP03出土遺物である。瓦器椀である。体部外面に指押さえは確認できず，口

縁部とともに横ナデ調整が施される o 371 ~376は E 区 C 第 1 面 S P06出土遺物である。 371は土師質土

器椀である O 口径15.1cm，器高5.2cm，高台径5.6cm(径高指数は29) を測り，口径に比して，高きが低

い器形となる。口縁部は直線的に聞き，底体部は不明瞭であるが，底部回転ヘラ切りの痕跡がかすかに

認められる。 372は和泉型瓦器椀である。口縁部内外面にヘラミガキが入念に施される o 373は瓦器椀で

ある。高台は棲小化した四角形を呈する。 374は瓦器皿である。口径8.8cm，器高 2c皿を測る。口縁部外

面は横ナデ調整，底部は指押さえ，内面見込みには平行線状ヘラミガキが施される。 375は瓦器皿であ

る。口縁部外面には横ナデ調整，底部には指押さえが施され，内面にヘラミガキがみられる。 376は白

磁碗である O 口縁部は玉縁状を呈し，下部に沈線を有する。横田・森田分類白磁碗町類である o 377・

378はE区C第1面SP07出土遺物である。 377は須恵器椀である O 底体部は丸味を持って立ち上がり，

断面四角形の高台が粗雑に貼付される。外面は二次焼成を受け，灰褐色に変色し，内面には煤が付着し

ている。 378は土師質土器聾である O 口縁端部は丸味を有し，内外面ともに板ナデ調整が施される o 379 

はE区C第 1面SP12出土遺物である O 和泉型瓦器椀である。内外面にヘラミガキが施され，尾上編年

1II -2 期の所産であろう。 380~382は E 区 C 第 1 面 S P09出土遺物である。 380は黒色土器 (A類)椀

である。底体部境にわずかな屈曲点があり，口縁部中位は明瞭に窪みながら，大きく聞く。内面は板ナ

デ成形後 4分割のヘラミガキが施され，古い様相を示す。外面にも不明瞭ながらヘラミガキがみられ

る。高台は剥落し，その圧痕を留めるに過ぎない。高台を図のように復元した径高指数は31.4となり，

ヘラミガキの内容と器形，法量に新古混在した状況が窺える。381は土師質土器聾である。口縁部は「く」

字形に屈曲し，内面体部境に鋭い稜を持つ。口径は43cmと大きく，体部は長胴になる。 382は滑石製石

鍋である。口縁部はやや内湾し，端面から連続する把手は幅2.2cm，長さ 3cmを測る。把手は断面長方

形の癌状を呈する。木戸分類E類-a -1類に該当し， 12世紀初頭に位置付けられている(木戸1993)。

共伴遺物との年代観に約 l世紀の離離が生じ，その耐久性に起因する使用期聞が問題となる。ここでは

周辺遺構の状況から，長期使用後の廃棄を想定したい。 383・384はE区C第 1面SP13出土遺物である。

383は須恵器杯Bである O 高台は外方へ踏ん張り，内外面に凹面を有する O 混入品である。 384は和泉型

瓦器椀である。内外面にヘラミガキが施され，尾上編年1II-2期の所産と考えられる。 385・386はE区

C第1面SP14出土遺物である。 385は士師質土器杯である。口径14.8cm，器高2.8cmを測り，口縁部は

直線的に聞く。 386は瓦器椀である O 高台は潰れた台形を呈し，径5.2cmを測る。見込みが比較的広く，

高台も小さいが形状が整っており，尾上編年1II-1期まで上がる可能性が高い。 387・388はE区C第 1

面SP15出土遺物である o 387は土師質土器小皿である O 分厚い底部から明瞭に屈曲して，内湾気味に

立ち上がる口縁部をもっo 388は瓦器椀である。見込みに平行線状ヘラミガキが施され，高台は媛小化

の進んだ断面三角形を呈する。和泉型瓦器椀であれば，尾上編年1II-2期の所産である。 389・390はE

区C第1面SP22出土遺物である。和泉型瓦器碗である。内外面にヘラミガキ，見込みに平行娘状ヘラ

ミガキが認められ，底部は四角形を呈する。尾上編年1II -1~2 期の所産である。 391は E 区 C 第 1 面

S P27出土遺物である。和泉型瓦器椀である。内外面に入念なヘラミガキが施される。 392・393はE区

C第1面SP31出土遺物である o 392は土師質土器小皿であるO 口縁部は大きく聞き，中位に回転ナデ

調整による明瞭な稜を有する。 393は黒色土器 (A類)椀である。体部は直線的に開き，潰れた高台を
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持つ。内面に回転ヘラミガキが施されるが，外面の有無は確認できない。 394はE区C第1面SP33出

土遺物である。白磁碗である。口縁端部を強く屈曲させ，横田・森田分類白磁碗V類と思われる。 395

・396はE区C第1面SP36出土遺物である。 395は土師質土器杯である O 底体部境にかすかな屈曲点が

みられる。 396は瓦器椀である。見込みにはジグザグ状ヘラミガキ，外面にもヘラミガキが施される O

ヘラミガキは松並・中所遺跡出土の瓦器椀に比して細く，見込みのヘラミガキがジグザグ状を呈してお

り，楠葉型瓦器椀になる可能性がある(橋本1980)0397はE区C第I面SP41出土遺物である。土師質

土器小皿である。口縁部は短く外反し，底体部境に明瞭な屈曲点を見い出せる。底部外面は回転ヘラ切

り (R)である o 398はE区C第1面SP44出土遺物である。黒色土器 (A類)椀である。口縁部はや

や内湾気味に立ち上がり，口縁部下内面に凹線状の窪みを持つ。外面のヘラミガキの有無は確認できな

いが，内面には回転ヘラミガキが施される。 399はE区C第1面SP54出土遺物である。和泉型瓦器椀

である O 外面にはヘラミガキは確認できず，尾上編年ill-3期の所産である o 400はE区C第1面SP

59出土遺物である。土師質土器杯である。口径13.8咽，器高3.9cmを測り，口縁部は直線的に外反する O

底部外面は回転ヘラ切り (R?)である。灰白色の色調を呈し，含有鉱物の少ない精良な胎土である。

401・402はE区C第 1面SP77出土遺物である。 40HI:土師質土器椀とした。高台は震小化し，潰れた

四角形状の断面を呈する。内面には板ナデ調整が施される。 402は須恵器室である。外面は正格子叩き，

内面は当て具痕，ナデ，ヨコナデ調整がそれぞれ施される。 403はE区C第1面SP65出土遺物である O

土師質土器杯である O 口径13.6cm，器高3.4cmを測り，口縁部は直線的に外反するが，端部手前で強く

屈曲する。底部外面は回転ヘラ切り (L?)後，板状圧痕が施される。 404はE区C第l面SP73出土

遺物である。須恵器鉢片口部である。端部は外方へ挽き出し，内側は丸く収める。口縁部内外面はヨコ

ナデ調整後，片口部を成形した際に生じた指頭圧痕がみられる。 405・406はE区C第1面SP79出土遺

物である。 405は土師質土器小皿である。口径7.8cm，器高0.8を測る。口縁部は強く直線的に聞き，底

体部境には稜を有する。底部外面は回転ヘラ切り (R)後，板状圧痕が施される。 406は西村型須恵器

椀である。高台は径4.8cmと媛小で，粗雑に貼付されている。内面には板ナデ調整が施されるが，ヘラ

ミガキの有無は確認できない。 407はE区C第1面SP88出土遺物である。須恵器鉢である O 底部外縁

には強い板ナデ調整が施されるが，ナデの有無は確認できない。 408はE区C第2面SP98出土遺物で

ある。土師質土器小皿である。口縁部は強く外反し，長く延びる。底部外面は回転ヘラ切り (R?)で

ある。 409・419はE区C第2面SP119出土遺物である。 409は土師質土器小皿である。 410は須恵器聾

である。外面は長格子叩きが施される。 411はE区C第2面SP130出土遺物である。士師質土器小皿で

ある O 内外面に顕著な二次焼成を受ける。 412はE区C第2面SP139出土遺物である O 土師質土器杯で

ある。灰色の色調を呈し，石英・長石を比較的多く含むが，胎土の素地は非常に精良である O

413・414は官I区AS P06出土遺物である。 413は黒色土器 (A類)椀である。高台は剥落しているが，

貼付位置にはカキ目状の擦痕が施される。体部内面にはヘラミガキ，外面には指押さえ後，横ナデ調整

が加えられる。 414は黒色土器 (A類)椀である。高台は断面三角形を呈し，幅広に貼付されているO

415はvn区AS P44出土遺物である。西村型須恵器椀である O 口径14.6cm，器高4.2cm，高台径5.0cmを

測る O 口縁部はほぼ直綿的に立ち上がる。高台は潰れた方形の断面形状を呈する。体部内面は板ナデ調

整後，回転ヘラミガキ，外面は指押さえ後横ナデ調整が施される o 416・417はvn区AS P45出土遺物で

ある o 416は土師質土器杯である。 417は東播系担鉢底部片である。底部は回転糸切り後，周縁部のみナ

デ調整が施される o 418はvn区AS P37出土遺物である O 瓦器椀である O 高台は断面三角形を呈する。
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包含層

遺構面直上包含層

E区， ill区Cで確認した遺構面直上中世包含層であるO 削平の度合いに呼応して，堆積状況は一様で

なく，確認できない調査区にも元来存在していたと考えられる。グリットでの取り上げは実施していな

いため，遺構との対応は不明である。また，遺構検出面の把握が困難であったため，遺構埋土の遺物が

混入している可能性が残る。

出土遺物は土師質土器小皿・杯・椀・葺，須恵、器椀・鉢・蓋，黒色土器椀，瓦器椀・皿，白磁碗，青

磁碗・合子がある。

419~426は土師質土器小皿である。 419~423は外反して開く口縁部を有し，底部は確認できた個体は

すべて回転ヘラ切り (R)である。口径は6.8~9. Ocmとぱらつきがある。 421は士師質土器小皿である。

口縁部は中位から強く外反きせ， Iく」字形を呈する。 423は底体部に回転ヘラ切りに連続する沈線が認

められる。 424~426は内湾気味に開く口縁部で，底部は回転ヘラ切り (R) である。口径は8.3cm前後

に収まる。 424は内外面に二次焼成が顕著にみられる。 427~431は土師質土器杯である。法量にまとま

りはないが，底部が確認できた個体はすべて回転ヘラ切りである O 口縁部は直線的に立ち上がるもの

(427) ，内湾気味のもの (428)，大きく聞くもの (429) とバラエティーがある。 429は器厚が薄く，椀

になる可能性も残る o 432~436は土師質土器椀である。 432は底体部境が丸味を有し，細長い高台が付

く。高台径は4.7cmを測る。 433は底体部境に不明瞭ながら屈曲点を有し，この付近が最も器壁が厚い。

高台断面は潰れた三角形を呈する o 434・435は底体部境が明瞭に屈曲し，この屈曲部分における器壁厚

が最も厚い。底径は434が10cm，435が8.5cmを測る。「杯DJ+ I高台J=椀という製作技法が明瞭に読

み取れるが， 427~431の土師質土器杯と比較すると， 435は合致するが， 434の底径とは差異がみられ，

少ない個体資料であるが単純に杯として製作した土器を椀製作に用いたとは言えないようである(片桐

1992，佐藤2000)。なお，底部は434に回転ヘラ切り調整が確認できる o 436は丸味を持つ底体部で，外

面は指押さえ後横ナデ調整が施される。高台端部は欠損しているが，母体となる板状の粘土盤を貼付し，

その端部を折り曲げることにより高台を形成している。 437は黒色土器 (A類)椀である。高台は比較

的シャープで長い。外面にはヘラミガキは確認できない。 438は須恵器椀である O 高台断面は三角形を

呈する。 439は吉備系土師器椀である。高台は細長く，胎士は精良である。山本編年のill-1期の所産

であろう(山本1993，吉備系土師器椀に関してはこれに依拠する)0440~442は瓦器椀である。 440は和

泉型瓦器椀で，内外面にヘラミガキが認められるO 尾上編年ill-2期の所産である o 441・442は接小化

した断面三角形の高台が付く。 443瓦器皿である。 444~453は白磁碗である。 444~447は口縁端部が玉

縁状を呈し，横田・森田分類町類に該当する。 448は口縁部を外反させ，外面口縁部下に 2条の凹線状

沈線を施す。横田・森田分類V-2a類であろう。 449は見込みに段を有する o 450は見込みの軸を輪状

にカキ取っており，横田・森田分類咽類になる o 451・452は幅広で，削り出しの比較的浅い高台を有し，

底部器肉は厚い。見込みと体部境には沈線状の段を持つ。横田・森田分類町一 l類に該当する。 453は

幅広で，削り出しの浅い高台を持ち，見込みに沈線状の段を有する。外面の施軸は高台の手前まで及ん

でいる。 454は青磁碗であるO 口縁部は端部のみ外反させるO 越州窯系の青磁碗であろう。 455は青磁合

子蓋である。底径は5.6cm前後を測り，外面には型押しの蓮弁文が施される O 内面天井部には軸が確認

できる。

456~460は須恵器鉢である。 456は口縁端部を四角く， 457は四角く収め，下端を垂下させる o 458は
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端部付近で外方へ緩やかに屈曲し，端部を上方へ摘み出し，口縁部に斜行する端面を有する o 456・458

は十瓶山窯産と思われる。 459は底部外縁に強い横ナデ調整が加わり，十瓶山窯産と考えられる o 460は

外面に板ナデ調整が施され，底部外縁のナデ調整は認められない。胎土中に片岩系の石粒を含む等，十

瓶山窯産須恵器とは異なる O 亀山産であろうか。 461・462は十瓶山窯産須恵器聾口縁部である。 461は

口縁部が外反し，端部を上方に軽く摘み上げる。口縁部外面は右上がりの長格子叩き後，横ナデ調整が

施きれている。 462は内外面とも横ナデ調整が施され，わずかに端面を作り出す。 463は須恵器壷ないし

聾底部である。高台径10cmを測り，高台は外方へわずかに踏ん張る。 464・465は土師質土器斐である。

口縁部は内湾気味に立ち上がり，内面は板ナデ，外面は指押さえ後，ナデ調整が施される o 466は土師

質竃である。内面は指押さえ後，板ナデ調整が施される O

出土遺物の年代観にばらつきがあるが，包含層形成年代としては， 13世紀中葉前後と考えられる。

E区B• C第 1画整地土

E区B'Cにおいて第 1遺構検出面のベース土として確認した。第40図の土層注記番号3・4に該当

する。遺物は土師質土器小皿，須恵器椀・鉢・斐，白磁碗・皿，青磁皿が小袋で3袋程度出土している。

467~472は土師質土器小皿である o 467~469は外反する口縁部を有し，底部は回転ヘラ切り (R) で

ある。口径は8.4~9. Ocmを測る。 470は内湾気味の口縁部で，底部は回転ヘラ切り (R)である o 471・

472は直線的に立ち上がる口縁部を有し，底部は回転ヘラ切り (R)である。 473は端部を欠くが，外反

する口縁部を有する O 底部は回転ヘラ切り (L)である o 474・475は土師質土器椀である o 474の高台

は綾小化し断面多角形を呈する。 475は器壁がやや厚く，高台は四角形を呈する。 476・477は黒色土

器 (A類)椀である。外面のヘラミガキは確認できず，内面には板ナデ調整後ヘラミガキが施される。

高台形状は著しく異なり， 476は円盤状粘土を貼付し，その端部を整形したもので， 477は外方へわずか

に踏ん張る。 478~480は須恵器椀である。 478は平坦面の広い見込みを有し，断面三角形の接小化した

高台が付く O 内面は板ナデ調整後ヘラミガキ，外面は指押さえ後横ナデ調整が施される。瓦器椀の可能

性も残る。 479は断面三角形の比較的大きい高台を有し，器壁も分厚い。灰粕陶器椀ないし鉢と考えら

れる o 480は東播系須恵、器椀と考えられ，体部には入念な回転ナデ調整が施され底部には回転糸切

り痕が確認できる o u1仲分類A1類に該当する o 481 ~484は和泉型瓦器椀である o 481は口径17cm，器

高4.8cmを測り，断面四角形の高台が付く。外面は顕著な指押さえ後，回転ヘラミガキ，内面は連結輪

状文ヘラミガキが施される O 尾上編年 ill-1~2 期の所産と考えられる o 482の外面にはヘラミガキは

施されず，尾上編年ill-3期の所産である。 483は481に似るが，高台の断面形状は三角形を呈する o484 

は内外面にヘラミガキが確認できる。 485・486は瓦器皿である。 485の見込みには平行線状ヘラミガキ，

内面には回転ヘラミガキが施される。 487~490は白磁碗である。 487は玉縁状の口縁部， 488は幅広で，

削りの浅い高台を有し，見込みに指押さえによる窪みと体部境に深い段を持ち，横田・森田分類町類に

該当する o 489・490は端部付近で外反する口縁部で，内面口縁部下に l条の沈線を有する o 489は外面

に2条の回線状の沈線を持つ。横田・森田分類白磁碗V類と思われる。 491は白磁皿であるC 口縁部は

外民させ，見込み底体部境に沈線を持つ。横田・森田分類白磁皿W類に該当する。 492は青磁皿である。

龍泉窯系青磁皿I類と考えられる。

493・494は十瓶山窯産須恵器鉢である。 493は口縁部は端部手前で屈曲し，内湾気味に立ち上がり，

端部は上端面と側端面を有する O 体部外面は左上がりの長格子叩き後，横ナデ調整，内面は横ナデ調整
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が加えられる。 494は直線的に聞く口縁部で，端部内側を上方へ摘み出す。片口部も確認できる o 495~ 

497は卜瓶山窯産須恵器歪である。 495は口縁部から頭部片で， Iく」字形に屈曲する頭部中程で，再度

聞く口縁部を有し，端部は不明瞭ながら面を持つ。口縁部外面は右上がりの格子叩き後横ナデ調整，内

面は横ナデ調整，体部外面は横方向の格子叩きが施され，体部内面は当て具痕をナデ消している。 496

は495と同一個体と考えられ体部に左上がりから横方向の長格子叩きが施され，内面は当て具痕をナデ

消し，横ナデ調整が加えられる o 497は霊の底部で底部外縁に強い横ナデ調整が施される o 498は須恵器

頭部付近と考えられる。自然柚が外面には明瞭に，内面にはうっすらと降灰する O 調整は内外面とも横

ナデ調整である。 499は須恵器霊体部片である。外面は長格子町きが施され，内面は当て具痕をナデ消

し，横ナデ調整が加えられる o 500は土師質土器歪である O 口縁部は「く」字形に外反し，端部は四角

く収める。外面は顕著な指押さえ，内面は指押さえ後ナデが施され，さらに板ナデ調整が加わる。 501

は土師質土器羽釜である C 鍔部は太く，短い。 502は士師質土器鍋である。ボール状の体部から「く」

字形に屈曲して直線的に延びる口縁部が付く O 端部には口縁部に斜行する端面を有し，沈線が 1条施さ

れる。体部内面は板ナデ調整，外面は指押さえ後タテハケが施される。

503・504は土師質竃である。 505は石鍋底部である。底径16.4cmを測り，内外面に煤痕が付着してい

るO 内外面と底面には顕著なノミ状工具痕と擦痕が施される O

出土遺物には12世紀末~13世紀前葉の時間幅があるが，層序関係や下層の遺構との関係から， 12世紀

末~13世紀初頭前後の形成年代を想定したい。
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その他

506はE区A. 507~509は E 区 C. 510~541は E 区 C 第 I 面. 542~546は E 区 C 第 2 面の遺構面精査

中出土遺物である。当該箇所における遺構の遺物出土量から. m区C第 1面精査中遺物の大多数はE区

C S D01ないしE区C第 1面整地土出土と思われる。

506・507は土師質土器杯である O 口縁部は直線的に立ち上がり，底部は回転ヘラ切り後，板状圧痕が

施される。 507は底部外縁に強い横ナデ調整が加えられ，底体部境が明瞭で、ある。 508は白磁碗である。

口縁部は玉縁状を呈し，横田・森田分類町類である o 509は土師質土器椀である。底体部境に明瞭な屈

曲点が残り，杯部のみを見れば，坪Dと大差はない。高台はドーナツ状の粘土を貼付し，その端部を折

り曲げている。 510~516は土師質土器小皿である。 510は口縁部が外反し，底部は回転ヘラ切り (R)

である。口径は9.2cmと大きい。 511・512は直娘的に延びる口縁部を有し，底部は回転ヘラ切り (R)

である o 513~515は内湾気味に立ち上がる口縁部で，底部は回転ヘラ切り (R) である。 516は口縁部

を端部手前で大きく屈曲させる特徴的な器形を呈し，当遺跡では唯一の出土である O 口径は7.4cmを測

り，底部は回転ヘラ切り (R) 後，板状圧痕が施される。 517~521は土師質土器椀である。 517は外面

に顕著な指押さえが施される。 518は底体部境に明瞭な屈曲点が認められる。底径は9.4cmを測り，断面

三角形のやや細長い高台が付く。 519は長脚の高台を有し，高台高は 2cm前後と極めて長い。高台径は

8.6cmを測る。 520・521は高台が細長く，胎土も極め細かい点から，吉備系土師器椀と考えられる。 522

は黒色土器 (A類)椀である。口縁部は内湾気味に立ち上がり，内外面にはヘラミガキが確認できる O

外面のヘラミガキは横ナデ調整の凸部を消すように施される o 523・524は須恵器椀である。 523は四角

形の高台を有し，内面にのみヘラミガキが確認できる。 524は径2.2cmの円盤状高台を有する須恵器椀で

ある。 8世紀代の須恵器蓋になる可能性も高い確率で残る。 525・526は和泉型瓦器椀である。 525・526

は器高が高く，内湾度合いが強い深椀器形を呈する。内外面にヘラミガキが施され，高台は潰れた四角

形を呈する。尾上編年II-3期まで下る時期の所産であり，松並・中所遺跡出土遺物のなかでは，古い

様相を示すものである。 527・528は瓦器皿である。 527は内外面.528は内面にヘラミガキが施されるO

529~533は白磁碗である。 529は小さな玉縁状の口縁部を有し，横田・森田分類の E ないし E類に該当

する o 530~532は玉縁状の口縁部を有し，一横田・森田分類の町類である o 533は比較的細く，低い高台

を有し，外面の施粕は認められず，見込みの軸を輪状にカキ取っている。横田・森田分類唖類に該当す

る。 534は青磁碗である。見込みと体部境に段を有し，外面下半は施粕されない。 535マ537は須恵器鉢

である。 535は片口部にあたり，口縁部は直線的に延び，端部は四角く収める o 537は東播系担鉢底部で，

底部に回転糸切り痕が認められる。 538は十瓶山窯産須恵器葺である O 口縁部は緩やかに外反し，端部は

丸味を有するO 外面は右上がりの叩き後横ナデ調整，内面は指押さえ後横ナデ調整がそれぞれ施される。

539は土師質土器聾である。口縁部は内湾気味に立ち上がり，端面は四角く収める o 540は土師質竃であ

るO 通常鍔部を貼付するが，この個体は体部端を鍔部相当部に対応させ，その内側に粘土帯を貼付して

いる。内面は顕著な指押さえ，外面は丁寧なナデ調整が施される。 541は璃瑠製勾玉である。全長2.5cm.

最大幅1.3cm.重量3.05gを測る O 片側穿孔である o 542は土師質土器小皿である。短く，直線的に立ち

上がる口縁部を有し，底部は回転ヘラ切り(R)である o 543は土師質土器杯である O 口縁部は内湾気味

に立ち上がり，底部は回転ヘラ切り (R?)である。 544は須恵器椀である。高台は細長く，外方へわず

かに踏ん張る。 545は白磁皿である。口縁端部は鋭く外反する。横田・森田分類IX-1類と考えられる。

546は十瓶山窯産須恵器鉢である。口縁部は直線的に聞き，上方へわず、かに摘み上げ，端面を有する。
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側溝出土遺物

547~554は E 区 C ， 555・556はE区Bの側

溝掘削土から出土している o m区B・Cの東

端部にはSD01が位置しており， m区B'C
S DOHこ属する可能性が高い。

547は土師質土器小皿である。口縁部はや

や外反し底部は回転ヘラ切り (R?)であ

る。 548は瓦器皿である o 549は土師質土器椀

である。高台断面は潰れた方形を呈する0550

・551は黒色土器 (A類)椀である。 552・553

は和泉型瓦器椀である。 552は内外面に分割

ヘラミガキが施され，高台形状も安定してい

る。尾上編年I期まで遡るものであり，松並

・中所遺跡出土中世前半遺物のなかで最も古

いものである。 553は方形の高台を有し，底

部を下から押し出し，見込みが盛り上がって

いる。 554は白磁碗である。高台は幅広で，

℃三コ三三土グ547

宅互弓48

-主ョ奇j

℃二三1二二ノ
、、王三正己主な551

τ=監守二653
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マ??三T
第91図側溝出土遺物 (S=1/4)

浅く削り出し，見込みに深い段を有するO 横田・森田分類町類である。

555は十瓶山窯産須恵器壷底部である O 外面は板ナデ調整，内面は指押さえ後，横ナデ調整が施され，

底部外縁のみ強い回転ナデ調整が加えられる。底部には下駄印と思われる印刻が確認できる。 556は土

師質土器聾である。長胴の体部から「く」字形に屈曲する口縁部を有する。
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3.近世

当該期の遺構はE区Bを中心に確認している。その遺構密度は散漫で、，大規模な集落の存在を首肯で

きるものではない。また，町~V区にかけて検出した溝群は，聞き取り調査では，ごく最近まで機能し

ており，出土遺物の上限である18世紀中葉から現代までは確実に機能していたと考えられる。同じく聞

き取り調査では，この溝群の東側は「大八車が通れる程度の道で，栗林トンネルの上を走る峠道とつな

がっていたjという話やm'N区間の坪境付近で屈曲し， I~m区部分では現道の下がこれから連続す

る道であったという話を得ており，旧地割と関係の深い溝状遺構であったと考えられる O

土坑

E区BS K02 

E区Bグリット C16で検出した土坑である O 径1.6m前後の円形で，逆台形の断面形状を呈する。埋

土は灰白色粘質土の単一層で，明黄褐色粘質士や褐灰色粘質土ブロックが多く含み，人為的な埋戻しが

想定できる。底面は平らで，掘方の下場に沿って，幅 2cm前後，深さ 3cm以下の溝が円形に巡る。溝内

の埋士は褐灰色砂質土で，木材の腐朽痕と考えられる。湧水層まで達していないため，井戸を想定する

ことは困難である。短期間に埋め戻された単一層埋士や腐朽痕から，桶材を用いた埋葬施設の可能性が

高い。

遺物は土師質土器小皿・杯・培熔・足釜，備前播鉢が小袋で2袋出土している O

ペ平〉
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-98-



557は土師質土器熔熔である。口縁部は滑らかに屈曲し，垂下する。端部はやや肉厚になる。体部外

面は指押さえ，内面は板ナデ調整が施される。森下分類の賠熔1型式に該当する(森下友1998)0558は

備前播鉢である。口縁端部は重厚で，顎部の張り出しが顕著で、ある。外面は回転ナデ調整が施される。

摺目の間隔はわずかにみられ，摺目端はナデ消きれない。乗岡編年近世2期後半の所産であろう(乗岡

1999，以下備前播鉢の分類はこれに依拠する)0559は砥石である。

出土遺物より， 18世紀前半を中心とした時期に位置付けられ， 558は長期使用後の廃棄と考えたい。

E区B8 K09 

E区Bグリット C16で検出した土坑である。平面形は卵形を呈し，長軸長1.0m，短軸長0.7mを測る。

断面形状は浅いU字形を呈し，埋土は下層に拳大前後の小磯充填層，中層に上方から流れ込むにぶい黄

樺色混砂粘質土，上層に灰白色粘質土が堆積している。遺構の性格は不明であるが，下層の離充填層形

成後，上層埋没まで一定期間の時間幅が想定でき，こうした在り方が遺構の性格を反映していると思わ

れる。遺物は土師質土器小皿・土鍋・倍熔，須恵、器聾，瓦器椀，陶胎染付椀，平瓦，瓦質土器が小袋で

2袋出土している。 560は

肥前系陶胎染付椀である。

561は瓦質浅鉢である。口

縁部は直線的に聞き，端部

は内側にやや挽き出し，外

側は丸味を帯びる。口縁部

には未穿孔の内耳が付く。

出土遺物より， 18世紀後

葉を中心とした時期に位置

付けられる可能性が高いが，

掲載遺物からその年代観を
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導き出すのは困難である。 第93図 E区B8 K09平・断面図 (8=1 /40)，出土遺物 (8=1/4)

溝状遺構

U区A8 D01・02，N区B8 D01-03， N区c・D8 D01， V区8D01 
W区-v区にかけて検出した溝状遺構である。 E区ではその延長は確認できず， m. 1v区間でクラン
ク状に屈曲し， m区以南では現道の下を走行していると想定できる。その埋没状況は，町区A・Dで確
認している。町区Aでは，少なくとも 3条の溝が重複関係を有する。第94図によると，土層番号1; S 

DOl， 2 ; S D02， 3・4; S D03という想定が可能であり， S D03→02→01という埋没・掘削過程が

考えられる。前述したごく最近まであったという溝埋土がSD01であり，ビー玉や肥料袋等を確認して

いる。各層位別取り上げを実施していないが，出土遺物はすべて町区Aにおける SD02・03からの出土

である。一方，町区Dは第94図によると，土層番号15・16; S D01， 17; S D02となり， 18はSD02下

層ないしSD03と想定することができる。埋没・掘削過程は町区Aと同様であり，出土遺物もおおむね

17・18層出土遺物である。

なお，付図の遺構配置図ではSD01-03を一括して表現している。
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疹揚揚~

勿揚揚揚

18 

o 1m 
ト寸寸

褐灰色 (10YR 4/1)砂買土. S 0011里土
2目灰白色 (10YR7/1)粘質土. S 0021里土唱拳大前後の穫を多く含む
3 褐灰色 (10YR 6/1 )混砂粘質士可 S003埋土町華大以下の礁を多く吉む
4 灰黄褐色 (10YR4/2)粘質土. S 0031!ll土下層
5 :造成土
6 オリーブ黒色 C7.5Y3/1)混砂粘質土.現代掘り込み1聖土 (6- B) 
7・貰灰色 (2.5Y4/1)混砂粘質土
B :黒褐色 (2.5Y/3/1)混砂粘質土. 2 an前後の小撲を~<含む
9 黒色 (2.5Y211)粘貿士.慣乱杭埋土
10 :浅黄梅色(10YR8/3)粘質土
11:灰色 (5Y 4/1)混砂シルト質土.耕作土
12 :明賞褐色 (10YR6/6)粘質土.床土
13:にぷい黄櫨色 (10YR6/4)粘質土咽床土
14: J正賞褐色 (10YR4/2)混砂粘質土. 2冊以下の小穫を多く吉む
15 :褐灰色 (10YR 5/1)混砂粘質土. 3冊以下の小礁を多く吉む句 1に対応
16 :褐灰色 (10YR 4/1)シルト質土
17・褐灰色 (10YR6/1)混砂粘質土. 3間前後の小礁を多量に含む. 2に対応
18 固にぷい黄褐色 (10YR6/4) 混砂シルト質土~I' e が多量に沈着
19 黒褐色 (2.5Y3/1)混砂粘質土.遺構面上層弥生包含層

第94図 U区AS 001 ""03， N区CS 001断面図 (S= 1 /40) 

562は備前播鉢である。口縁部は重厚で，顎部が断面三角形を呈する。体部外面には回転ナデ調整が

施され，内面摺目は密で，間隔を持たない。乗岡編年近世4期の所産であろう。 563・564は堺産揺鉢で

ある。 563は口縁部内面に段を有し，顎部の張りも大きい。体部外面には回転ヘラケズリ調整が施され

る。摺目は密に入れ，端を丁寧にナデ消している。白神編年E型式の所産である(白神1992，以下堺産

指鉢の分類はこれに依拠する)0564は口縁部内面に沈線状の段を有し，顎部は三角形状を呈するO摺目

は密に入れるが，わずかに間隔が空く。摺目端はナデ消されるが，かすかにその痕跡を留める。白神編

年E型式まで下るものであろう。

565は土師質土器情熔である O 口縁部は鈍角に折れ，垂下することなく，端部に至る O 内耳には穿孔

が認められる。森下分類倍熔1型式の所産である。 566は瓦質熔熔である。口縁部は鈍角に屈曲し，内

側に稜を残す。 567は土師質土器倍熔である。体部上半は緩やかに屈曲して立ち上がり，口縁部をほぼ

直角に折り曲げる。内耳を有し，貫通しない穿孔を持つ。森下分類倍熔2型式に該当する o 568は体部

から鈍角に聞く肉厚の口縁部で，端面を有する。内耳には貫通しない穿孔がみられ，森下分類倍熔2型

式と思われる。 569・570は瓦質土器羽釜である。 569の鍔部は 3cmを測り，口縁部には確認できる範囲

では 2条の沈線を有する o 570は鍔径17.5cmと著しく小さく，日常品として機能を果たしていた可能性

は低い。 571・572は同一個体と考えられる陶器聾である。底面は回転ヘラケズリ，底部内面は回転ナデ

調整，体部内外面は横ナデ調整がそれぞれ施される。外面は暗赤褐色，内面は灰オリープ色の色調を呈

し，内面のみ施軸される o 573は銅銭(寛永通宝)である。

出土遺物より， 18世紀中葉~19世紀の幅広の年代が与えられる。現代まで機能した S D01を除くと，

S D02・03は上記の年代幅に収まることになり，出土遺物のなかで最も古相に位置付けられる18世紀中

葉~後葉のある段階にSD03の埋没が開始したと考えたい。
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第4章 自然科学的調査の結果

第1節 松並・中所遺跡の花粉分析及びプラント・オパール分析

株式会社古環境研究所

1 .はじめに

花粉分析は，一般に低湿地堆積物を対象として比較的広域な地域の植生や古環境の復原に応用されて

おり，遺跡調査においては遺構内の堆積物などを対象とした局地的な植生の推定も試みられている。な

お，乾燥的な環境下の堆積物では，花粉などの植物遺体が分解されて残存しないこともある。-方，植

物珪酸体は，ガラスの主成分である珪酸 (Si02) が植物の細胞内に蓄積したものであり，植物が枯死し

た後も微化石(プラント・オパール)となって土壌中に半永久的に残っている。プラント・オパ}ル(植

物珪酸体)分析は，この微化石を遺跡土壌などから検出し，その組成や量を明らかにする方法であり，

イネをはじめとするイネ科栽培植物の同定および古植生・古環境の推定などに応用されている。

松並・中所遺跡は，高松平野の北西部，香東川の扇状地上に立地する。本遺跡の周辺には，縄文時代

から近世に至る時代の遺跡が確認されている。

ここでは，松並・中所遺跡N区Cで検出された河川跡 (SR01)の堆積層について花粉分析とプラン

ト・オパール分析を行い，農耕ならびに植生・環境について検討を行う O

2.試料

試料は，西壁より採取された 6点である。上位より灰黄褐色砂混じり粘質土(試料5，1層)，黒褐

色砂混じり粘質土(試料6，II層)，黒褐色粘質土(試料10，m層)，黄灰色砂混じりシルト(試料7，
N層)，灰色砂(試料8，V層)，灰色砂(試料9，日層)である。このうち，上層の I層と E層，中層

のE層と町層は弥生時代中期後葉，下層のV層は弥生時代前期前半末，地山の羽層は弥生時代前期前半

末以前の堆積とされている O

3 .方法

(1 )花粉分析

花粉粒の分離抽出は基本的には中村(1973)を参考にして，試料に以下の物理化学処理を施して行った。

1) 5%水酸化カリウム溶液を加え15分間湯煎する O

2 )水洗した後， 0.5阻の舗で、喋などの大きな粒子を取り除き，沈澱法を用いて砂粒の除去を行う。

3) 25%フッ化水素酸溶液を加えて30分放置する。

4 )水洗した後，氷酢酸によって脱水し，アセトリシス処理(無水酢酸9:濃硫酸 1のエルドマン氏液

を加え 1分間湯煎)を施す。

5)再び氷酢酸を加えた後，水洗を行う O

6 )沈濯に石炭酸フクシンを加えて染色を行い，グリセリンゼリーで封入しプレパラートを作製する。

以上の物理・化学の各処理聞の水洗は，遠心分離(l500rpm，2分間)の後，上澄みを捨てるという

操作を 3回繰り返して行った。

検鏡はプレパラート作製後直ちに生物顕微鏡によって300-1000倍で行った。花粉の同定は，島倉
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(1973)および中村(1980) をアトラスとして，所有の現生標本との対比で、行った。結果は同定レベル

によって，科，亜科，属，亜属，節および種の階級で分類した。複数の分類群にまたがるものはハイフ

ン(一)で結んで、示した。なお，科・亜科や属の階級の分類群で一部が属や節に細分できる場合はそれ

らを別の分類群とした。イネ属に関しては，中村(1974，1977)を参考にして，現生標本の表面模様・大

きさ・孔・表層断面の特徴と対比して分類しているが，個体変化や類似種があることからイネ属型とした。

(2) プラント・オパール分析

プラント・オパールの抽出と定量は， Iプラント・オパール定量分析法(藤原， 1976) Jをもとに，

次の手順で、行った。

1)試料土を絶乾(1050C. 24時間)する O

2)試料士約 1gを秤量後，ガラスビーズ(直径約40畑，約0.02g)を添加する O

※電子分析天秤により 1万分の 1gの精度で秤量

3 )電気炉灰化法により有機物を処理する。

4)超音波 (300W'42KH Z . 10分間)により試料を分散する O

5 )沈底法により徽粒子 (20畑以下)を除去後乾燥する。

6)封入剤(オイキット)中に分散しプレパラートを作成する。

検鏡は，おもにイネ科植物の機動細胞(葉身にのみ形成される)に由来するプラント・オパール(以

下，プラント・オパールと略す)を同定の対象とし， 400倍の偏光顕微鏡下で、行った。計数は，ガラス

ビーズ個数が400以上になるまで、行った。これはほぼプレパラート 1枚分の精査に相当する O

検鏡結果は，計数値を試料1g中のプラント・オパール個数(試料1gあたりのガラスビ}ズ個数に，

計数されたプラント・オパールとガラスビーズの個数の比率を乗じて求める)に換算して示した。また，

おもな分類群については，この値に試料の仮比重(1.0と仮定)と各植物の換算係数(機動細胞珪酸体

1個あたりの植物体乾重，単位:10 -5 g) を乗じて，単位面積で層厚 1cmあたりの植物体生産量を

算出した。換算係数は，イネ(赤米)は2.94，ヨシ属(ヨシ)は6.31，ススキ属型(ススキ)は1.24， 

ネザサ節型は0.48，クマザサ属型(チシマザサ節・チマキザサ節)は0.75である。

4.分析結果

(1)花粉分析

1)分類群

出現した分類群は，樹木花粉9，草本花粉7，シダ植物胞子1形態の計17である。これらの学名と和

名および粒数を表1に示し，主要な分類群を写真に示す。以下に出現した分類群を記す。

〔樹木花粉〕

ツガ属，マツ属複維管束亜属，コウヤマキ，イチイ科ーイヌガヤ科ーヒノキ科，サワグルミ，クリ，

シイ属，コナラ属コナラ亜属，コナラ属アカガシ亜属

〔草本花粉〕

イネ科，イネ属型，カヤツリグサ科，アブラナ科，タンポポ亜科，キク亜科，ヨモギ属

〔シダ植物胞子〕

単条溝胞子

つdハU
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2)花粉群集の特徴

花粉はいずれの試料からもほとんど検出されないか，検出きれなかった。試料Iではイネ科を主に，

カヤツリグサ科，ヨモギ属，タンポポ亜科などが極めて少量であるが出現する。

(2) プラント・オパール分析

I層~羽層について分析を行った結果，イネ，ヨシ属，ウシクサ族(ススキ属型)，シパ属，タケ亜

科(ネザサ節型，その他)および未分類のプラント・オパールが検出された。このうち 1層ではこれ

らすべての分類群が II層と町層ではシパ属を除く各分類が， m層とVI層ではウシクサ族(ススキ属型)， 

タケ亜科(ネザサ節型，その他)および未分類が，そしてV層ではタケ亜科(ネザサ節型，その他)と

未分類がそれぞれ検出された。これらについて定量を行い，その結果を表4，図96に示した。主要な分

類群については顕微鏡写真を付す。

5.花粉分析・プラント・オパール分析から推定される農耕ならびに植生と環境の変遷

分析の結果 1層と E層および町層よりイネのプラント・オパールが検出されたc このうち 1層で

はプラント・オパール密度が 5，800個/gと稲作跡を推定する際の基準値である 5，000個/gを上まわ

っている。したがって 1層については本地点もしくはごく近傍において稲作が行われていたと考えら

れる o II層と町層ではいずれもプラント・オパール密度が500個/gと非常に低い値であることから，

上層あるいは近傍の水田層よりイネのプラント・オパールが混入したものとみられる。

なお I層では，イネ以外に少量ながらススキ属型やネザサ節型，ヨシ属およびシパ属のプラント・オ

パールが検出され，花粉ではイネ科を主に，カヤツリグサ科，ヨモギ属，タンポポ亜科などが少量検出

されている。こうしたことから，草本類の生育する植生で花粉などの植物遺体の分解される乾湿を繰り

返すような環境が示唆される。 E層から百層では，花粉などの植物遺体の分解される比較的乾燥した環

境が推定される。

6 .まとめ

松並・中所遺跡町区Cの河川跡 (SR 01)の堆積層について花粉分析とプラント・オパール分析を行

い，農耕および植生と環境について検討した。その結果 1層においてイネのプラント・オパールが高

い密度で検出され，調査地あるいは近傍で稲作が行われていた可能性が示唆されたc なお，いずいれの

試料からも花粉がほとんど検出きれないか，あるいはまったく検出きれないことから，堆積地は花粉な

どの有機質遺体の分解される乾燥あるいは乾湿を繰り返す堆積環境であったと推定された。
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分 類 群 町区C. S ROl 

学 名 平日 名 I E E 町 V 百

Arboreal pollen 樹木花粉

Tsuga ツガ属 1 

Pinus subgen. Diploxylon マツ属複雑管束亜属 1 

Sciadopitys verticillata コウヤマキ l 

Taxaceae-Cephalotaxaxeae-Cupressaceae イチイ科一イヌガヤ科ーヒノキ科 1 1 

Pterocarya rhoifolia サワグルミ 1 

Castanea crenata クリ 1 

Castanopsis シイ属 l 

Quercus subgen. Lepidobalanus コナラ属コナラ亜属 I 1 

Quercus subgen. Cyclobalanopsis I コナラ属アカガシ亜属 I 2 

Nonarboreal pollen 草本花粉

Gramineae イネ科 10 1 1 1 

Oryza type イネ属型 1 

Cyperaceae カヤツリグサ科 3 

Cruciferae アブラナ科 2 

Lactucoideae タンポポ亜科 3 

Asteroideae キク亜科 1 

Artemisia ヨモギ属 3 l 2 
-・・・・・ ・・・・ ・・・ ・・・・・ー・............ ー』ー・....................... ..・ー...................... ーーーーーーーーー...

Fem spore シダ植物胞子

Monolate type spore 単条溝胞子 1 

Arboreal pollen 樹木花粉 6 2 1 2 O O 

Nonarboreal pollen 草本花粉 22 2 3 1 O 1 

Total pollen 花粉総数 28 4 4 3 O l 

U nknown pollen 未同定花粉 1 O 1 O O O 

Fem spore シダ植物胞子 l O l O O O 

Helminth eggs 寄生虫卵 ( -) (一)(一)(一)(一)(一)

明らかな消火残漬 ( -) (ー)(一)(一)(一)(一)

第4表松並・中所遺跡における花粉分析結果
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検出密度(単位 x100個/g) 

分類群(和名・学名) 層
S R01 

土
I E E 町 V 百

イネ科 Gramineae (Grasses) 

イ ネ Oryza sativa (domestic rice) 58 5 5 

ヨシ属 Phragmites 6 10 5 

ススキ属型 Miscanthus type 19 10 6 5 5 

シバ属 Zoisia 6 
ーーーーーーーーー咽ーーー早冒申ーーー・岨・・ーーーーーー世骨骨ー骨-ー岨ーーーーーー圃ーー・・ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー -・ーーーーーーーーー園田咽-ーーーー・画面幽・ーーーーーーーーーーーーーーーーーー--・・--ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

タケ亜属 Bambusoideae (Bamboo) 

ネザサ節型 Pleioblastus sect. Nezasa type 39 55 45 66 19 14 

その他 Others 13 10 19 5 6 5 
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー'ー由ーー向田晴司自画ーーーーーーーーーーー---ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー，圃帽ーーー ーーーーーーーーーーーーーー母国・ーーー--ー唖骨---ー噌F帥・・ー『ーーーーーー圃ーーーーーーー・ーー骨骨ーーーー--岨由ーーーーー

未分類等 Unknown 207 120 147 143 94 27 

プラント・オパール総数 291 205 217 225 119 50 

おもな分類群の推定生産量(単位:kg/ rrl . cm) 

イ ネ Oryza sativa (domestic rice) 1.71 0.15 0.16 

ヨシ属 Phragmites 0.41 0.63 0.35 

ススキ属型 Miscanthus type 0.24 0.12 0.08 0.07 0.06 

ネザサ節属 Pleioblastus sect. Nezasa type 0.19 0.26 0.21 0.32 0.09 0.06 

※試料の仮比量を1.0と仮定して産出。

第5表香川県，松並・中所遺跡のプラント・オパール分析結果
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第5章まとめ

第 1節町区DS D02について

ここでは町区Dで検出した SD02に関して，断面観察や遺物出土状況，各層位の埋没時期から，埋没

過程を復元し，その性格を類推したい。

開削時期は最下層出土遺物から弥生時代前期前半末に位置付けられる。掘削深度は深く，検出面であ

るシルト質土層 I下に堆積する砂喋層 Iを0.5m前後掘り下げており，削平の度合いは不明で、あるが，

検出した限りでの掘削土量は4.6ni前後を測る。砂喋層の掘削という点を考慮すると，相当な労力が必

要であったと考えられる。その堆積状況を見ると，最下層の埋没はわずかに認められる程度で，弥生時

代前期前半末段階には掘削時の深度と大差のない深さを保っているのに対し，下層埋没土は厚く，土器

の出土量も皆無に近いことから，短期間の埋没ないし埋戻しが想定できるO 一方，上・中層は拳大前後

の砂岩を多量に含む埋士で，前期末~中期初頭の埋没が考えられる。同層位は砂岩の多量包含と埋没時

期の土器に混じり，その出土量を大きく上回る前期前半末の土器が出土するという 2点に問題が残るが，

これが遺構の性格を反映する重要な視点である。これを考慮に入れて開削・埋没過程をまとめると，弥

生時代前期前半末に開削され，その際生じた土量は隣接して仮置きされる。それが機能した段階は，最

下層埋没時期である前期前半末を中心とした時期に位置付けられる。その後，下層の埋没が短期間に進

行し，前期末~中期初頭に上・中層が仮置きされた士量で埋戻される。その土量中には機能段階に属す

る土器が包含されている。以上のように想定すると，前述した問題点が整合'性を持って整理でき，前期

前半末の開削時期， V字形の断面形状，仮置き士量の士塁的な性格から，環濠の可能性を考える必要が

ある。 SD02は両端とも調査区外へ延び，東への延長部分には町区から連続する SR01 (河川A)が位

置し，さらに町区DS D02と町区SR01の聞には四区AS R01 (河川B)が位置する可能性が高いo N 

区SR01下層の埋没時期は弥生時代前期前半末に位置付けられ， vn区AS R01も前期前半末の遺物を包
含しており ，N区DS D02と同時期に存在していた可能性が高い。一方， S D02から北50mの位置にあ

る羽区Bでは旧地形が現清水川へ向けて下降している。つまり，東側は自然河川，北側は旧地形により

それぞれ区切られ，町区DS D02は南側に位置する O 仮にN区DS D02の西延長部分において北へ屈曲

すればV区を中心とした範囲を区画することになる。加えて，同時期に属する遺構の分布を見ると， v 

区SK07・10がV区において確認でき，この区画内にほぼ収まる。

現時点ではN区DS D02は，環濠である可能性が高く，その直径は約50~60m 前後を測ると考えられ

る。現状では 1重環濠であるが，町・ V区間にもう 1条存在する可能性も否定はできない。なお，環濠

内における遺構密度が低い点は，後世の削平に起因したものであろう。 V区で検出した SH01は中央士

坑から検出した 5cmにも満たない 1片の土器から，弥生時代中期中葉に位置付けているが，中央土坑を

取り巻く柱穴列は弥生時代前期に属する可能性が高い土器が出土しており (V区SP23・24)，その位

置付けに問題が残る。中央土坑の両脇にある 2柱穴の存在から， I松菊里型住居」の可能性が高く，前

期前半末段階に位置付けられる可能性も残る。
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第2節遺構の変遷

松並・中所遺跡では弥生時代，中世前半，近世の遺構を検出した。以下，各遺構の所属時期を出土遺

物を中心に細分し，説明する O

弥生I期(弥生時代前期前半末，第98図①)

弥生 I期は弥生時代前期前半末で，森下編年 1c期に位置付けられる(森下1998)。当該期に属する

遺構はV区SK07 .10，町区DS D02， N区SROl， W区AS R01を確認している。百区DS D02は前節

で示したように，環濠である可能性が高く，前期前半末に開削され，前期末~中期初頭に廃絶している。

V区SK07・10の他，当該期の遺物が出土するビットもV区と町区Dにのみ認められ，中期中葉前半と

したV区SHOlも当該期まで遡る可能性も高い。

県内の環濠集落の出現時期は，弥生時代前期前半末と前期後半初頭に位置付けられ，松並・中所遺跡

は前者に該当する。同時期の環濠集落としては，龍川五条遺跡，汲仏遺跡があり，やや遅れて，中の池

遺跡，五条遺跡，鬼無・藤井遺跡，天満・宮西遺跡，鴨部・Jll田遺跡で環濠が開削される。こうした背

景には各地域内における集落聞の緊張関係が発生したものと考えられ，松並・中所遺跡町区DS D02も

こうした情勢のなかで開削されたものであろう O

弥生E期(弥生時代中期中葉前半，第98図②)

弥生E期は弥生時代中期中葉前半で，畿内第E様式古段階に併行する。検出した遺構はV区SH01の

みであるが，前期段階まで遡る可能性も否定できない。なお，百区SR01からも当該期の土器を検出し

ているが，その点数は 2・3点と極めて少ない。

弥生E期(弥生時代中期後葉，第98図③)

弥生E期は弥生時代中期後葉で，畿内第百様式前半に併行する。町区DS HOl， N区DS X01~03 ・

05， V区SX01・02，m 区C~町区 SROl， W 区A S R01等を検出している。弥生E期に比して，その遺

構数は増大する O 遺構分布を見ると，いずれも皿区C~町区 C S R01の北側に位置しており，調査区の

西側に大きく広がる緩やかな微高地上に当該期の集落が展開する可能性が高く，松並・中所遺跡町区C

~V区は，集落の縁辺部に位置するものと理解できる。

竪穴住居に関しては，第5章第3節で触れるが，平面規模・主柱穴・中央土坑(炉跡)等の居住施設

としての諸要素を兼ね備えた町区DS HOl， N区DS X02， V区SH01の他に 2m前後の小規模な方形

プラン，無主柱穴，中央土坑(炉跡)の一部欠落といった竪穴住居と言及するには問題が残る遺構が存

在する。これらは常時の使用は行われていないが，ある目的のために使用された施設と思われ，居住施

設に類する施設と考えたい。

また，松並・中所遺跡の背後に位置する峰山の頂部から緩斜面に立地する摺鉢谷遺跡は，弥生時代中

期後葉~末に位置付けられ，当遺跡とは同時期の集落である O 公表されている採集品には石庖丁も認め

られるが，扇平片刃・柱状片刃石斧も多く出土しており，丸亀平野における月信遺跡・矢ノ塚遺跡・西

碑殿遺跡にみられる関連し合って存続する集落の在り方と共通したものである。摺鉢谷遺跡は標高160

m前後を測る高所に立地しており，集落の一側面には中期後半~末にかけて瀬戸内海沿岸地域で確認さ

れる高地性集落としての機能も含まれると理解できる O

なお， m 区 C~町区 C にかけて検出した S ROUま，その遺存状況が最も良好であった町区CS R01最

上層において，稲作跡を推定する際の基準値である5，0001固/gを上回る， 5，800個/gのプラント・オ

つ剖
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パールが検出されており，層序関係から当該期に属すると考えられ，湿地状を呈した自然河川上面にお

いて，稲作を行っていたことが立証できる。

弥生町期(弥生時代中期末，第98図④)

弥生町期は弥生時代中期末の時期である。検出した遺構は四区BS R01のみである。

中世I期 (12世紀後半，第99図⑤)

中世I期は12世紀後半で，片桐ll-⑥期(片桐1992).佐藤II-1期新相(佐藤2000)におおむね併

行し，瓦器椀では尾上編年m-1期(尾上1983)に位置付けられる。検出した遺構はE区CS KOl， m 

区C第2面SD08がある。 E区C第2面は12世紀後半~末の遺構が確認されており，当該期に該当する。

当該期の遺構数は少なく.m区C第2面を中心とした範囲にやや集中する。
E区Cでは弥生E期に埋没したSR01を一部削り出して，生活面を確保し，その痕跡は段状遺構 (m

区CS ZOl)となって遺存している。

中世E期(12世紀末-13世紀初頭，第99図⑥)

中世E期は12世紀末ι-13世紀初頭で，片桐ll-⑦期，佐藤II-1期新相-ll-2期，尾上回一 2期に

併行する。検出した遺構はE区AS BOl， m区ASBOl， ll区BS KOl， II区AS D01-03. W区BS D05. 

E区AS X01. m区C第2面SX03・SR02がある。その分布は町区C以南において広範に認められ，

E区Aでは庇を持つ掘立柱建物跡も確認できる。

また. II区BS K01では土師質土器小I皿が数点出土し，当遺跡では唯一底部切り離し手法が回転糸切

りのものが，回転ヘラ切りの底部と共伴している。

中世E期(13世紀前葉，第99図⑦)

中世E期は13世紀前葉で，片桐ll-⑦期，佐藤II-2期，尾上m-2期と併行する。検出した遺構は

四区AS B01・02.II区ASK04・07-09・11・12.II区BS K05・06.m区C第1面SK01 ・02・04・

05・08・09・11.四区ASK02.II区AS D05. II区CS D03. m区BS D02. m区B'C第1面SDOl， m 

区C第1面SD04. II区BS X01・04がある。

当遺跡の中世前半段階おいて，最も遺構密度が高くなる時期が中世E期である。 ll.m区において集

中し.m区B・Cでは屋敷地を区画する溝も確認できる。区画北端はE区CS ZOlにより区切られ，区
画内に限り整地が行われている。当該箇所で掘立柱建物跡は確認できないが，調査区外西側において存

在すると思われる。

中世U期 (13世紀中葉，第99図⑧)

中世町期は13世紀中葉で，片桐ll-③期，佐藤ll-3期，尾上m-3期と併行する。検出した遺構は

E区BS B01 . 02. vn区ASK08がある。土坑・溝状遺構は稀薄であるが，埋土類型E類が当該期のピ

ットと考えられ.m区CS R01上面を中心に散在的に認められる。

近世 (18世紀)

近世は18世紀を中心とした時期である。検出した遺構はE区BS K02・09.W'V区SD01があり，

E区Bに集中する傾向がある。また，町・ V区において検出したSDOl!まかは周辺の方格地割に合致す

る溝状遺構で.m. W区間でクランク状に屈曲するという特異な状況を呈する。今回は触れられなかっ
たが，条理地割を検討する上で興味深い資料を提供するものと考える。
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第 3節松並・中所遺跡竪穴住居について

松並・中所遺跡では 3棟の竪穴住居(町区DS H01 . S X02， V区SHOl)とそれに類する可能性

が高い施設(町区DS XOl， V区SX01・02) を検出している。それぞれの所属時期は， V区SH01の

み弥生時代中期中葉前半に属し，それ以外は弥生時代中期後葉を中心とした時期に位置付けられる O

以下，当遺跡で検出した竪穴住居の位置付けを明確にするために，讃岐地方における弥生時代中期の

竪穴住居を集成し，検討を加えたい。また，町区DS H01の中央士坑は播磨地域を中心に分布している

110型中央土坑」の可能性を指摘でき，それに関しても検討する。

讃岐地域の弥生時代中期の竪穴住居

第9・10表に讃岐地方の弥生時代中期段階の竪穴住居を集成した(四国横断自動車道建設津田~引回

聞は含まない)。表記載内容は各報告書に掲載された平・断面図を元に検討したため，報告書内容とは

異なる場合もある。各項目中の形態分類は，床面積20rrl以下，径 5m以下が小型， 20~40rrl，径 5~7

mが中型， 40rrl以上を大型とし，平面形(円・方形)の差異から 1類を小型方形 II類を中型方形，

E類を大型方形，百類を小型円形， V類を中型円形，日類を大型円形，四類を円形柱穴列(平地式住居

か否かは不明)とした。床面積は掘方が完存しない例が多く，壁溝が確認できる資料はそこからの復元

値を求め，掘方が削平により失われているか平地式住居の識別が困難である四類を評価するために，主

柱穴内面積を表中床面積の( )に記載した。方形住居に関しては，短辺長を長辺長で除した値が0.9

以上のものを a類，以下のものを b類とした(形態分類に関しては，蔵本1999Aを参考にした)。主柱

穴配置は四柱穴=A類，多角形配置=B類，多角形配置+二柱穴=c類，二柱穴=D類，無柱穴=E類

にぞれぞれ分類し，必要に応じて各分類を組み合わせた。表中の①・②という記載は，建て替え順序が

判明したものに関して，それぞれの値を掲載したものである O

以下，集成表を基に検討を加える。検討に際した地域設定として，三豊地域，丸亀平野中・西部(善

通寺市周辺)，丸亀平野東部(下川津遺跡周辺)，高松平野中部(空港跡地周辺と上天神遺跡周辺);高

松平野東部(前田東・中村遺跡周辺)の 4地域を設定した。各水系単位での地域設定が可能であれば，

より細かい地域性の抽出が行えるが，資料数の制約から 4地域にまとめ，特に高松平野と丸亀平野の対

比を中心に，床面積，床面積と主柱穴配置の関係，床面積と主柱穴本数の関係について検討する O なお，

弥生時代中期前葉の竪穴住居は確認数が極端に低いため，弥生時代中期の変遷については中葉から後葉

に関してのみ取り扱う。

床面積

第100図に弥生時代中期における各段階の床面積変遷図を提示した。まず，讃岐地方全域における中

葉の竪穴住居は20~40rrlの中型住居の割合が大半を占め， 40rrl以上の大型住居も一定量確認できる。後

葉には小型住居の比率が上がり，大型住居が少なくなる傾向が窺え， 10~20 ， 20~30 ， 30~40rrlのそれぞ

れの規模の竪穴住居がほぼ同じ割合で存在している。

地域別に見ると，丸亀平野では中葉段階には20rrl以下の竪穴住居は確認できず，後葉段階において 5

割を越える比率で認められ，中葉にほぼ 5 割の比率を占めていた20~30rrl規模のものは後葉になると激

減する O 一方，高松平野は中葉段階には，各規模の住居が一定量の割合で確認でき， 60rrlを越える超大

型住居も高い比率で認められるが，後葉にはo~10rrlの小型住居が出現し， 40rrl以上の大型住居は確認

できないという変化が生じ，中葉において 1 割の比率であった20~30rrlの中型住居の割合が後葉では 4
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割近くを占めるようになる。

以上をまとめると，共通点として，後葉において10Irl以下の小型住居が出現することにある。いずれ

も主柱穴を持たず，宮本氏の類型における伏屋A式竪穴住居の延長上のものか(宮本1998)，土蔵的な

壁建式住居と考えられるO 相違点としては， 20-30Irlと40Irl以上の規模の竪穴住居の在り方である。前

者は丸亀平野では後葉になると激減し，高松平野では逆に増加する O 後者は丸亀平野では減少しながら

高松平野では未確認である。今後資料数が増加しでもこの傾向は大きくは変動も一定量確認できるが，

この背景には掘立柱建物の居住施設への利用が想定できるが，検討するまでにはしないと考えられる。

至っていない。なお，中期中葉から後葉のかけて床面積が顕著に増大するという現象は認められない。

床面積と主柱穴配置の関係

第101図に床面積と主柱穴本数の相関図を示した。 これによると，中期中葉段階には主柱穴本数を増

二柱穴を有するやすことにより，床面積を増大させていることが窺える。多角形の主柱穴配置に加え，

の系譜が想定されている主柱穴配置C類の住居は中型~大型住いわゆる「松菊里型住居J(中間1987)

居で採用されており， これらの住居はいずれも各主柱穴本二柱穴を除く主柱穴本数は7-11本と多い。

数のなかで，最大規模の床面積を有し，加えて柱穴の重複関係や中央士坑との関係から，建て替えによ

り床面積を拡大した際に，新たに導入された可能性が高いと想定できる。
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一方，後葉には四本と六本主柱穴が大半を占め，それに伴う床面積も固定化する。 c類の主柱穴配置
の可能性が高い竪穴住居は当該期にも 1例確認でき，その床面積は 6本柱穴のなかでは民大規模に属し，

中葉段階のものと同様の傾向が認められる O また，後葉から出現する10m以下の住居は明確な主柱穴配

置を持たないE類に該当する。

平面形態分類と主柱穴配置の関係

平面形態分類と主柱穴配置分類の相関図を弥生時代中期中葉と後葉に分け，第 6・7表に示した。表

中の( )内の数値は各時期の総数に占める割合である。以下その変遷と地域性について考えたい。

中期中葉においては，平面形態分類のV類が4割， W類が5割を占め，ほぼこの二者に限定される。

百類は平地式住居の可能性も否定できないが，削平による竪穴住居掘方の消失と考えられ，後葉段階と

比較すると，中期中葉段階における掘方深度は浅いものであったと想定できる o W類の床面積は不明で

あるが，主柱穴内面積から比較すると大半はV類に該当し，浴・長池E遺跡SH02・04に限り M類に位

置付けることが可能である。一方，主柱穴配置はB類が半数以上を占め， c類が25%と高い比率を示し，
一部ではあるが，四柱穴配置の住居も認められる。

平面形分類と主柱穴配置を組み合わせた分類によると，中期中葉段階には中型円形の平面形に多角形

の主柱穴配置を有するV-B類と， ["松菊里型住居」との関連を想起させるV-c類を軸に竪穴住居は

展開していることが窺える。

¥¥¥主柱穴配置 1 ， ，.，_ 1 ， _ ..，~. 1 
一会ーちぐ一一 1 A 類 1 A+D類 1 B 類形態分類 ¥¥¥1 -- '-' 1 -- --，  1 

C 類 E 類 不明 計

I 類 O O O O O 1( 3.6) I 1( 3.6) 

E 類 O O O O O O O 

E 類 o 0 0 0 1 (3. 6) I 0 I 1 ( 3.6) 

町類 o 0 0 0 0 0 10  

V 類1(3.6)I 1(3.6) I 5(17.8) I 2( 7.1) I 0 2( 7.1) I ll( 39.2) 

日類 O O O 1( 3.6) O O 1( 3.6) 

w 類

計 1 (3. 6) 

。 I 10 (35. 7) I 4 (14.3) 
1 (3. 6) I 15 (53.5) I 7 (25. 0) 

O 

1 (3. 6) 

O I 14( 50.0) 

300.7) I 28 (100.0) 

第6表 弥生時代中期中葉における竪穴住居平面形態分類と主柱穴配置相関表

よ担~I A 類 IA+D類 IB 類 C 類 E 類 不明 計

~------~----+---+z-~~-;~t-------~---------~-----~----------+------~--------+------;叫 :l;:::;
E 類 o 0 0 0 0 010  

町類 6(12.3)1 1(2.0)1 2(4.1)1 0 0 1(2.0)110(20.4) 

V 類 6(12.3) I 1 (2.0) I 16 (32.7) I 1(2.0) I 0 1(2.0) I 25 ( 51. 0) 

日類 O O 2 ( 4.1) O O O 2 ( 4.1) 

一
一
計

0 

14(28.6) 

O 6 (12.3) 

2 (4.0) I 26 (53.2) 

O 

1(2.0) 

O 

4 (8.2) 

O I 6( 12.3) 

2 (4.0) I 49 (100.0) 

第7表 弥生時代中期後葉における竪穴住居平面形態分類と主柱穴配置相関表

司

E
A
q
，u
 

'
i
 



不
明

臼
類

@う

A
+
D
類

A
類

N
 
類

一流 e
ー イ

ノ
?22
レ

。日
こ二
ムジ

9
 

。
ジ
~L

(]， 
，，
0
 
ii
t;
1)
o 

r8
 

13
 11 

8
 

4
会
司
、

・
攻
。
。
宇
，
1
，
'
"
U.' 
i
 

i
久島
9
、j
:r:-
0
/
 

6
 

16
 

句弘
、

V
 
類

17
 

o
 

1
0
m
 

O
 

10
 

VI
 
類

H N N  

o
 .0
;¥
 

グ
刊
、

‘ー
f h h  

/ / . . ・ ¥J ¥  

:!;tJ 
e
山
t

ぺ
B
〆ニ

15
 

、
.
"

~
.
!
_
-
o
二
.
~

v
〆
リ
三
平
こ
¥

九
戸
》
ナ
ー
ミ
弘
、
ミ
ヰ
さ
草
と
之
T

1.
) 
-
~
弐

V
.

・
~O

.

"
 

.
.
0
 

¥チ
1

'-
--
-
，p
ノ/

vn
 
類

3
 

5
 

豊
一一一

(
S
 =
 1
 /
4
0
0
，
番
号
は
第
9
・
10
表
に
対
応
)

竪
穴
住
居
分
類
図
1

第
10
2
図



不
明

C
類

類

B
類

A
+
D
類

A
類

21
 

28
 

w
 
類

2
0
 

i  ノ h n i A f q J

! ↑ I 号、 r 一 n t{哨、 I 向、 1 1 肱 仇 y

可 - d パ 匝

拘 蕗 駅 U 8 . d L
正

!  厄 現 ， F ・ ・ 且 R
{;th 

V
 
類

ts 

~
一
一
一

建
設
27

VI
 
類

丸
亀
平
野
西

u-13
 

o
 

1
0
m
 

r L h 吋 切
: 3

宵 γ 、

。:
E
 
類 v
 
類

32
 

34
 

(
s
=
 1
 /
4
0
0
，
番
号
は
第
9
・
10
表
に
対
応
)

東
部

丸
亀
平
野

竪
穴
住
居
分
類
図
2

第
10
3
図



不
明

E
類

印 ) 閉 v i

( 客 位
宮

C
類

B
類

A
+
D
類

議
主

類

49 

白 円
J

I
 @
~
 

'J@
-~\
一

。
μ
己
40
Gb
43
円
三
J

U
 

52
 

主
行
為
4
ム」
忘

;
竜
_9
J-
区
誕
立
戸

53
 

J
 

胸 4 川 川 U 、 ト
e 1

一 対 げ 守 J U 民

広 作 U f @ 円 以 ¥

¥ ー ソ ト y u

d け ト ゅ よ

. N R M @ ノ

一 @ @ e p 戸

V 類 羽 類

ト
~

h
コ
，t
..
 

ト
一
一
一
ー
ー

←
一
一
一
一
一

9
 

1
0
m
 

+
 

高
松
平
野
中
部

竪
穴
住
居
分
類
図
3
(
S
 =
 1
 /
4
0
0
，
番
号
は
第
9
・
10
表
に
対
応
)

第
10
4図



♂; !il'il 
u 

心ト民
(
埠
設
け
-
w
m
0
7
0
融
当
酔
醐
d
♀
¥
F
H
ω
)

E
O
 

Cコ

話
帳

事量
∞ 

守
図
回
融
市
中
出
制

K
醐

図
的
O
F
憾

-l< 

ro 
r、

寸 4

猷
川
昨
4
#
阿

三》
ぱヲ
ト、

4-♂
J
 

ro 
U 

てf
p、

トm(
禁+え

《

L() 
U 

{¥1'-

一川崎広

c、J
r、、-p、

〉販〉駁

に
Uつ臼

司
自
よ

i2:駁回販日照



中期後葉にはV類は 5割を越え，中葉同様に主体を占め， N類が2割， 1類が1割の比率で認められ

る。四類に分類した6例のなかで，長佐古遺跡の5例は羽類に該当するため， VI類は15%まで割合を上

げることになる。主柱穴配置はB類が主体を占め， A類が3割程度確認できる。

形態分類と主柱穴配置の相関関係では， Y-B類が32%を測り，百-B'N-A'Y-Aが10%を上

回る数値となる。

以上の結果から中期中葉から後葉への変遷をまとめると，平面形態分類は共にV類を軸に展開してい

るが，後葉には 1. N類の比率が上がり，逆にM類が減少する。主柱穴配置は両時期とも弥生時代前期

からの伝統である多角形配置 (B類)が5割以上を占めるが，中葉のC類は後葉には激減し，後葉には

四柱穴 (A類)が増加する。 C類の主柱穴配置は「松菊里型住居J(~ヒ牟回住居川石野1990) との関

連が指摘できるが，二柱穴を有する竪穴住居は古墳時代にも確認でき，方形小型住居で、用いられことが

多く，二柱穴で屋根を支えることが可能で、あることを示している。讃岐地方のC類配置の竪穴住居が柱

穴や中央土坑の重複関係から建て替えによる住居拡張時に新たに二柱穴を用い， C類配置にしたことが

窺える。つまり， I松菊里型住居」という範轄で捉えられるものではなく，拡張時に屋根組を支えるた

めに用いられた可能性が考えられるのであるO 推測の域をでないことであるが，今後検証していく必要

がある。また， A類の主柱穴配置の中期後葉における増加は，弥生時代後期的な住居の一部導入が測ら

れたと理解できる O

次に地域別，なかでも丸亀平野と高松平野に主眼をおいて検討する O 丸亀平野は平面形態分類ではV

類が半数，町類が1/4程度を占め， l' m . VI類が1例確認できる O 主柱穴配置ではA.B類が1/
3前後の比率を測り，無柱穴 (E類)も 1割程度認められる O 中期中葉から後葉への変遷を見ると，平

面形は後葉段階にV類の相対的比率が下がり，町類が大きく増加する傾向が窺え，主柱穴配置に関して

は， B類の減少とA類の主体的な採用が行われている。資料数が少なく，実態を正確に反映していると

は言い難いが，その傾向に大きな変動はないと考えられる。一方，高松平野は平面形態分類ではvn類の
大半がV類に分類できることにより，その比率はかなり高くなる。主柱穴配置はB類が半数を占めるが，

A'C類も20%前後認められるO 中期中葉から後葉への変化としては，平面形ではVI類の消滅と I類の

増加，主柱穴配置ではA類の増加と B・C類の減少が窺える。

両地域の弥生時代中期竪穴住居の特徴を上記のように想定したが，次にその共通性と差異を考えたい。

まず共通性であるが，平面形態分類ではV類が半数以上を占める点が容易に考えられるが，この現象は

当該期や両地域に限ったことではなく，普遍的に認められるものであり，比較の対象にはならないと考

える。主柱穴配置では. B類が主体を占めることが窺える O 讃岐地方における弥生時代前期の住居を見

ると，龍川五条遺跡，鴨部・川田遺跡などで円形柱穴列が確認されており，凸帯文期の林・坊城遺跡で

も同様に検出できることから，当地方の伝統的な主柱穴配置と理解できるC また.A類の主柱穴配置の

増加が中期後葉段階に両地域で共通して認められる点も重要である。方形平面形態のA類主柱穴配置は

久米池南遺跡第6・7号竪穴住居で確認でき，中期後葉~末における導入が考えられる。

一方，差異を見ると，平面形態分類町類が丸亀平野の中期後葉において4割に達するのに対し，高松

平野では16%に留まる点に注目できる。また，床面積で示したように，高松平野では大型住居が後葉で

は消滅する O 床面積が何を反映するかは明らかでないが，居住人員， I階層J，主柱穴配置との因果関係，

建築技術等が想定できる O こうした背景には掘立柱建物との関係を考慮に入れ，集落内における位置関

係や出土遺物から検討すべきであるが，今後の課題にしたい。
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f10型中央土坑」について

町区DS H01は中央土坑に隣接して細長い形状で深度の浅い不明遺構を有する。埋土中に多量の炭化

物を包含しており，中央土坑から炭化物や灰を掻き出した際に生じたものと理解していた。しかし，当

地域において少数ではあるが類例が認められ，各報告書において炉跡と炭化物保管箇所 2基の炉跡と

いった評価がなされている。今回その集成・分類を行い，若干の検討を加えたい。

第106図にその分類を示した。土坑の形状や深度，埋土，互いの位置関係から大きく 5分類し，それ

ぞれ 1~5 類とした。 1 類は円形の深い土坑の南側に長楕円形の浅い土坑が位置するもので，両者に炭

化物を包含する。 2類はピット状の円形土坑の東側に長方形の土坑が位置し，前者の深度が後者を上回

る。埋土は炭化物・焼土を両者に含み，前者には強い比熱が認められる。 3類は円形の深い土坑の南側

に長方形の浅い土坑が位置するもので，円形土坑は 2類よりは大型で、ある。埋土は共に炭化物・焼土を

含む。 4類は焼土化した埋土がほぼ円形を呈する浅い土坑の南側に方形の深い土坑が位置し，後者には

炭化物が包含される。 5類は円形土坑の南側に方形土坑が位置し，両者の深度は等しく，埋土中に焼土

.炭化物が含まれる。

以上の分類を基に，第8表にその集成を行い，平面形との関係を重視し，竪穴住居全体の平面図を第

107図にまとめた。集成では13遺跡・ 21例が確認され，未報告を含めると今後増加すると考えられるが，

次に現時点におけるそれぞれの性格と他地域との関係を考えたい。

1類は中期後葉にのみ確認でき，後期初頭に一部確認できる。彼ノ宗遺跡ST19は焼土の広がりから，

長惰円形土坑の想定を行ったため，積極的に評価することは難しい。この中央土坑を他地域に類例を求

めると，播磨地方で広範に認められる i10型中央土坑」が挙げられる(多賀1996)。この集成を行った

山下史郎氏によると， i10型中央土坑」は弥生時代中期後葉に出現し，中期段階にはほぼ播磨地方全域

から三田盆地，丹波地域で確認でき，後期には北播磨から西播磨へ同地域内で分布範囲を狭めるが，一

方で吉備(百間川兼基遺跡)にまで波及しているとされている(山下史1999)0 1類を i10型中央土坑J

と想定すると，松並・中所遺跡町区DS H01は時期的な問題はないが，分布範囲が播磨地方からは逸脱

することになる。両地域の関係は弥生時代後期の土器が示すように強い繋がりが認められ，その関係は

中期後葉にも遡ることは可能である。また，阿波では，中期後半段階において， i10型中央土坑」が確

認されており(勝浦1993，近藤1998)，瀬戸内海南側と北側での波及の差がみられる。こうした背景から， 1 

類とした中央土坑は i10型中央土坑」の影響を考えることが可能で、あるO なお，ここでは彼ノ宗遺跡S

T19を1類と判断したが，播磨地域における弥生時代中期後葉の主柱穴配置にA+D類が多く認められ

る点を重視し 1類と判断した。その性格は円形の深い土坑が調理に伴う燃焼施設，楕円形の浅い士坑

が暖房に伴う施設と想定されている(多賀1996)。

2類は時期的には中期後葉と弥生時代終末に確認でき，現時点では亀平野西部以西で認められるもの

である。西側に位置する士坑をピット状の円形土坑と定義したが，この定義は弥生時代終末の 2例には

該当するが，中期後葉~後期前葉の2例をみると，ほぽ同規模の土坑が東西に位置しており，前述した

定義には当てはまらない。ここでは2類を細分し，前者を 2a類，後者を 2b類とする。 2a類は西側

の土坑が深く，竪穴住居のほぼ中央に位置している。弘田川西岸遺跡SH27，ーの谷遺跡群SB306共に

ベット状遺構を有し，主柱穴配置も B類となり，共通性が認められる。 2類の性格であるが，建て替え

によるそれぞれの中央土坑という可能性も否定できないが，西側土坑を炉跡(灰穴炉，都出1989)，東

側土坑を炭化物ないし置き火の保管場所と想定したい。一方， 2 b類の竪穴住居はーの谷遺跡群SB305 
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. 309で確認でき，北側を中心に幅広の壁溝が弧状に掘削されるという共通性は認められるが， S B309 

はベット状遺構と主柱穴配置が示すように平面形は方形になる可能性が極めて高く，その共通性に関し

ては問題が残る。中央土坑は西頓uの円形土坑がほぼ中央に位置し，東側方形士坑に後出した重複関係を

呈する。建て替えが行われ，東側士坑を構築時，西側円形士坑を建て替え時の炉跡と想定されている(西

岡ほか1990)0 2 b類とした中央土坑に関しては，東側中央土坑がピット状を呈する等不明な点が多く，

現時点ではその性格は不明と言わざるを得ない。

3類は後期中葉と終末期，古墳時代初頭に認められ，ほぼ讃岐地方全域で確認されている。北側円形

土坑がほぼ中心に位置し，灰穴炉と考えられる O 南側に隣接する方形士坑は浅く，炭化物ないし置き火

の保管場所であったと想定できる O なお，川津一ノ又遺跡、nS H29は住居平面形や主柱穴配置から 4

類になる可能性も否定できない。

4類は後期末~終末期にかけて確認でき，現時点では平面形は方形，主柱穴配置は四柱穴 (A類)， 

ベット状遺構を有し，原中村遺跡、ではすべて北側に張り出し部を有する等，住居を構成する各属性が共

通しており，極めて斉一性の高い竪穴住居である。その分布を見ると，丸亀平野東部~高松平野を除く

範囲で現状では確認できる。円形士坑は明確な掘方がなく，床面が焼土化しているものもあり，地床炉

と考えられる。方形土坑は炭化物を有し，炉跡としての機能も想定可能であるが，地床炉との関係から

炭化物・置き火の保管場所であったと考えられる。他地域に類例を求めると，大分県大分市周辺に地床

炉と方形土坑がセットになる例が多く確認できる。ω小柳和宏氏によると，床面が焼土化し硬くなって

いるものと皿状の土坑に炭化物が層状，またある時は層をなさずに堆積している二通りの様相の炉が大

野川上流域の弥生時代後期では一般的であるとされ，前者を焼土炉，後者を炭化物炉と仮称している(小

柳1987)。一方，玉永光洋氏は「大分地域の竪穴中央に焼土炉を設け，その南側に炭化物が堆積する土

壌を伴うのが基本型である。このような，竪穴の分布は，現在のところ大分市域(大分川や大野川下流

域)と愛媛県の松山地方に見られ，田中祐介は松山地方の竪穴については，別府湾地域からの波及では

ないかと想定している」とされている(玉永1992)。大分市域のこれらの竪穴住居と 4類の中央土坑を

有する竪穴住居を比較すると，ベット状遺構の存否や主柱穴配置に差異を見出せるが，中央土坑の様相

は極めて酷似したものである。原中村遺跡の画一的な住居形態は，在地の竪穴住居系譜の延長上にある

とは考えられず，他地域からの影響が想定できる。同遺跡では漆付着土器が56点出土しており，報告者

により，漆工に関連する用具として評価されており(木下2000)，遺跡の性格を含め検証していく必要

がある。

5類は土坑深度の差異により 3類と分けたが 3類と格差は認められない。北側に位置する円形土坑

は灰穴炉，南側方形土坑は炭化物ないし置き火の保管場所と考えられる。いずれも弥生時代終末期に確

認されるが，住居の平面形，主柱穴配置に共通性は認められない。現状では丸亀平野東部~高松平野中

央部にかけて分布しているO

以上 2基の中央土坑を有する遺構を類型化し，それぞれに関して検討を加えた。 1類は弥生時代中

期後葉段階に播磨地方でみられる 110型中央士坑J，4類は弥生時代後期末~終末期段階に大分市域か

らの影響が考えられる O 今回，その他の事象を用いた論の補強を行うことはできず，今後の課題であり，

責務となった。
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第106図 中央土坑分類模式図

遺 跡 名 遺構名 所属時期 中央土坑 主柱穴配置 文 献

1 ーの谷遺跡群 S B305 弥・終末? 2類 B類 西岡ほか1990
ーーー惜申F 昨ーーーー'ー由ーー四----ーーーーーーーーーーーーーー ーーーーー----司---喝圃圃曲目ーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー甲『 ーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーー ー一一』ーーー由自由』ー巴ーー』ーーーー---ーーー

2 S B306 弥・後期前葉 2類 B類
ーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー----ー』ーーーー噛司---申 ---ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー -----------ー曲直喝』ーー『宇一ーーーーー ーーーーーーー--凶ー一ーーー一世ーーー ---ーー甲F ーーーーーーー-ー'ー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

3 S B309 弥・終末 2類 A類
ーーーーー ー崎陣--ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー----旬・ー 時『宇申ーーーーーーーーーーー由---ーーーーー 早ーーーー曲四目白山一ー『ー一一一一--ーーーー ーーーーー--ーーー『ー『ー-----ー ーーーーーーーーーーーーーーーーーー ー一一一一一一一ーーー--ー』一一』一一一一一一ーー

4 S B312 弥・終末~古・初 3類 B類

5 南草木遺跡 住居跡 弥・終末 4類 A類 松本ほか1980

6 彼ノ宗遺跡 S T19 弥・中期後葉 l類 A+D類 笹川1985

7 弘田川西岸遺跡 S H03 弥・後期終末 4類 A類 片桐1996
---ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー-ー- 国一一』ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーー日ー--圃白一一一 ーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーー--ーーーーーーーーーーーーーーーーーー--ー

8 S H27 弥・中期後葉? 2類 B類

9 下川津遺跡 S H II 20 弥・終末 5類 B類 藤好ほか1990
ーーーーー----ー司ーー----ーー-ーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーー』圃曲一-------申司曹司ーーーー一一 ーーーーーーーーーーーーーーーーーー "ー----ーーーーーーーーーーーー ーーー』ー-ーーー』一一一一一-----------

10 S H II 25 弥・終末 3類 B類

11 川津一ノ又遺跡I S H10 弥・終末? 5類 A類 山下1997
ーーーーー ーー-----ーーーーーーーーーーーーーーー--ー--ーーーーーーー ーーーーー----一一一』ー-ーー-----一ー ーーーーーーーーーーーー甲ー--ーーーーーー-- 目ーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーー回目ー 幽岨圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃------------------，

12 川津ーノ又遺跡E S H29 弥・終末 3類 A類 古野1998

13 多肥松林遺跡 XII区SX02 弥・後期~終末 5類 A類 山下1999

14 空港跡地遺跡I SH c04 弥・終末 5類 予 西岡ほか1996

15 小山・南谷遺跡 S H19 弥・後期中葉 3類 B類 片桐ほか1994

16 寺田・産官通遺跡 S H04 古・前期初頭 3類 P 西村ほか1996

17 原中村遺跡 S H01 弥・後期終末 4類 A類 木下2000

18 S H05 弥・後期終末 4類 A類

19 S H06 弥・後期終末 4類 A類

20 原間遺跡 S H06 弥・後期中葉 3類 B類 片桐ほか1998

21 松並・中所遺跡 N区DS H01 弥・中期後葉 1類 B類 本書

第 8表 讃岐地方における 2基の中央土坑(炉跡)を有する竪穴住居
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松並・中所遺跡で検出した竪穴住居の位置付け

前項までで弥生時代中期段階における高松平野と丸亀平野の地域性を中心とした讃岐地万の様相を検

討し，さらに松並・中所遺跡町区DS H01で検出した 2基の中央土坑を理解するために，当地方の 2基

の中央土坑を有する竪穴住居の集成を行い，検討を加えた。ここでは以上の検討を踏まえ，松並・中所

遺跡で検出した竪穴住居他についてその位置付けを明らかにしたい。

竪穴住居は弥生時代中期中葉前半(前期前半末まで遡る可能性も否定できない)に属するV区SH01 

と中期後葉に属するw区DS HOl， S X02がある o V区SH01は主柱穴配置からの床面積規模を想定す
ると， 30m前後に推定でき，平面形態分類V類に該当する O 主柱穴配置は多角形に配置されるが，中央

土坑の両脇に二柱穴を有し， c類の配置になる。周辺の主柱穴本数は 7本に復元できる点から，同時期
に属する川津ーノ又遺跡nS H21とほぼ同一規模・プランであることが窺える O 前述したように「松菊
里型住居」として捉えるより，住居の拡張に伴う屋根組を支えるための施設であると想定した。一方で、，

同住居を検出したV区は，第5章第 1節で検討した弥生時代前期前半末に開削された環濠の内側に位置

し，ほほ同時期の環濠集落である鴨部・川田遺跡(森1997)で検出された平地式「松菊里型住居」のA

区SH01との関係が問題となる。現時点では出土遺物から中期中葉前半の所産と考えたい。

町区DS H01とSX02は床面積は20m前後を測り，ほほ同規模の竪穴住居である O 高松平野では」般

的な床面積を有し，多角形の主柱穴配置ととも同時期では主体的なものといえる O しかし，町区DSH

01は多くの問題を提供する。中央土坑は前項で触れたように 1類に分類でき，播磨地方で認められる110

型中央土坑」との関連が指摘できる。讃岐地方において， 110型中央土坑」の可能性が想定できる中央

土坑は弥生時代中期後葉に位置付けられる彼ノ宗遺跡ST19のみであり，確認数は極めて少なく，今後

資料数が増大しでも大差はないと考えられる。また，松並・中所遺跡w区DS H01はベット状遺構を有
するという大きな特徴がある O 同時期の例を見ると，住居拡張に伴い生じたベット状遺構は数基確認で

きるが，確実な確認例はない。弥生時代後期前葉において，一部確認できるが，普遍化するのは終末期

を待たなければならない。中期後葉における松並・中所遺跡町区DS H01は現時点では讃w支地方におい

ては初現例と言え，今後資料の増加を待って再検討す余地が残る O

松並・中所遺跡では 3基の10m以下の小型方形住居を検出し，柱穴の規則的な配置が認められない点

から，無柱穴 (E類)と判断した。上屋構造は推測の域を出ないが，前項で伏屋A式竪穴住居の系譜を

引くものか，壁立式住居を想定した。高松平野における弥生時代中期後葉の10m以下の比率を見る

と， 25%を測り，中期中葉から飛躍的な増加が認められる O その性格は不明であるが，町区DS X01で

は炭化物の包含が認められる長方形の中央土坑とその埋没後に開削された幅0.2mの長楕円形土坑を検

出しており，中央士坑と冠することはできないが， 1暖」を取ることを目的とした炉の可能性が指摘で

き，貯蔵施設とは考えられない。その検出位置はSH01に隣接し， V区SX01・02も同様に近い位置関

係にあり，中型住居とともに集落を構成していたと考えられる。ω小型住居の分析を行った合田幸美氏

は，その機能を貯蔵施設，竃屋，工房である明確な事例は少なく，多くは住居の可能性が高いと想定さ

れている(合田1998)0松並・中所遺跡町区DS X01の中央土坑に炭化物を包含する点を重視すると，

当遺跡で検出した町区DS XOl， V区SX01・02は小型方形住居であったと考えられる O

以上，松並・中所遺跡で検出した竪穴住居，小型住居の位置付けを試みたが，明確な結論を導き出す

ことはできなかった。しかし，検討を通して多くの課題が明確になり，今後も継続的に検討していく必

要がある。
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遺跡1'1 道構1， 形態分類 JぷillI積
}柱穴

十J 数 01 期 〉ι 献 {碕 ;s. 
配置

1 長佐，'i遺跡 S HOl w類 (25.5) B類 8 1[1期後葉 磯崎他1988周溝をめする.削、v跡、若
卜一

2 S XOl 理主員 (38.46) B類 1O? ? 削、|三民a.i'f‘
トー

3 S X02 四類 (33.16) B'li!1 ? つ 自Ij'VM!l者
トー

4 S X03 w類 (59.41) Bm  8つ ? (jl) 平日~!Jí:， S HOlと1f(複関係

←-
5 S X04 四類 (70.84) B類 8 ? 削、HlfiJi

6 、|λ|尚遺跡 SHOl V類
19.62 B曹1 6 ? ，¥1期後史: JI t['1ilUI992 

トー
(]0.74) A 

7 S H02 V知
21. 23 B類 6 '11知!後葉 J，'iJiIfi， if"本IJI..ピット列，焼失家出
(10.74) 

トー
18.08 

8 S H03 町類 (8.03) B額
日 中期後~? M!l;当なi判、iペ欽製刀[-?

卜-
28.26 

9 S H04 V類 (15.19) B類 6 '1' J切f是正"? ~fj f，な削、 l'

トー
19.63 

10 S H05 V類 (6.25) A宮i 4 11'm] 後楽
卜-

21. 23 
11 S H06 V空白 (]1. 93) B類 6 111)羽後葉
卜一一

91. 56 
12 S H07 VI類 (50.2) B類 8 '11則後葉 必大埼HU，';.J占l携をのする
ト一一

13 S HCl8 Wま員
16.61 B類 6 ? 中期後葉? lIfl~ な削、|え
(10.17) 

14 S H09 V類
32.15 
BUi 5 中j明後JI'i? 大1¥'11119<:IのIは撹乱坑

(]5.19) 

15 S H10 四類 (20.41) B~i 8・9 中期後来 lIf(.;>'iな削、1'，illて杯え

一
16 SHll V類 24.61 A+D覧Q 4 + 2 '11)羽後楽
トー

17 S H12 V類 32.15 く》 ? 1[1期後葉 大半はii'j1-ょ.J，'iJiιをのする

18 占[1J遺跡 S H01(仮称) V類? 36.29 B類 7 ? 中期本 Jtt[ri)liUI992 削ギ~fl;再，、)".分は消火
(22.89) B 

19 矢ノ塚遺跡 S B85000 町宮1
15.89 A類 4 ，tl )切後葉~..K !l'!JH他1987作12mliU1去の)，'iJ講をのする。(3.6) 周溝の内側lにも柱穴列

20 |(I看I練護兵宇場校遺教跡場棟) S H04 W類 9.08 A茸1 4 1[1拐!後葉 森下1994 S H05・06と京惚関係をイjする(2.7l 
トー

21 S H05 Ib m 10.64 E額 。 11'期後~
トー

15.89 
22 S H06 N類 (4.0) A類 4 rjl知j後22 中央 1山Iに!え!同はfTまれない

23彼ノ;ji遺跡 S T04 V類 25.33 B類 5・6? I[J期中葉 f乱)111985 滑イ!製校itillJI07.34) 
トー

25.5 24 S T05 V類 (6.24) Aま1'17
4フ 中期IJ1JI'i前平 '1i:絞関係では ST04に先行

トー
33.17 I['J切中葉後i羽後、1"25 S T08 V'li!'l (9.07) B類

5 ? 
ないしrJl 柴 川、ド・柱状円 j.J，tJ斧

ト一一
能I!?f火llULは iIOl刊111央 U/LJのuJ26 S Tl9 町宮1

13.19 A+D類 4 + 2 中期後葉(3.3) を残す

27弘田川阿岸遺跡 S H27 VI'I:I'i 42.99 B類 6 1[')羽後葉つ i'J桐1996 後期IJf麦、l'まで卜るuJ能性あり(34.19) 

281 fr11村泌寺 S H22 N軍1 9.07 ? ? 1[1期後T ji11111989 以前1に1lI!折な目1)、l'
トー

19.63 
29 S H23 V類 (6.72つ)

A類つ 4 ? rjl別後、l' 削、l'lIiU¥:

jヒ!阜、遺跡 P②((18231.3.109.3731) 4 6 ) 本ド1995B
30 S H01 V煩 B額 ① 7② 9 1[1期末~後期初 a:→②へのillて干与え

31 川(大津束川-/改え修遺事跡業) S HOl V類? 推定23 つ ? 中期中葉tIIi、1" n. t[ri11997 全体の 1 4科rftキ支11¥

川(被it.断刊道/)又遺跡 |官②3205 8野199803) 
①⑦ BC 類類 gf+2 32 S H21 V~自 3.17 

11 1 期 111~前半 ①→②へのillて仔え

卜一
07.34) 

33 S H31 ffib額 46.08 EUi 。中期rfl~前半 !ぷ1MのjJJイr状況は良好

34陶畑遺跡 S HOl V類 28.26 BまH 6 111期]後葉 n-t[nJili'i1999 !永lHIは砂肘(]1.33) 
トー

35 S H02 V類 32.15 A茸1 4 111期後葉
卜-

31. 16 36 S H03 V類 03.19) B類 8 中期後葉 炭化米

371 i1'粕遺跡 S H01 V類 27.32 B知 D '11)羽前葉 f!Ji瀬他1994 jJ~ ;J<. i蒔をイI する，焼失家以03.84) 

38多肥松，j'.j;遺跡 V [:Z S H 01 w類 (J2.56) B類 6 . 7 '11期 rIlド1999 M!l1月なI'jl)'1' 
トー

似品;な削、ド性火を円形柱穴タIJ
39 V l><: S H02 w頬 (12.56) BUi 7 '11期 が取りと主く
卜一

40 VI>( S H03 w類 (]2.56) B類 6・7 rll期 跡、表なI'jl)千

第9表 讃岐地方弥生時代中期竪穴住居一覧1
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遺跡名 遺構名 形態分類 床面積 配主柱穴置 柱数 時 期 文 献 備 ~ 

41 多肥松林遺跡 VI2{5 H05 vn類 (16.61) B類 6 . 7 中期 山ド1999 柱半径穴2.3mと103mの円周 kに円形
列が巡る

73.86 
42 咽区5H01 羽類 (36.29) C類 117 中期 顕著な削半

一
43 彊μ::5H02 vn類 (12.56) B類 6 中期 顕著な削ギ

一
①②((22458670..2 •• 4762) 6 4 ) 44 1X[5{5H01 羽類 ①② BC 類類 8;+2 

中期中業後半 ①→②への建て杯え

トー

45 X区5H01 四類 (12.56) C類 6 + 2 中期 削平顕著

トー

46 X[互5H02 羽類 (33.16) B類 11 中期 削、v顕~，内世gにも柱穴列

47 xnl正 xnlX5H01 W類 (12.56) C類 6 + 2 中期? 東側のみ周溝を確認

48 日暮・松林遺跡 5HlO V類 31. 15 B類 8 中期 山本他1997顕著な削、ド
(19.62) 

49 松林遺跡 5 H204 I類? 10.89令中 2♀ 中期中葉前半 大嶋他1996 宇部の確認に留まる

50 凹原遺跡
5 H01 V類

32.15 
C類 10+ 2 ? 中期中葉 委高松員市会教199育2 焼失家屋，石器製作

(仮称) (24.61) 

51 裕・長池遺跡 5 H01 V類 22.89 ADb類類+ 6 + 2 中期中葉 山元他1993焼失家尿(6.2) 
トー

52 5 H02 V類 21. 22 I ? ? 中期中葉
トー

平に連副続形すは隅る排JL水方溝形気味周i茸とそれ53 5 H04 V類 21. 22 B類 5 中期中葉

浴・長池E遺跡
①②③④((((33必m0Za..41ω1751) ) ) ) 

山元{也1994
54 5 H02 四類 B類 中期中葉頃 4同以卜の建て待え，削干顕著

55 5 H03 四類 (13.84) B類 8 中期中葉頃 百リ、F顕詰

56 5 H04 租類 (38.46) B類 16 ? 中期中葉頃 建て主宰え，削平顕著

57 5 H05 四類 (19.62) B類 9 'j'期中葉頃 illて棒え，削7・顕者

58 松並・中所遺跡 W区D5 H01 V類 20.41 B類 6 中期後葉 本書
有i 10期中央1:坑」ベット状遺織を

(6.6) する

前期まで遡る可能性が残る。半径
59 ViX: 5 H01 四類 (18.08) C類 7 + 2 中期中葉前半つ

3.2mの円周 rJこ柱穴列

60 IV反D5 X01 Ib類 4.8 E類 。'1'期後葉
一 19.62 61 W区D5 X02 V類 (8.03 ?) 

B類? ? 中期後葉 l 5程度の検出に留まる

62 Vf5(5X01 Ib類 5.0 E類 。中期後葉 V区5X02とト]時併干f

63 V区5X02 Ib類 3.57 E類 。中期後葉
弘前回東・中村遺跡 F 灰5H01 V類 26.4 B類 6 ? '"期末~後期初 森他1995 焼失家保(15.19) 

65 西(三浦木谷田遺J)跡 5 H01 V類 20.41 A類 4 中期後柴 石井1998 l 2のみ検出(5.29 ?) 

66 久米池南遺跡 竪第穴1住号居
続41)

(②1〕AC類
gi+2 V類 .19 中期後葉~末 藤井他1989①→②への建て替え

51) 
トー

31. 19 主平止副ピ形は隅丸方能性形を呈する。外J主67 第2号 V類
(11. 55) 
Aa類 4 中期後葉~末 ットの可 が尚い。

←一 20.41 
68 第3号 V類 (4.4 ?) Aa頬 4 中期後葉-* 外離双ピットの可能刊が高い
トー

38.46 
69 第4ザ V類 (24.61) 

B類? ? 中期後葉 数!文の建て替えが怨定できる
トー

70 第5号 W類 17.34 A類? 4 ? 中期後葉~末
土林火配「市立A類 +D類も:w、定i'}

(4.41 ?) 能
トー

71 第6号 I類? ? A類? 4 ? 中期後葉~末 I 3程度の検出
トー

72 第 7-j:J E類? ? A類つ 4 ? 中期後葉~末 l 2程度の検出
トー

37.37 73 第8り V類
(16.61) 
B類? ? 中期後葉~末 1 3程度の検iB第 6i]に先行

トー
13.19 74 第9号 W類 (3.8) Aa頬 4 中期後葉~末

トー

75 第10号 W類 9.61 Aa類 4 中期後IE~末 2杭皮の検出

一
①②(1(22 6 2 3.74 76 第11~j V類
.4) ①②ABb類類 g;  中期後葉~末 ①→②への建て符え9.20 
.56) 

77鹿伏・中所遺跡 5 H08 V類
19.62 B類 5 中期中葉前半 西村他1995(7.06) 

78極楽寺墳墓群 5 H01 V類 29.2 B煩 6 中期末 片桐節1998焼失家尿，鉄製品(刀子?)
_..---.l.__ (I1. 33) 

第10表 讃岐地方弥生時代中期竪穴住居一覧2
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第4節 E区B. C S DOl出土遺物組成について

E区B.Cで検出したSDOll立直角に屈曲する屋敷地の区画溝で， 12世紀末~13世紀前葉を中心とし

た時期に位置付けられる O 検出面からの深度は0.2m以下と浅いが，比較的まとまった遺物量が出土し

ており，今回はその遺物組成を中心にまとめたい。

その方法は破片数計測を採り，各器種同定の差異を考慮して，口縁部と底部の破片数も合わせて計測

した(個体識別法や口縁部計測法は行っていない)0組成に関しては全器種と供膳具の算出をそれぞれ

行った。なお，表中の土師質土器不明は土師質土器小皿・杯・椀のいずれかに該当するものであり，煮

沸具は含まない。瓦器椀・皿は瓦器皿の出土数が極めて少ないため，同項にまとめた。

第11表は出土した全器種における各器種の割合を算出したものである O 全破片数計測では，供膳具が

8割近くを占め，逆に煮沸具，貯蔵具が極端に少ない。土師質土器霊・鍋といった法量に比例した破片

数の増大を差し引くための，口縁部破片数計測では煮沸具，貯蔵具の割合はさらに低くなる O こうした

在り方は遺構の性格を反映していると考えられ，日常生活で使用した土器を投棄した状況とはやや異な

る可能性が高い。

一方，供膳具のそれぞれの比率を求めたのが，第12表である。これによると，土師質土器の供膳具の

割合が60%を測り，大多数を占めている。それを補完するように，瓦器椀・皿が25%，黒色土器が12%

の割合で含まれ，瓦器椀比率の高きが目立つ。須恵器椀は2%前後と低く，黒色土器椀の優位性が認め

られる O また，吉備系土師器椀と輸入陶磁器は互いに 1%以下であり，わずかな搬入といえる O

以上，遺物組成をまとめたが，他地域・他集落との比較・検討を行うことはできなかったが，遺物組

成の検討は，集落や遺構の性格を考える上で有効な手段であり，今後も継続していく必要がある O

(補記)

校正中に長尾町陵遺跡において，弥生時代中期前半の竪穴住居2棟を確認した(阿河1999)0 S H07 

は床面積22.89m，主柱穴内面積11.34mを測り， C類の主柱穴配置をとる o S H08は床面積・主柱穴内

面積の算定し難いが， C類主柱穴配置による建て替えが想定できる。また，後期前半に属する SH05の

中央土坑は，第106図の分類の 1類に該当し，いわゆる 110型中央土坑」である。

S H07・08は第9・10表の通し番号の最後である79・80，S H05は第8表の22を番号を与え，第105・

107図に貼付した。
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全破片数計測 | 口縁部破片数計測 | 底部片数計測

破片数(点)パi比率(仇附%矧) I破片数(ほω点印) 比率(仇倒%紛) I破片数(偵側点即) 比率(仇倒%紛) 
小皿 132 8.4 I 5日1 1日5.3 I 8剖6 28.3 

杯 147 9.3 I 3但1 9.3 I 7乃9 2お6.0

士師質士器 l___一一豆-

童 7沌8 i 5. 0 I 5 1. 5 I 0 i 0 

鍋 22却o 14.0 I 23 6.9 I 0 0 

土師質土器不明| 捌 | 川| 39 1 11.7| 17 ! 日
椀
一
椀
一

市
一
色
椀

由一

A
T

士
一
(
一

系
一
潜
一

備
一
色
一

吉
一
里
…
一

7 

149 

0.4 

9.5 

o O 

8.1 

5 

29 

1.6 

9.5 27 

小皿 2 0.1 I 1 0.3 I 
器ドーーー一一}一一一 i -十 ---------~--------------------t 
蓋・壷 34 2. 2 I 4 i 1. 2 I 

鉢 13 0.8 I 3 i 0.9 I 

瓦器椀・皿 299 川 57 ! 川 28 i 9.2 

! ?-卜tj二二fj二二:fj:::;:::::::::fj::::::::;::jJ;::::::::::::::j二子
青磁碗 2 O. 1 I 1!  O. 3 I 

東播系担鉢 4 O. 3 I 3 i O. 9 I 1 i O. 3 

須恵

1， 575 100 334 100 304 100 

第11表松並・中所遺跡E区B • C S 001出土遺物組成表 1

供膳具全破片数計測 | 供膳具口縁部破片数計 |供膳具底部破片数計測

破片数(点)比率(%) I破片数(点)制比率(%) I破片数(点比率(%)

|小皿 1竺 i Jり~_J 竺 j 1721 86i 289 
土師質土器| 坪 147 11. 9 I 31 10.5 I 79 26.5 

ト一一一一一一ト一一一一一一一一一一トー一一一一一一一一+ー一一一一一一一一--1一一一一一一一一一--，一一一一
|椀 174 14.2 I 80 27.0 I 44 14.8 

土師質土器不明 289 23. 6 I 39 13. 2 I 17 5. 7 

吉備系土師器椀 7 0.6 I 0 

黒色土器 (A類)椀| ω i 山 | 27 i 
|椀 18 1. 5 I 5 1. 7 I 

須 恵 器卜一一一一斗一 ! 一十 t--------------------f 
|小皿 2 1 0.2 I 1 O. 3 I 2 

瓦器椀.皿 299 2μ4.4 I 5町7 i 19.3 I 2犯8 仏

白 磁~---一一一旦一一-
|皿 1 0.1 I 1 0.3 I 

吾云- 亙zぷL__珂一 一三2γ2γ罰一一一十-一一-一-
計 1，226 100 296 100 298 100 

第12表松並・中所遺跡m区B • C S 001出土遺物組成表2
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詰釈

(1 ) 片桐孝浩氏のご教示による O

片桐孝浩1997I讃岐の土師器Jr財団法人香川県埋蔵文化財調査センター研究紀要V 特集7世紀
の讃岐』働香川県埋蔵文化財調査センター

(2) 同書補記にて， I松菊里型」と改称したとされている。

(3) 藤好史郎氏のご教示による。

(4) 40r討を越える大型住居は高松平野では中期後葉段階には確認できず，掘立柱建物がそれに代わる大

型居住施設であったと考えられ，松並・中所遺跡では未確認で、あるが，掘立柱建物と中型住居，小型

住居により集落を構成していたと推測できる。

主要参考・引用文献

阿河鋭二1999r陵遺跡J長尾町教育委員会
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育委員会

石野博信1990I西日本における弥生中期の 2つの住居型Jr日本原始・古代住居の研究J吉川弘文館
磯崎寛ほか1988r四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 第5冊 長佐古遺跡』香川県

教育委員会ほか
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金田章裕1989I条理と村落生活Jr香川県史I 原始・古代J香川県
片桐節子1992Ar平岡遺跡群発掘調査報告書j大野原町教育委員会
片桐節子1992Br吉田古墳発掘調査報告書』財田町教育委員会
片桐節子1998r極楽寺墳墓群 一寒川町上水道浄水場建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書J寒川町教

育委員会

片桐節子1999r陶畑遺跡発掘調査報告書』綾南町教育委員会
片桐孝浩1990I古代から中世にかけての土器様相一香川県における予察-J r中近世土器の基礎研究VI.I

日本中世土器研究会

片桐孝浩1992I古代から中世にけけての土器様相Jr中小河川大東川改修工事(津の郷橋~弘光橋間)
に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書 川津元結木遺跡』嗣香川県埋蔵文化財調査センターほ

か

片桐孝浩ほか1994r県道高松志度線道路改良事業に伴う埋蔵文化財発掘調査概報 小山・南谷遺跡 平
成 5年度j香川県教育委員会ほか

片桐孝浩1996r弘田川改修に伴う埋蔵文化財発掘調査概報 弘田川西岸遺跡 平成 7年度J香川県教育
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委員会ほか

片桐孝浩1997r中小河川大束川改修工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 川津一ノ又遺跡』香川県教育
委員会ほか

勝浦康守1993i各東遺跡発掘調査概要一マンション建設工事に伴う発掘調査一Jr徳島市埋蔵文化財発
掘調査概要 3.1徳島市教育委員会

川野正雄・武田明監修1989i坂田郷Jr香川県の地名J日本歴史地名体系38
北野隆亮1999i和歌山平野における火打石の流通Jr紀伊考古学研究第 2号』 紀伊考古学研究会
木戸雅寿1993i石鍋の生産と流通についてJr中近世土器の基礎研究IX.I日本中近世土器研究会
木下晴-2000r県道高松志度綜緊急整備工事および県立医療短期大学建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報

告 原中村遺跡j香川県教育委員会ほか

蔵本晋司1994i香川県における古墳時代中期群小墳小考Jr財団法人香川県埋蔵文化財調査センター研
究紀要IU財同法人香川県埋蔵文化財調査センター

蔵本晋司1997r空港跡地整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 第2冊 空港跡地遺跡II.I僻)香川県
埋蔵文化財調査センターほか

蔵本晋司1999Ar四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 第32冊 中関西井坪遺跡II.I
働香川県埋蔵文化財調査センターほか

蔵本晋司1999B r四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 第33冊 川津川西遺跡・飯野
一本松遺跡J香川県教育委員会ほか

合田幸美1998i小形住居についてJf網干善教古稀記念 考古学論集J

小林行雄・佐原異1964r紫雲出J詫間町文化財保護委員会
薦田耕作ほか1987r四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書 第3冊 矢ノ塚遺跡j働

香川県埋蔵文化財調査センターほか

小柳和宏1987i竪穴Jr菅生台地と周辺の遺跡、XII 大分県竹田地区遺跡群発掘調査報告 内河野遺跡
板井尾遺跡』竹田市教育委員会

近藤玲1998i矢野遺跡Jr徳島県埋蔵文化財センタ一年報.1Vo1.9 1997年度徳島県埋蔵文化財セ
ンター

笹川龍一1985r彼ノ宗遺跡 ~弘田川河川改修工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告~.1善通寺市教育委

員会

笹川龍一1989r仲村廃寺 ~旧練兵場遺跡、における埋蔵文化財確認調査報告書~.1善通寺市教育委員会

佐藤竜馬1993i香川県十瓶山窯跡群における須恵器編年Jr関西大学考古学研究室開設40周年記念 考
古学論叢』

佐藤竜馬1996r四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書 第19冊 綾南奥下池南遺跡J
働香川県埋蔵文化財調査センターほか

佐藤竜馬1998i十瓶山窯と亀山窯Jr財団法人香川県埋蔵文化財調査センター研究紀要vn働香川県埋
蔵文化財調査センター

佐藤竜馬2000r空港跡地整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 第4冊 空港跡地遺跡、町j側香川県
埋蔵文化財調査センターほか

白神典之1992i堺措鉢考Jr東洋陶磁 第19号J
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多賀茂治1996I玉津田中遺跡の竪穴住居についてJr玉津田中遺跡 第6分冊』兵庫県教育委員会
高橋 学1992I高松平野の地形環境Jr讃岐国弘福寺領の調査』高松市教育委員会
高松市教育委員会1973r石清尾山塊古墳群調査報告書』
高松市教育委員会1983r鶴尾神社4号墳調査報告書』
高松市教育委員会1985r南山浦古墳群調査報告書J
高松市教育委員会1992r讃岐国弘福寺領の調査』
高松市歴史資料館1994r高松平野の考古学のあけぼの ~小竹一郎旧蔵資料展-j
高松市教育委員会 1999 r讃岐国弘福寺領の調査ll.l
玉永光洋1992I遺構・集落についてJr菅生台地と周辺の遺跡xv 大分県竹田地区遺跡群発掘調査報

告石井入口遺跡石井入口北遺跡』竹田市教育委員会

都出比日志1989I竪穴式住居の平面形Jr日本農耕社会の成立過程J岩波書庖
中間研志1987I松菊里型住居一我国稲作農耕受容期における竪穴住居の研究一Jr東アジアの考古と歴

史(中)岡崎敬先生退官記念論集』同朋社出版

西岡達哉ほか1990r四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 第7冊 ーの谷遺跡群J香
川県教育委員会ほか

西岡達哉ほか1996r空港跡地整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 第 l冊 空港跡地遺跡I.I香川
県教育委員会ほか

西村尋文ほか1995r高校新設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査概報鹿伏・中所遺跡 平成6年度』香JII
県教育委員会ほか

西村尋文ほか1996I寺田・産宮通遺跡Jr県道関係埋蔵文化財発掘調査概報平成7年度』香川県教育
委員会ほか

信里芳紀2000I北四国における弥生文化の成立Jr第47回埋蔵文化財研究集会 弥生文化の成立一各
地域における弥生文化成立期の具体像-，]

乗岡 実1999I近世備前焼の揺鉢Jr関西近世考古学研究 班J関西近世考古学研究会
橋本久和1980I中世土器研究予察Jr高槻市文化財調査報告書 第13冊 上牧遺跡発掘調査報告書』高

槻市教育委員会

平井勝1994r弥生時代の石器』考古学ライブラリー
贋瀬常雄ほか1994r県道山崎御厩線道路改良工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 正箱・薬王寺遺跡』

香川県教育委員会ほか

藤井雄三ほか1989r久米池南遺跡発掘調査報告書j高松市教育委員会
藤好史郎ほか1990r瀬戸大橋建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告田下川津遺跡』香川県教育委員会ほか
古野徳久1998r四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 第30冊 川津ーノ又遺跡ll，]香

川県教育委員会ほか

松本豊胤ほか1980r仁尾町・南草木遺跡調査報告』香川県教育委員会
宮本長二朗1998I日本の竪穴住居Jr浅川滋男編 先史日本の住居とその周辺j同成杜
森格也ほか1995r高松東道路建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 第3冊前旧東・中村遺跡J香川

県教育委員会ほか

森格也1997r高松東道路建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 第7冊鴨部・川田遺跡I.I働香川県
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埋蔵文化財調査センターほか

森下英治・信里芳紀1998I讃岐地方における弥生土器の基準資料1-下川津遺跡出土弥生土器を中心に

-J r財団法人香川県埋蔵文化財研究紀要vn働香川県埋蔵文化財調査センター
森下英治1994W旧練兵場遺跡一平成 5年度国立善通寺病院内発掘調査報告一』香川県教育委員会

森下英治1995AI瀬戸内の大陸系磨製石器Jr月刊考古学ジャーナル N 0391.]ニュー・サイエンス杜
森下英治1995Br北原3号墳北原遺跡J香川県教育委員会
森下英治1997I丸亀平野の条理型地割の考古学的検討Jr財団法人香川県埋蔵文化財研究紀要V.I働香

川県埋蔵文化財調査センター

森下英治1998r四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書 第29冊龍川五条遺跡・飯野
東分山崎南遺跡j側}香川県埋蔵文化財調査センターほか

森下英治1999I讃岐地方における弥生時代中期集落の機能と構造についてJW古代学協会四国支部第13

回大会資料 瀬戸内の弥生中期集落ーその機能と構造の研究-.1

森下友子1998r空港跡地整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 第3冊 空港跡地遺跡m.l肘香川県
埋蔵文化財調査センターほか

森島康雄1992I畿内産瓦器椀の併行関係と歴年代Jr大和古中近研究会研究資料E 大和の中世土器E
一大和型瓦器椀とその周辺-J大和古中近研究会

山下史郎ほか1999r龍野市清水遺跡J兵庫県教育委員会
山下平重1997r四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 第26冊 川津ーノ又遺跡Ij香

川県教育委員会ほか

山下平重1999r高校新設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書 第1冊 多肥松林遺跡J働香川県埋蔵
文化財調査センターほか

山仲 進1989I東播系中世須恵器の分類と編年試案Jr神出J妙見山麓遺跡調査会
山本悦代1993I吉備系土師器椀の成立と展開Jr岡山大学校内遺跡発掘調査報告書 第6冊鹿田遺跡

3J岡山大学埋蔵文化財研究センター

山本悦代1997I岡山南部における土師器鍋の変遷Jr岡山大学校内遺跡発掘調査報告書 第11冊鹿田
遺跡4.1岡山大学埋蔵文化財研究センター

山元敏裕ほか1993r一般国道11号線高松東道路建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 第1冊 浴・長池
遺跡』高松市教育委員会

山元敏裕ほか1994r一般国道11号線高松東道路建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 第3冊 浴・長池
E遺跡』高松市教育委員会

山元敏裕ほか1995r一般国道11号線高松東道路建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 第5冊 井手東I
遺跡j高松市教育委員会

山元敏裕ほか1995r一般国道11号線高松東道路建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 第6冊 井手東E
遺跡』高松市教育委員会

山本英之1997r都市計画道路福岡多肥上町線建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書 日暮・松林遺跡』
高松市教育委員会

横田賢次朗・森田勉1978I太宰府出士の貿易陶磁Jr九州歴史資料館研究論集4J
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松並・中所遺跡柱穴一覧表



出土遺構 出士遺物 時 期 埋土類型 IB_t遺構 社i 七遺物 時 期 埋土類型J

E区AS P01 なし I Hl正A 79 瓦・椀 ? I 
E区A 02 土・小， 上・椀.1:質，瓦・椀 12C末 13C初 I E区A 80 瓦・椀 13C前葉 I 
E区A 03 瓦・椀 13C前葉 HA HIベA 81 士・小.1:質，瓦・椀 13C jjiJ葉 I 
HIL{A 04 1:・小，土・杯，瓦・腕 13C前葉 I E区A 82 十・小，須・椀 13C前菜 I 
E灰A 05 なし I E反A 83 士質，須・椀，瓦・椀 13C前葉 I 
E区A 06 なし HA HL正A 84 瓦・椀 ? I 
E区A 07 なし I E民A 85 なし I 
IH区A 08 土質，瓦・椀 13C前葉 I H L><:A 86 上質，瓦・椀 ? I 
IH区A 09 なし HA Hr正A 87 土・小，瓦・椀 13C前菜 I 
E区A 10 Iニリj、.1:.杯.i二質，瓦・椀 13C前葉 I H IXA 88 土質 ? I 
E区A 11 上質，瓦・椀，黒・椀 13C前葉 I E 区A 89 土・斐，須.;椀 12C未-13C初 I 
E医A 12 土・小，土質，須・椀 ? I Hr元A 90 なし HA 
E区A 13 なし llA E区A 91 なし I 
E区A 14 なし I E区A 92 なし I 
E区A 15 土質，瓦・腕 フ E区A 93 なし HA 
H IL{A 16 上・小，土質，瓦・椀 13C前葉 H p(A 94 上・鍋，須・焼，瓦・椀 13C目IJ葉 HA 
E区A 17 土・小，土質 中 H IX:A 95 なし HA 
E灰A 18 十・小，士質，須・椀 13C前柴 H [>(A 96 なし HA 
E区A 19 なし I lll5<.A 97 士・小， 七・鍋 ? llA 
E区A 20 なし I E民A 98 なし HC 
E区A 21 土質，瓦・椀 13C前菜 I HI天A 99 士・鍋，土質，瓦・椀 13C前葉 HB 
E区A 22 なし I E区A101 なし HA 
E区A 23 上・小，上・杯 ? I HrえA102 上・小，瓦・椀 13C前葉 I 
Hl正A 24 なし I HI2{A 103 なし I 
E区A 25 なし. I Hr，zA 104 なし I 
E区A 26 土・小 ? I E 以~A 105 土・杯，吉備 ? HA 
E区A 27 士・小，上・鍋，上質 13C前菜 I H [X:A 106 上・小，士・杯，士・鍋，上質 ? I 
E区A 28 土・小，土質，須・椀，瓦・椀 12C末-13C初 I H [J(A 107 七・小，土・均、 ? I 
E区A 29 上・小.J:質 ? HA H l><:A 108 なし HB 
H IL{A 30 上質，瓦・椀 13C jjiJ葉 I H t(A 109 なし HB 
E区A 31 なし I H f;{A 110 なし I 
E区A 32 なし HA Hr元令A111 なし I 
H I>ZA 33 土・鍋 ? I HrベA112 なし HA 
E区A 34 土・鍋，土質 13C前葉 HA H [Z(A 113 士・鏑 ? HA 
E区A 35 なし I HL正A114 なし I 
E区A 36 なし I H[){A 115 なし I 
E区A 37 なし HA H T(A 116 瓦・椀 ? HA 
E区A 38 七・鍋 つ I HL正A117 なし HA 
H [>(A 39 なし I HrベA 118 なし HA 
E区A 40 土.tf. 上・鍋，瓦・椀 12C >f;:-13C 初 I H[ベA119 なし HA 
E区A 41 L質 ? HA Hr正A120 なし I 
E区A 42 1: .小 13C前葉 I HLベA121 なし I 
E区A 43 士・小，土質，瓦・被，黒-椀 13C前葉 I HlベA122 なし I 
E 区A 44 瓦・椀 12C末-13C初 I E区A123 なし HA 
H[正A 45 土・小.J:・鍋，土質 ? I H i;{A 124 なし I 
E区A 46 なし HA E区A125 なし HA 
E区A 47 なし HA E区A126 なし I 
H IL{A 48 なし I H[z{A 127 なし I 
E区A 49 土・小 ? I H[5{A 128 須・鉢 1両 HA 
E灰A 50 なし I H [><:A 129 土・椀，須・焼.Ii.腕 ? I 
Hl正A 51 土・小，土質，瓦・椀 ? I H [，zA 130 なし I 
E区A 52 土・椀 ? I E区A131 士・小 フ I 
HI正A 53 士一・杯 I HIXA 132 瓦・椀 13C前葉 I 
E区A 54 土・小，上・鍋，土質 ? I E区A133 なし I 
E区A 55 1:.小，土・杯.~t. 鍋，瓦・椀 13C前葉 I H [><:B 01 なし I 
H IL{A 56 土質，瓦・椀 13CjjiJ葉 I HIメ~B 02 なし I 
E区A 57 土質，瓦・椀，亀rlJフ 12C末-13C初 I H I><:B 03 土質 ? I 
E区A 58 なし I H r><: B 04 1質，須・椀，瓦・椀 ? I 
Hi2<:A 59 十・小. ~l. 鍋，上質 9 I H [;{B 05 土・小，土.j;:.F. 上質 ? I 
E区A 60 土質 I H [><:B 06 士・土イ'. 土質，瓦・椀 13C前葉 I 
E区A 61 上質 9 I H p( B 07 土質 ? I 
H[正A 62 士質 フ I HrメB 08 f:・小，士・鍋，土質，瓦・椀 ? I 
E区A 63 なし I H [><:B 09 なし I 
E区A 64 なし H[:>(B 10 士・小，須・椀，瓦・椀 12C末 13C初 I 
E区A 65 士・小，上・杯 ? I H[:ポ~B 11 土質 ? I 
E灰A 66 なし I H [><: B 12 瓦・椀 ? I 
Hl豆A 67 なし I HlメB 13 土・斐 ? I 
E区A 68 なし I H L:{ B 14 士・小，土質 ? I 
E区A 69 士・小. ~t- 材、，士・鍋 12C末 13C初 I HL元~B 15 なし HA 
E 区A 70 土・小.1:質，須・擁，瓦・椀 13C前葉 I H [><:B 16 なし HA 
Hl正A 71 土・小，土・鍋，瓦・椀 13C前葉 I HT(B 17 土質，須・椀 12C 末-13C初 I 
E区A 72 なし I H r瓦~B 18 なし I 
E区A 73 一上質， 瓦・椀 12C末 13C初 I H I2<:B 19 士・小，土質 ? I 
H IXA 74 瓦・椀 13C前葉 HB H[><:B 20 土・小，土質，瓦・続，青般 ? I 
H I!{A 75 弥生? ? I HrメB 21 L-小・杯，土・鍋，須・椀，瓦・椀 13C前葉 I 
E区A 76 土・小，士・鍋 ? I H [><: B 22 士・小，土質，瓦・椀 12C末-13C初 I 
E区A 77 なし I H [><:B 23 土・小.1質，須・椀 ? I 
E区A 78 土・小・杯，上・鈎旦須-j忠瓦・椀~末三13C 初 I H T( B 24 土・小，土質 12C末-13C初 I 
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出土遺構 出土遺物 時 期 埋土類型 出土遺構 出土遺物 時 期 埋土類型

E区B 25 土質，須・蔓 ? I E区B103 土・小，土質，瓦・椀 13C前葉 I 
E区B 26 土・小，土・鍋，土質 ? I n IXB 104 土・小，土質，瓦・椀 13C前葉 I 
E区B 27 土質.瓦・椀 予 I E 区B105 なし I 
E区B 28 土・小 予 I E区B106 土・小，土・杯，土・鍋，瓦・椀 12C末 13C初 I 
E区B 29 瓦・椀 ? I E区B107 土・小，土・鍋，土質，須・椀 ? nA 
E区B 30 なし I E区B108 なし I 
E区B 31 土リj、・鍋，須・椀，吉備，亀山 13C前葉 I E区B 109 士・小，黒・椀 ? I 
E区B 32 なし ? I E区B110 なし I 
E区B 33 |事質 ? I E区B 11l なし I 
E区B 34 土・小，土質 9 I UL正B 112 土・鍋，瓦・椀 ? I 
n IXB 35 土質 ? I E区B 113 なし nA 
E区B 36 土・小 ? I E区B 114 土・鍋，土質，瓦・椀 ? I 
E区B 37 土・小 ? I E区B115 土・鍋 ? I 
E区B 38 なし I E区B116 なし I 
E区B 39 土質 ? I nlKB 117 土・小，土・鍋，土質，瓦・椀 ? I 
E区B 40 土・小，土・杯，土質，須・椀 13C前葉 I E区B 118 なし I 
E区B 41 土・小，土質 ? I E区B119 士・小 ? I 
E区B 42 士・小，土・杯，土質，瓦・椀 ? I E区B120 土・小 ? I 
E区B 43 土・小，土・杯，土質，須・椀 13C前葉 I E反B 121 なし I 
E区B 44 土・椀，士・鍋 ? I E区B122 土・杯 ? nA 
E区B 45 土・小，土・鍋，瓦・椀 12C末-13C初 I E区B123 土・鍋，土・杯 ? I 
E区B 46 なし I E区B124 なし I 
E区B 47 士・小 ? I E区B 125 土・椀 争 I 
E区B 48 なし I n It{B 126 土・鍋，土質，瓦・椀 ? I 
E区B 49 土・.杯，土質，吉備 13C前葉 I E区B 127 なし 1 I 
E区B 50 なし I E区B128 なし I 
E区B 51 土・小 ? I n J;KB 129 土・小，土質，土・蔓 ? I 
E区B 52 士・小 ? I E区B 130 土・杯 ? I 
E区B 53 土・杯，須・斐 ? I E区B131 土・鍋，土質，瓦・椀，黒・椀 12C末 13C初 I 
E区B 54 I E区B132 士・杯，瓦・椀 13C前葉 I 
n lRB 55 土質，瓦・椀 ? I E区B133 なし I 
E区B 56 土質 ? I n lRB 134 なし I 
E区B 57 なし I E区B135 瓦・椀 ? I 
E区B 58 なし I n lRB 136 土・小 ? I 
E区B 59 土・小，土・杯，土質 ? I E区B 137 土質，瓦・椀 13C前葉 I 
E区B 60 なし I nL主B138 土・小 ? I 
E区B 61 なし I E反B 139 土・小，土・椀，土質 13C前葉 I 
E区B 62 なし nA E区B140 なし I 
E区B 63 なし I E区B141 なし I 
E区B 64 なし I E区B142 土・蔓 予 I 
E区B 65 土・杯，土質 12C末-13C初 I nL'(B 143 なし I 
E区B 66 土・小 12C末 13C初 I nT(B 144 土・小，土質，不明 ? nA 
E区B 67 なし I E区B145 土・小，士・棄，瓦 ? I 
E区B 68 七質 ? I n IKB 146 土・小 ? I 
E区B 69 土質 ? nA E区B 147 なし I 
E区B 70 なし I E区B 148 土・小 ? nA 
E区B 71 土・小，須・蔓 ? I n IK B 149 なし I 
E区B 72 なし I E区B150 土・小 ? I 
E区B 73 士・小，土・杯，須・椀，瓦・椀 12C末 13C初 I n [i(B 151 土・鍋 ? I 
E区B 74 土・小，士質 ? I n IX B 152 士・小，瓦・椀 ? I 
E区B 75 土質 13C前葉 I E区B 153 上質，瓦・椀 ? I 
E区B 76 なし I E区B154 土・小，土質 ヲ nA 
E区B 77 なし I E区B155 土・椀，土質 ? I 
E区B 78 士・小，土・鍋 13C前業 I E区B156 土質 ? I 
E区B 79 土・小，土質，須・鉢 12C末-13C前葉 I n p(B 157 土質 ? I 
E区B 80 土・鍋 ? I E区B158 土・杯，瓦・椀，須・蔓 13C前葉 I 
E区B 81 なし I E医B159 なし nA 
E区B 82 土質 ? I 置区B160 瓦・椀 13C前葉 I 
E区B 83 土・椀 ? I E区B161 土・小・鋪，瓦・椀.須・蔓，吉備 12C末-13C初 I 
E区B 84 なし I E区B162 土・吏，須・蔓 ? I 
E区B 85 なし I E区B163 土・鍋 ? nA 
E区B 86 土・杯 ? I E区B 164 なし I 
E区B 87 土質 令 I E 区B 165 なし I 
E区B 88 土質 ? I E区B 166 なし nA 
E区B 89 なし I E区B 167 なし I 
E区B 90 須・椀 ? I E区B168 なし I 
E区B 91 土・杯 ? I E区B 169 なし I 
E区B 92 なし I E灰B 170 土・小，土・蔓 ? I 
E区B 93 士 ./J、，須・斐 12C末 13C初 I E民B l71 なし I 
E区B 94 土質 ? I E区B 172 土・小，土質 ? I 
E区B 95 なし I E区B 173 なし I 
E区B 96 なし I E区B 174 土・鍋 予 I 
E区B 97 土質，瓦・椀 ? I E 区B 176 なし I 
E区B 98 なし I E区B 177 なし nA 
E区B 99 なし nA E区B 178 土・小 予 nA 
E区B100 土・小，土・鍋 ? I n lRB 179 なし I 
E区B101 土・杯 ? I E区B180 土質，瓦・椀 13C前葉 I 
E区B102 なし nJ;i(B 181 土・小 ? I 
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出上遺構 出土遺物 時 期 理上Jli型 出I:l章構 lB 1:遺物 1I.j JUJ }里l額I¥!I
E 区B182 L・小， 土質 ? I m [:{B 17 j-• IJ、 フ IIB 
IIL正B183 なし IIA m [-><. B 18 なし IIB 
II rx: B 184 1:.小，須・斐 ? I m[5(B 19 なし IIB 
E反B185 なし IIA ml正B 20 t・小， 土質.瓦・腕 13C前菜 IIB 
H 区B186 上・鍋 ? I m[KB 21 なし IIB 
II[互B187 なし I m[ベB 22 なし IIB 
II f2<:B 188 なし I m loi B 23 瓦・椀 13C前菜 IIB 
E区B189 なし I m rx:B 24 なし IIB 
IIf:王B190 須・椀 ? I m[正B 25 なし IIB 
E区B191 士-小 ? I m[x:B 26 なし IIB 
E区B192 土質，不明陶器 近世 IIA m rx: B 27 なし IIB 
IILえしB193 士質，須・椀 13C前葉 I mlx:B 28 瓦-椀 13C 前菜 IIB 
II 12<: B 194 士質 ? I 田[x:B 29 1:・小 ? IIB 
II [5<: B 195 須・椀 ? I 皿区B 30 l:.椀.1:11.瓦・椀 13C 前~ IIB 
E反B196 なし I mlメB 31 なし IIB 
E 区B197 士・小， 上・鍋 下 IIA E区B 32 i:・斐 ? I 

II!RB 198 十:・ノl、 ? IIA E区B 33 なし IIB 
E区B199 なし I ml>(B 34 七・ノj、 ? IIB 
E 区B200 なし I mrメB 35 j--・小.1.鍋，九・椀 13C前菜 IIB 
E μ[B 201 なし I mlRB 36 なし IIB 
II [;{ B 202 なし IIA m l，z B 37 ，F;~~ ・椀 13C !Iij葉 IIB 
II [5( B 203 1: .小 フ I E区B 38 なし IIB 
IIrx:C 01 なし IIC E 区B 39 なし IIA 
II rx:c 02 なし IIC ml韮B 40 ~fi ・椀 ? IIB 
II rx: C 03 なし守 IIC E 区B 41 上-小， l:.t不，須・椀，瓦・椀 13C前葉 IIB 
E区C 04 なし IIC mlx:B 42 J: .鍋 [_J質，黒・椀 ? IIB 
H 区C 05 なし IIC m[X:B 45 1:・斐 ? IIB 
E区C 06 なし IIC E 区B 46 なし IIB 
II [;{C 08 なし IIC mL正B 47 なし IIB 
II [X: C 09 なし IIC mrx:B 48 なし IIB 
III正C 10 なし IIC m IX: B 49 なし IIB 
E区C 12 なし IIC m rx: B 50 1:・小 p IIB 
IIIRC 14 なし IIC mr元~B 51 十一・小， 十・斐 予 IIB 
II rx: C 15 なし I m [>( B 52 1:質，須・~ ? IIB 
II rx: C 18 なし IIC m[;.{c 01 1:.鍋 ? I 
II[;{C 19 なし IIC m[x:c 02 1:・椀.;Ji.椀・斐，瓦・椀.. 'f，・椀 13C前菜 I 
III正C 20 なし IIC E区C 03 上・鍋，瓦・椀 13C前菜 I 
E 区C 21 なし IIC E区C 04 J:.鍋 ? I 
II rx: C 22 なし IIC mlベC 05 なし I 
E区A 01 なし IIC E 医~C 06 l質，九・椀，J{.'皿，黒・椀，古磁 13C前菜 I 
ml正A 02 なし IIC m[x:c 07 t・椀，士・鍋，士n.須・椀 12C末-13C前葉 I 
mLメA 03 なし IIC Eμ~ C 08 上・鍋 ? I 
mlx:A 04 なし I mLx: C 09 土・鍋，1:質9須・腕，黒・椀，{i鍋 12C~-13C 初 I 
E区A 05 なし I E区C 10 J:.鍋. L・雪量， 黒・椀 13C前葉 E 
E区A 06 瓦・椀 ? I mr互C 11 士質，瓦・腕，LJ磁，不明陶器，瓦 ? E 
E区A 07 なし I m IR C 12 瓦・椀 12C~-13C 初 I 
mr正A 08 なし I m[;{c 13 1:質，瓦・椀，須・壷 12C末-13C前葉 I 
E区A 09 t..斐 ? I E区C 14 i:' J:f、.i_質，九・椀，思・椀 12C 末 13C前葉 I 
mr正A 10 なし I m[x:c 15 七・小，須・椀，瓦・椀，思・椀 13C前葉 I 
m IX:A 11 士・小 I mrx:c 16 t・小.!:・叫，須・椀，瓦・椀 13C前葉 I 
m [X:A 12 瓦・椀，黒・椀 12C ぶ-13C初 I m[正C 17 土・小.t質，瓦・椀，黒・椀 13C前葉 I 
盟区A 13 なし I m IR C 18 1:・小， L.鍋， I質，九・椀 13C前菜 I 
m[x:A 14 なし IIC E区C 19 土・小，土・材、，仁質， ~Ji ・椀 13C前柴 I 
E区A 15 なし I m rx: C 20 七質，黒・椀 ? I 
mIXA 16 なし I E区C 21 陶器斐 近世 I 
mIXA 17 土・鍋 ? I E区C 22 L質，}L・椀，黒・椀 12C 本-13C前葉 I 
m IXA 18 なし IIC m[メC 23 1:・鍋， J:質，九・椀 12C~-13C 前葉 I 
班区A 19 なし I E区C 24 1:質，須・椀 13C前葉 I 
mf:えA 20 なし I m [>( C 25 なし I 
E区A 21 Ui.瓦・椀 ? IIC 直区C 26 1:・小，上質(破上?) ? I 
班区A 22 なし IIC m IX C 27 上'/J、・椀.J:・鍋，須・椀，瓦・椀 13C前葉 I 
ml亙A 23 なし IIC m [>( C 28 t-. '/J、・椀，十:・鍋，須・椀，県・椀 ? I 
m[メーA 24 なし IIC m区C 29 ト小， J:.鍋， 1質，瓦-椀 13C前葉 I 
m[5(B 01 なし I m[;{c 30 L・鍋，瓦・椀 13C前宣告 E 
E区B 02 なし IIC m[x:c 31 1--・小，須・椀，瓦・俄，黒・椀 13C前業 I 
班区B 03 なし IIA ml正C 32 瓦・椀 13C前葉 I 
E区B 05 鉄釘 ? E 国区C 33 t:質， lJii並 ? I 
E 区B 06 なし IIB E区C 34 1:.J:f、， t:.鍋，瓦・椀，黒・椀 13C前業 I 
E区B 07 なし IIB m[x:c 35 瓦-械 ? I 
m[元[B 08 なし E E区C 36 1:・杯， U'1，瓦・腕 12C末-13C前菜 I 
E 区B 09 なし IIB m[正C 37 L・小， i:i'i.黒・椀 ? I 
mlx:B 10 なし IIB m[><:c 38 1:質，須・椀，具;・椀 13C前葉 I 
mlRB 11 なし IIB m[ベC 39 1:.小，J二質，須・椀，瓦・椀 12C 末-13C前葉 I 
m IX B 12 土・鍋， i'L'椀 ? IIB E区C 40 士・鍋 ? I 
皿区B 13 IIB m[正C 41 L・小， L・鍋， 上質 ? I 
取区B 14 士・小，土質，須・椀 13C前葉 IIB m [x:C 42 i-_ .小・鍋，須・椀，須・斐.黒・椀 13C前葉 I 
ml旦B 15 十:質，黒・椀 ? IIB E区C 43 l:・鍋，上質，須・椀，黒-椀 ? I 
E医B 16 なし IIB E区C 44 t:質黒・椀，九 13C前葉 I 
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出土遺構 出 l:造物 時 期 埋t類型 出土遺構 出土遺物 時 期 埋士類型

E灰C 45 土・鍋 ? I ml又C125 なし I 
E区C 46 土質，瓦・椀，黒・椀 13C前葉 I mrズC126 上質，黒・椀 ? I 
E医C 47 :1:・菱 ? I E 医C 127 なし I 
E区C 48 土質，瓦・椀 12C末-13C前葉 llB mlXC 128 なし I 
E区C 49 なし I mT(c 130 土・小，土・杯，瓦・椀，黒・椀 I 
mIRC 50 士質 予 I E 医C 131 なし I 
E区C 51 土・小，士・鍋. j:質 13C前葉 I mlXc 132 土質，須・椀，瓦・椀 13C前葉 I 
E区C 52 なし I E区C133 士・鍋，黒・椀 ? I 
mlXC 53 1二・鍋，須・椀，瓦・椀 12C末-13C前菜 I E反C134 なし I 
E 区C 54 i:・小.i:・鍋，須・椀，瓦・繍 13CI前葉 I m[メーC135 なし I 
E区C 55 士・土手， 士・鍋 ? I E区C136 なし I 
班区C 56 なし I m[i(c 137 なし I 
E医C 57 なし I E 民C148 なし llA 
E区C 58 土・小，士・杯 ? I m[:i(C 152 土・杯 ? llA 
E区C 59 土・杯.土質，瓦・椀 13C前業 I E 以CC153 士・杯 官 llA 
E区C 60 なし I E 区C 154 なし llA 
E区C 61 1:質，須・椀，瓦・椀 13C前業 E m[;{c 155 上・椀. t:質，弥生 令 llA 
E区C 62 なし I mi'<:c 156 なし I 
m[i(c 63 !:質，須・椀 13C前葉 E mT(c 157 上・小，瓦・椀 令 I 
E区C 64 土質，須・椀 ? I mr式::C159 なし
E区C 65 j:・土手，土質，須・椀 争 I m[5<:c 160 土・鍋. j:質 争 llA 
E区C 66 七・鍋，須・椀 13C前菜 I m[メCC161 なし llA 
E区C 67 なし I E区C162 士・小，土・鍋.瓦・繍 ? llA 
E区C 68 瓦・椀 ? E 町民A 02 なし llA 
E区C 69 なし I N[5<:A 04 なし llA 
ml5<:c 70 士・杯 ? E N[:i(A 05 なし llA 
E区C 71 土・杯，土質.瓦・椀 ? E Ni'バCA 06 なし llA 
E医C 72 土・小，上・鍋，土質 ? E 町民A 07 なし llA 
E区C 73 土・小，土質，須・鉢，須・斐 13C前菜 E N[:i(A 08 なし llB 
E区C 74 なし E N[5<:B 01 なし llB 
m[i(c 75 土・小，須・斐 9 E N[;.(B 02 なし llB 
E区C 76 土・杯，土質 ? E NT(B 03 なし llB I 
E区C 77 土質，須・椀，須・斐 13C前菜 E N[5<:B 04 土・小 ? w 
mf2<:c 78 土・杯 ? E N[5<:B 05 なし E 
E区C 79 土・小，土質.須・椀 13C前葉 E N[正B 06 なし llB 
E区C 80 なし E N[)(B 07 なし llB 
E区C 81 土・椀，土・鍋 ? llA N民B 08 なし E 
mlXc 82 土・椀，土質，瓦・椀 ? I NI!(B 09 なし E 
E区C 83 土・鍋，土質，須・椀，須・鉢 ? I N[;(B 10 なし E 
E区C 84 土・鍋 ? I 町民B 11 なし llB 
mr互C 85 j:・杯，土質 ? I Nf:えC 01 土質 ? llB 
E区C 86 土質，主li・椀，瓦・椀，黒・椀 13C前葉 I N[.( C 02 土質 近陸 llB I 
ml2(c 87 なし 盟 Nr<:C 04 なし NA 
E区C 88 土質，須・鉢，須・斐 13C前葉 I W区C 05 なし NA 
E区C 89 i:・杯，須・椀 ? E 町民C 06 なし NA 
E区C 90 士・小，土質，瓦・椀 ? E W区C 07 なし NA I 
皿区C 91 土・杯 ? I W区D 01 弥生 弥生 NA 
E区C 92 なし E N[:i(D 02 なし NA 
E区C 93 士・鍋 ? I N12(D 03 なし NA 
E区C 94 なし llA N区D 04 弥生 弥生 NA 
m[垣C 95 土・鍋 ? I W区D 05 弥生 弥生 NA 
E区C 96 なし I N[3(D 06 弥生 弥生 NA 
E区C 97 なし llB Nrx:D 07 なし NA 
E区C 98 土・鍋，瓦・椀 予 I N区D 08 なし sA 
E区C 99 なし I W区D 09 なし NA 
E区C100 土・小，土質，瓦・椀，黒・椀 12C末-13C初 I N[:メーD 10 土・鍋，須・愛，弥生 13C '1'葉? NA 
E区C101 なし I W区D 11 なし NA 
E区C102 なし I NPC:D 12 なし NA 
E区C103 なし I NT(D 13 なし NA 
E区C104 なし I N区D 14 土質，弥生 ? NA 
E区C105 なし I Nt(D 15 なし NA 
E区C106 士質，瓦・椀 ? I 町民D 16 弥生 NA 
E区C107 土質，瓦・椀 12C末-13C初 I 町区D 17 弥生 弥生 NA 
班区C108 士・椀，土質，須・椀 12C末-13C初 I N[.(D 18 弥生 ヲ NA 
E区C110 土・椀，須・椀 ? I 町民D 19 なし NA 
E区C112 土質，須・椀 ? I Nt(D 20 なし NA 
E区C113 土質，須・椀，瓦・椀 13C前菜 I W区D 21 弥生 9 NA 
E区C114 士質，瓦・椀 12C未 13C初 I W区D 22 弥生 弥生中期 NA 
E区C115 なし I N[;(D 23 なし NA 
E区C116 土・小，土・杯 予 I N区D 24 弥生 弥生前期 NA 
E区C117 土・小，黒・椀 争 I 町民D 25 弥生 ? NA 
E区C118 須・斐 ? I W区D 26 弥生 弥生 NA 
盟区C119 土・小.1:質，須・蔓，黒・椀 ヲ I N[元CD 27 弥生 弥生 NA 
E区C120 土質，瓦・椀 9 I 町民D 28 なし NA 
E区C121 なし I NT<:D 29 なし NA 
E区C122 土・小，士・杯，七質，瓦・椀 ? I N[:i(D 30 なし NA 
E区C123 土・椀 ? I NI:i(D 31 弥生 弥生中期 NA 
E区C124 士質，瓦・椀 12C末-13C初 I lY区D 32 なし NA 
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出上遺構 Ifl 士遺物 時 期 埋i:額型 IHt:遺構 出土.ill物 時 期 地|頚専!

N区D 33 なし NA V!X: 40 なし NB 
W区D 34 弥生 弥生前期 NA 租区A 01 なし NB 
W区D 35 なし NA Vn[;{A 02 なし NB 
W灰D 36 なし NA W!'(A 03 なし NB 
N区D 37 なし NA 四IメA 04 なし NB 
W区D 38 なし NA 彊反A 05 なし NA 
W区D 39 なし NA W区A 06 黒・椀 13C前葉 NA 
N区D 40 弥生 弥生中期? NA Wi'ZA 07 なし llA 
NI2(D 41 なし NA W[;{A 08 なし llA 
N区D 42 弥生 弥牛ー NA 百μ~A 09 なし llA 
W区D 43 弥生 弥生前期? NA 田氏A 10 なし NA 
Nl<<:D 44 弥生 弥生中期 NA 四区A 11 なし NA 
NlえD 45 なし llA W区A 12 なし NA 
町区D 46 弥生 ? NA W医A 13 須・椀，弥生 フ NA 
N区D 47 士質 ? NA 租P<:A 14 なし NA 
N[J{D 48 なし NA W区A 15 なし NA 
町民D 49 弥生 弥生 NA W区A 16 なし llA 
N区D 50 なし 弥生中期 NB W Þ<~A 17 なし llA 
V反 01 なし NA W[;{A 18 なし llA 
V区 02 なし NA 四!;{A 19 1: .杯 ? NA 
V区 03 なし llA W[.{A 20 なし NA 
V区 04 弥生， 上質 ? NA 四!，zA 21 なし NA 
V 12( 05 なし NA W[，{A 22 なし llA 
V!R 06 なし NA Wi'ZA 23 土・小，瓦・椀 ? NA 
V区 07 なし llA W[x:A 24 土・小，i:質 ? NA 
vr，z 08 なし NB 四[)(A 25 須・椀 ? NA 
V反 09 なし NB W[，(A 26 須・斐 13C前葉 NA 
V区 10 なし NA W区A 27 i:・鍋 ? NA 
V区 11 なし NA 羽μ::A 28 瓦・椀 ? NA 
V区 12 弥生 ? NA 四[x:A 29 弥生 ? NA 
V区 13 なし NA 四[x:A 30 なし NA 
V区 14 なし NA W f2<~A 31 なし NA 
V区 15 なし NA W!)(A 32 なし NA 
V[ぎ 16 なし NB 四l正A 33 弥生 ? llA 
V区 17 なし NA 四r.;(A 34 なし llA 
V 12( 18 なし NA WL正A 35 なし llA 
V区 19 なし NA 四区A 36 J:・均二，士・鍋，士質，黒・椀 ? NA 
V医 20 なし 町A 官民A 37 土・椀 13C前葉 llA 
V[正 21 なし NA 四[.{A 38 須・斐，黒・椀 ? NA 
V[5{ 22 なし NA W[5(A 39 なし NA 
V医 23 弥生 弥生別期? NA 官民A 40 上・小，上・均"瓦・椀 ? NA 
V区 24 弥生 弥生前期? NB W[{A 41 なし NA 
V[.{ 25 なし NA 百Iメ今A 42 なし NA 
V区 26 なし NA W区A 43 なし NB 
V区 27 なし NA W区A 44 須・椀，弥生 13 C JlU葉 llA 
V区 28 弥生 ? NA W[x:A 45 東播，弥生 ? llA 
V rx: 29 なし NA 班|ベA 46 土・小，土・椀，瓦・椀 ? llA 
V区 30 なし NA 四lベA 47 なし NA 
V /)( 31 弥生 ? NA Wrx:A 48 なし llA 
V [5{ 32 なし NA 租区A 49 土・小 ? llA 
V区 33 なし NB 彊[x:A 50 弥生，士・小，黒・腕 ? NA 
V[;{ 34 なし NA WP<:A 51 なし NB 
V区 35 なし NA 百1[5(B 01 須・椀 13C前葉 NB 
V区 36 なし NB 明I!RB 02 なし NB 
V /)( 37 なし NA W[x:B 03 弥生 ? NB 
V区 38 なし NB 施医B 04 なし NB 
V [5{ 39 弥生 弥生中期? NB W[x:B 05 なし NB 
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土・小;土師質土器小皿，士・杯;士師質土器杯，土・椀;土師質土器椀，土・鍋;土師質土器鍋，土・費;土師質土器褒，

土質;土師質土器，須・椀;須恵器椀，須・ノj、;須恵器小皿，須・斐;須恵器菱，須・壷;須恵器壷，須・鉢;須恵器鉢，

瓦・椀;瓦器椀，瓦・皿;瓦器皿，黒・椀:黒色土器椀，吉備;吉備系土師器椀，東播:東婿系控鉢，白・碗;白磁碗，

白・皿;白磁皿，青・碗;青磁椀，青・皿;青磁皿，弥生;弥生土器
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松並・中所遺跡出土遺物監察表



凡例

1.器種は弥生土器が「弥生j，土師質土器が「土質j，須恵器が「須恵j，十瓶山窯産須恵器が「十瓶

山j，黒色土器が「黒色j，東播系須恵器が「東播j，亀山産須恵器が「亀山j，吉備系土師器が「吉

備」とそれぞれ略して記載した。

2.胎士は全体の砂粒密度を「粗」・ 「やや粗」 ・「中」・「細」・「微」の5段階に分け，それぞれ

の含有鉱物における粒径を「大j(1. 1凹以上)， 1""中j(0.6-1. Omm) ， 1""小j(0.5阻以下)，多寡を「多j，

「普j，1""少」の 3段階に区分して表記した。つまり， 1""粗石英・長石大多，赤色粒小少」とあれば，

素地の砂粒密度は組く，含有鉱物として粒径が1.1凹以上の石英・長石が多く含まれ， 0.5凹以下の赤

色粒が少量含まれるということになる O

3.焼成は全体を「硬j，1""やや硬j，1""良j，1""やや軟j，1""軟Jの5段階に区分した。

4.色調は，農林水産省農林水産技術会議事務局監修・財団法人日本色彩研究所色票監修『新版標準土

色帖1992年度版』を参照した。

5.残存率は完形品に対する実物の割合を示しているO
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小
片

長
格
子
叩
き

あ
て
具
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.
ナ
デ
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コ
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瓶
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、

外
内
面
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ぷ
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縁
部
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え
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え
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デ
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部
.
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部
1
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デ
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面
;
に
ぷ
樺
い
褐
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片
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コ
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デ
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外
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面
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褐
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口
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片
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押
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え
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え
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内
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褐
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.
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転
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ヘ
ラ
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回
転
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デ
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デ

且
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縁
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転
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明
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部
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回
転
ナ
デ

体
2/
8

底
;1
司
転
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切
り
.
高
台
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転
回
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ヂ
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台
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付
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デ

外
内
面
;
灰
白
白
色
色
(1
0Y
R8
8/
/Z
Z 
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灰
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Y
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底
口
縁
部
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転
ナ
デ
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切
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回
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良

外
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面
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:
回
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デ
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切
り
(
R
?
)
 -
回
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デ
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縁
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褐
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縁
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.
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切
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1 
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量
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色
調
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率

外
面
調
藍

内
面
調
整
焼
成

備
考
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2 
E
民
C
遺
構
面
ガ
リ
か
け
精
査
巾
黒
色
・
椀

日
;
14
.6
 
細
;
，
f
j
英
・
長
行
小
少
外内
面面
;!
黒"
<色
白色
(1
02
/Y1
 R8
/2
) 

小
片

口
底
縁
部
部
;
転
回
転
へ
ナ
削デ，
ヘ
ラ
ミ
f
キ
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縁込
部
;
阿
転
ヘ
ヲ
ミ
ガ
キ

良
A
類

;
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1
5
Y
2
/
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;
阿
ラ
り

み
;
へ
ラ
ミ
ガ
キ

52
3 
m
T
<
:
c
遺
構
商
精
査
中

須
恵
・
椀

底
;
6.
2 
中普
;
石
英
長
行
小
中
外
内
面
耐
;
灰
白
白
色
色
(5
Y8
8/
/l
) 

底
2/
8存

回
転
ナ
デ

rm
転
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ

硬
:
灰
田
Y
8
/
I1

52
4 
E
区
C
遺
構
面
精
査

須
恵
・
椀

底
;
2目
2
細黒
色，
細{
j斡
英小
・長
少
石
小
普
.
外内
面面
;
灰
白
白
色
色
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 )
 

1/
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体
底
部
部
回
高
転
台
貼
へ
付ラ
ケ
ズ
リ

回
転
ナ
デ
.
ナ
デ

硬
;
民
I
N
7
/0
1

[] 
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 16
.8
 
少中
，
石
英
長
石
中
~
小
外
内
面
面
:
オ
リ
ー
プ
黒
黒
色
色
(7
.5
Y3
3/
/1
) 
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押
き
え
→
ヨ
コ
ナ
デ
.
ヘ
ラ
ミ
ガ

52
5 
m
r，z
C
J一
面
精
査
中

瓦
器
椀

器
;
5.
7日

3/
8 

回
転
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ラ
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ガ
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や
軟
尾
上
編
年
D
-
3
期

底
;
6.
8 
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プ
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m
Jj
(
c
第
l
遺
構
面
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中
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椀
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;
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細
;
石
英
長
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小
少
外
内
面
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灰
色
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}
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押縁
部き
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ヨ
コ
ナ
デ
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ヘ
ラ
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ガ
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転
ヘ
ラ
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ガ
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上
緬
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D
-
3
期
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!
五
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01
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1
遺
構
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精
査
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瓦
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;
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細
;
'
1
，
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・
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行
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灰
色
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ヨ
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デ

口
見
縁
込
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転
行
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ガ
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良
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押
き
え
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ラ
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キ
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瓦
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長
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面
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灰
色
色
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口
縁
部
部
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;
押ヨ
コ
ナ
デ

ヘ
ラ
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ガ
キ

良
面
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灰
(N
4/
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底
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き
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9 
m
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t
遺
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査
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1"1
磁
田
碗
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5.
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微

外
内
面
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灰
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(
5
Y
7
/
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¥
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磁
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1
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T
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色
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色
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} 
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磁
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Y
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m
l
!
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磁
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磁
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図版



図版1

松並・中所遺跡遠景(南より、背後に石清尾山山塊を望む)

松並・中所遺跡遠景(東より)



図版2

E区A全景 (北より)

E区B全景 (北より)



図版3

E区B全景 (北より、 SD 01屈曲部分)

rn区C第 1面全景 (南より)



図版4

III区C第 1面全景 (西より)

III区C全景 (南より、 SZ 01の北遺構面)
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N区A全景 (北より)
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V区全景 (北より)
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VII区B • S R 03全景(北西より)
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N区DS H 01完掘全景 (東より)

N区DS H 01貼床除去後(東より)



図版10

N区DS H 01遺物出土状況 (北東より、報文番号15)

IV区DS H 01 -S K 01断面(南西より)
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N区DS X 01完掘全景(南西より)

N区DS X02・03完掘全景 (南より)
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N区DS X 05完掘全景 (酉より)

N区DS D02完掘全景 (東より)
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IV区DS D02上層遺物出土状況 (西より)

IV区DS D 02 B -B'断面 (西より)
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V区SX 01完掘全景 (東より)

vn区SR 01完掘全景 (北東より)
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IV区CS R 01完掘全景 (東より、手前IV区CS X 05・06)

IV区CS R 01断面 (南より)
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m区AS 801全景 (北より)
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vn区AS 801・02完掘全景 (北より)

vn区AS 801 -S P 26遺物出土状況 (北東より)
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E 区BS K 01断面 (東より)

III区C第 1面SK 08断面 (東より)
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III区BS D01 A-A'断面 (東より)

IV区BS D05全景 (南西より)



E区BS X 04全景 (南東より)

E区BS X 04遺物出土状況(南東より)



III区cS Z 01全景(南西より)

N区D液状化現象 (東より、手前N区DS X 01) 
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